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第 ２ 日 ６月１２日 水 午前９時 休   会（本会議） 
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 １ 開  議 

 ２ 委員長報告 

 ３ 質  疑 

 ４ 討論・採決 

 ５ 閉  会 
 

  



 

令和元年第５回和気町議会定例会目次 

 

 

◎第 １ 日 ６月１１日（火） ……………………………………………………………………………………… 1 

 

◎第 ７ 日 ６月１７日（月） ………………………………………………………………………………………37 

 

◎第 ８ 日 ６月１８日（火） ………………………………………………………………………………………77 

 

◎第 ９ 日 ６月１９日（水） …………………………………………………………………………………… 103 

 



- 1 - 

令和元年第５回和気町議会会議録（第１日目） 
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８． 職務のため出席した者の職氏名 

   議会事務局長  田 村 正 晃 
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９． 議事日程及び付議事件並びに結果 

議事日程 付  議  事  件  等 結  果 

日程第１ 会議録署名議員の指名について １０番 西中純一

１１番 当瀬万享

日程第２ 会期の決定について ９日間 

日程第３ 諸般の報告 議長、町長 

日程第４ 選挙第９号 

岡山県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙について 
選挙 

日程第５ 報告第１号 

平成３０年度和気町一般会計予算継続費繰越計算書について 
説明 

報告第２号 

平成３０年度和気町一般会計予算繰越明許費繰越計算書について 
説明 

報告第３号 

平成３０年度和気町農業集落排水事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書 

について 

説明 

報告第４号 

平成３０年度和気町簡易水道事業会計予算繰越計算書について 
説明 

日程第６ 議案第５２号 

岡山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の増減及び岡山県市 

町村総合事務組合規約の変更について 

委員会付託 

議案第５３号 

和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合規約の変更について 
委員会付託 

日程第７ 議案第５４号 

和気町附属機関条例の一部を改正する条例について 
委員会付託 

議案第５５号 

和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 

について 

委員会付託 

議案第５６号 

和気町国民健康保険診療施設条例の一部を改正する条例について 
委員会付託 

議案第５７号 

和気町営公共土木、農林土木事業等分担金徴収条例の特例に関する条例の 

一部を改正する条例について 

委員会付託 

日程第８ 議案第５８号 

令和元年度和気町一般会計補正予算（第１号）について 
委員会付託 

議案第５９号 

令和元年度和気町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号）につい 

て 

委員会付託 

議案第６０号 

令和元年度和気町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 
委員会付託 

議案第６１号 

令和元年度和気町地域開発事業特別会計補正予算（第１号）について 
委員会付託 
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議事日程 付  議  事  件  等 結  果 

日程第９ 請願第３号 

モーターボート競走の場外舟券発売場の設置に関する請願 
委員会付託 

日程第１０ 陳情第１号 

「自立支援医療（精神通院）に入院を加える改善、及び、岡山県の心身障 

害者医療費助成制度の対象者に精神障がい者を加えることを求める」意見 

書の提出を求める陳情書 

委員会付託 
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               午前９時００分 開会 

（開会・開議の宣告） 

○議長（安東哲矢君） 皆さん、ご苦労さまです。 

 ただいまの出席議員数は、１２名です。 

 したがって、定足数に達しておりますので、ただいまから令和元年第５回和気町議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

（議事日程の報告） 

○議長（安東哲矢君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。ご了承を願います。 

（日程第１） 

○議長（安東哲矢君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、１０番 西中純一君及び１１番 当瀬万享君を指名

します。 

（日程第２） 

○議長（安東哲矢君） 日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 ここで、去る５月３１日、議会運営委員会を開き、今期定例会の運営について協議した結果を委員長から報告

を求めます。 

 議会運営委員長 山本君。 

○議会運営委員長（山本 稔君） 皆さん、おはようございます。 

 それでは、令和元年５月３１日金曜日午前９時から役場本庁舎３階第２会議室において、町長、副町長、関係

部課長、そして議会運営委員会委員全員の出席のもと、議会運営委員会を開催いたしました結果について報告を

いたします。 

 まず、会期でございますが、６月１１日きょうから６月１９日までの９日間ということになりました。 

 内容につきましては、第１日、本会議、一般質問の通告期限が午後１時ということです。本会議終了後、議会

運営委員会を開催いたします。 

 第２日、本会議は休会でございますが、防災都市公園整備事業特別委員会、議会全員協議会を開催いたしま

す。 

 第３日、これも本会議は休会ですが、厚生産業常任委員会、総務文教常任委員会を開催いたします。 

 第４日、第５日、第６日は、休会でございます。 

 第７日、本会議を開催いたします。本会議終了後、議会運営委員会、特別委員長出席でございます。議会広報

編集委員会を行うようにしております。 

 第８日、本会議でございます。それから、第９日、これも本会議を開催いたします。本会議終了後、議員人権

啓発研修会を予定しております。 

 以上、議会運営委員会で決定いたしました。 

○議長（安東哲矢君） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、委員長の報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、ご苦労さまでした。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から６月１９日までの９日間にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
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               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 

 したがって会期は、本日から６月１９日までの９日間に決定しました。 

（日程第３） 

○議長（安東哲矢君） 日程第３、諸般の報告をします。 

 議長の諸般の報告は、別紙にてお手元に配付のとおりです。後ほどご一読をお願いします。 

 次に、町長から諸般の報告がございます。 

 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） それでは、５月２３日開催の第４回議会臨時会以降の諸般の報告をさせていただきま

す。 

 ５月２６日には、本荘にこにこ園、本荘小学校の運動会が開催されました。また、午後からは地区民運動会が

開催され、健康、体力づくりとともに地域の触れ合いの場として有意義な一日となりました。 

 また、６月１日には佐伯中学校の体育会、６月２日には和気ドームにおいて和気中学校体育会「飛翼大会」が

盛大に開催をされました。園児及び児童・生徒は、新学期が始まりまして２カ月弱の短い期間での練習にもかか

わらず、仲間と助け合い元気いっぱい演技を披露していました。 

 次に、５月２７日、備前県民局主催の生き活きミーティング備前が和気鵜飼谷温泉で開催をされまして、本年

度実施されます建設関係主要事業等の概要説明がございました。 

 ここで、本町に関係します今年度の岡山県主要事業について概略を説明いたします。 

 まず、藤野地内の県道岡山赤穂線改良工事についてでありますが、全体計画延長１．１キロメートル、幅員

６．５メートル、総幅員１１．２５メートルで、平成２１年度から実施をいたしておりまして、本年度は新しい

田ヶ原橋の暫定供用を目指して坂本側取りつけ道路の工事が実施されております。また、田ヶ原側の道路の橋取

りつけ工事についても実施が予定されております。 

 次に、本町の岩戸から赤磐市稲蒔地内にかけた吉井川（佐伯工区）の改修事業でありますが、全体計画延長１

０．８キロメートルで、平成２１年度から実施をされておりまして、本年度は矢田地内で築堤工５００メートル

及び水道移転補償の工事、小原地区の詳細設計が予定されております。 

 次に、国道３７４号、衣笠地内の自転車、歩行者用道路の整備につきましては、延長３９０メートル、幅員

６．５メートル、本年度は用地買収、物件補償及び一部工事が予定されております。 

 次に、同じく国道３７４号の矢田地区においては、法面吹きつけ工、落石防護網工が予定されております。 

 次に、県道佐伯長船線、父井原地内の歩道橋整備につきましては、下部工が昨年度で完成をし、本年度から２

カ年にわたり橋梁上部工の架設工事が予定されております。 

 次に、初瀬川の改修事業でありますが、平成３０年度に被災した上流部の取り合い部を除き護岸は完了いたし

ております。本年度は、被災した備前柵原自転車道の橋梁復旧工事と福富地区の取水樋門工が施工される予定で

あります。 

 次に、広域営農団地農道整備事業備前東部２期地区につきましては、引き続き工事を進めるとともに、岸野、

寺谷地区で本年度はルートの決定、設計業務及び用地買収、補償業務を進めてまいります。 

 次に、田土地内の西の谷川通常砂防事業及び佐伯地内竪町地区の急傾斜崩壊対策事業については、本年度用地

買収、用地補償、一部工事が実施されます。 

 次に、福富地内の福富排水機場についてでございますが、昭和５８年度の完成から施設の老朽化が進んでおり

ますので、特定構造物改築事業で長寿命化対策を実施いたしております。平成２７年度に除じん機を、平成２８

年度に自家発電機を更新をいたしまして、昨年度、本年度の２カ年にわたり原動機や減速機の更新や機械、電気
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設備の更新がされる予定であります。 

 また、地元要望の強い自動運転化についても、引き続き県に対し強く要望いたしてまいります。 

 次に、５月２９日、総務省で開かれましたＩｏＴの安心・安全かつ適正な利用環境の構築事業の評価会に出席

をさせていただき、和気町のドローンを活用した取り組みや今後の展望等について説明させていただきました。 

 次に、６月７日、大手電気事業者にご来町いただき、町有施設の省エネ化についてのご提案をいただき、本町

の企業誘致を初めとする重要施策についてご説明させていただきました。 

 次に、今年度の本町におけるツキノワグマ出没に関する情報でございますが、４月１９日に町内の山中におき

まして雄のツキノワグマ１頭、推定年齢３歳、体長１．３メートル、体重４８キロがイノシシ用の箱わなへの錯

誤捕獲がありました。 

 また、５月２５日夜、２６日夕方及び６月１日早朝と、いずれも町内で熊の目撃情報があり、岡山県による調

査の結果、ツキノワグマであると判断されております。町といたしましては、岡山県、地元区、猟友会、教育委

員会等に迅速に情報提供を行い、また告知放送で町民に対して迅速な注意勧告を行っております。町民の安全を

第一と考え、岡山県の許可を受け、ツキノワグマ捕獲に取り組んでいます。なお、ツキノワグマ捕獲許可に関し

ましては、現在田土地区、日笠上地区を対象に箱わな、銃器による殺処分が町においてできるよう岡山県の許可

を受けております。今後とも、出没数の増加防止、生息区域の縮小のための対策を講じていただくよう、岡山県

に対して要望してまいります。 

 最後になりましたが、平成３０年度和気町一般会計の決算見込みについて、現在精査中でありますが、財政調

整基金から１億２，０００万円の繰り入れを行った上で、歳入歳出差引残高から繰越事業に係る一般財源を除く

と、純繰越金は約８，８００万円となる見込みであります。このうち４，５００万円を財政調整基金に積み立

て、残額の約４，３００万円を令和元年度へ繰り越す予定にいたしております。 

 なお、平成３０年度末の一般会計における基金残高は約４０億６，０００万円となる見込みであります。 

 以上、諸般の報告といたします。 

○議長（安東哲矢君） 次に、お手元の議事日程のとおり、選挙を行いますので、執行部の方々は選挙終了まで

退席をお願いいたします。 

 ここで暫時休憩といたします。 

               〔執行部退席〕 

               午前９時１２分 休憩 

               午前９時１３分 再開 

○議長（安東哲矢君） 休会前に引き続き会議を再開いたします。 

（日程第４） 

○議長（安東哲矢君） 日程第４、選挙第９号岡山県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙を行います。 

 この選挙は、全１８人の議員のうち、町村議会議員の区分３人欠員による補欠選挙で、岡山県後期高齢者医療

広域連合規約第８条第２項の規定により、各町村議会において選挙するものとなっております。同条第４項の規

定により、岡山県内全ての町村議会の選挙における得票総数により、当選人を決定することとなりますので、会

議規則第３３条の規定に基づく選挙結果の報告のうち、当選人の報告及び当選人への告知は行えません。 

 お諮りします。 

 選挙結果の報告は、会議規則第３３条の規定にかかわらず、有効投票のうち候補者の得票数までを報告するこ

とにしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 
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 したがって、選挙結果の報告は、会議規則第３３条の規定にかかわらず、有効投票のうち候補者の得票数まで

を報告することに決定いたしました。 

 この選挙は投票で行い、事務局職員２名が補助します。途中での入出場はできませんので、出入り口を閉鎖い

たします。 

               〔議場閉鎖〕 

○議長（安東哲矢君） ただいまの出席議員数は、１２人です。 

 次に、立会人を指名します。 

 会議規則第３２条第２項の規定によって、立会人に８番 万代哲央君と９番 山本泰正君を指名します。 

 それでは、候補者一覧を配ります。 

               〔候補者一覧配付〕 

○議長（安東哲矢君） 候補者一覧の配付漏れはありませんか。 

               〔「なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 配付漏れなしと認めます。 

 次に、投票用紙を配ります。 

               〔投票用紙配付〕 

○議長（安東哲矢君） 念のために申し上げます。 

 投票は、単記無記名です。お手元に配りました候補者一覧を基に、投票用紙に候補者１人の氏名のみを記載願

います。 

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

               〔「なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 配付漏れなしと認めます。 

 次に、投票箱を点検します。 

               〔投票箱点検〕 

○議長（安東哲矢君） 異状なしと認めます。 

 それでは、投票用紙への候補者の氏名を記載願います。 

 それでは、ただいまから投票を行います。 

 事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順番に投票願います。 

               〔事務局長点呼、各議員投票〕 

○議長（安東哲矢君） 投票漏れはありませんか。 

               〔「なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 投票漏れなしと認め、これで投票を終わります。 

 次に、開票を行います。 

 ８番 万代哲央君と９番 山本泰正君、開票の立ち会いをお願いします。 

               〔開  票〕 

○議長（安東哲矢君） 選挙の結果を報告します。 

 投票総数 １２票 

 有効投票 １２票 

 無効投票  ０票 

 有効投票のうち 

  黒田員米君  ７票 
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  西中純一君  ５票 

 以上のとおりです。 

 ただいまの選挙結果を、岡山県後期高齢者医療広域連合議会の議員の選挙に関する規則第８条の規定によっ

て、岡山県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙の選挙長に報告します。 

 これで選挙は終了しましたので、議場の出入り口を開きます。 

               〔議場開鎖〕 

○議長（安東哲矢君） ここで暫時休憩し、執行部の方々に入場していただきます。 

               午前９時２６分 休憩 

               午前９時２７分 再開 

               〔執行部入場〕 

○議長（安東哲矢君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

（日程第５） 

○議長（安東哲矢君） 日程第５、報告第１号から報告第４号までの４件を一括議題とし、提出者の説明を求め

ます。 

 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） それでは、本日提案をいたしております報告第１号から報告第４号までの４議案につき

まして提案理由のご説明を申し上げます。 

 報告第１号平成３０年度和気町一般会計予算継続費繰越計算書、報告第２号は一般会計予算繰越明許費繰越計

算書、報告第３号は農業集落排水事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書、報告第４号は簡易水道事業会計予算

繰越計算書でありまして、いずれも平成３０年度から令和元年度へ繰り越して執行する事業について、地方自治

法施行令及び公営企業法の規定により報告するものであります。 

 以上、説明を申し上げましたが、詳細につきましては、担当課長より説明いたさせますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（安東哲矢君） 次に、報告第１号から報告第４号までの４件について順次細部説明を求めます。 

 財政課長 永宗君。 

○財政課長（永宗宣之君） 報告第１号・報告第２号説明した。 

○議長（安東哲矢君） 上下水道課長 山﨑君。 

○上下水道課長（山﨑信行君） 報告第３号・報告第４号説明した。 

○議長（安東哲矢君） 以上で報告第１号から報告第４号までの４件の報告を終わります。 

（日程第６） 

○議長（安東哲矢君） 日程第６、議案第５２号及び議案第５３号の２件を一括議題とし、提出者の説明を求め

ます。 

 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 次に、議案第５２号及び議案第５３号の２議案につきまして提案理由をご説明申し上げ

ます。 

 初めに、議案第５２号の岡山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の増減及び岡山県市町村総合事

務組合規約の変更についてでありますが、構成団体等の増減、共同処理事務構成団体の増減に伴い規約を変更す

るものでございます。 

 次に、議案第５３号の和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合規約の変更についてでありますが、令和元年１０

月からの消費税及び地方消費税の税率の引き上げに伴いまして、浄化槽汚泥処理分担金を変更するもので、規約
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の変更について地方自治法第２９０条の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 以上、ご説明を申し上げましたが、詳細につきましては、担当部長にご説明をいたさせますので、ご審議、ご

議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（安東哲矢君） 次に、議案第５２号及び議案第５３号の２件、順次細部説明を求めます。 

 総務部長 立石君。 

○総務部長（立石浩一君） 議案第５２号説明した。 

○議長（安東哲矢君） 民生福祉部長 岡本君。 

○民生福祉部長（岡本芳克君） 議案第５３号説明した。 

○議長（安東哲矢君） これから議案第５２号岡山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の増減及び

岡山県市町村総合事務組合規約の変更についての質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 質疑というか、私の多分勉強不足だと思うんですが、この団体の中に今説明された和

気・赤磐し尿処理施設一部事務組合という「一部」が入るんですけど、これには経緯で多分いきさつがあってこ

ういう名前になっとんかなと思うんですけど、こんな常識的な質問で申しわけないんですけど、何で名前に「一

部」が入るのか。それか、書類に書いてるんであったらそれを読めということであれば、それをいただけたらと

思います。 

○議長（安東哲矢君） 総務部長 立石君。 

○総務部長（立石浩一君） 失礼いたします。 

 こちらにつきましては、市町村での事務を共同処理する一部事務組合の制度を活用いたしまして、し尿の一部

事務組合を設立しておるものでございまして、規約の中で名称につきまして当初の段階でこちらの和気・赤磐し

尿処理施設一部事務組合ということで名称の方を決定いたしておるものでございます。 

○議長（安東哲矢君） ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 事務の一部をするという意味の一部で、そのまま名称になっとるという理解でいいんで

しょうかね。そういうもんでもないんですか。全体じゃないんよね。一部をやるということでいいんですか。名

前どおり、一部事務をするということだけ。 

○議長（安東哲矢君） 総務部長 立石君。 

○総務部長（立石浩一君） 議員の質問にお答えしますが、市町村の全体の事務の一部を共同処理するというこ

とでございまして、それぞれの共同事務にした方が有利だろうというような事務につきまして設置しておるもの

でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第５２号を総務文教常任委員会に付託したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第５２号は、総務文教常任委員会に付託することに決定しました。 

 次に、議案第５３号和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合規約の変更についての質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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 ２番 太田君。 

○２番（太田啓補君） 失礼しました。 

 議案第５３号なんですけれども、少し説明が私の理解不足でわからなかったんです。８６４円が８００円にな

るのは当然わかるんですけど、それがなぜそうなるのかということで、消費税を抜いた額でということで、後の

部分の説明が少しわからなかったんで、もう一度説明いただければありがたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 民生福祉部長 岡本君。 

○民生福祉部長（岡本芳克君） 失礼いたします。 

 現行の１７ページの表を見ていただきますと、８６４円ということになっておりますが、これにつきましては

８００円に消費税及び地方消費税の８％分、６４円を足したものが８６４円ということで表示がされております

が、改正後では消費税及び地方消費税を抜いた額８００円に、表記を改めて今後は税率により消費税分を加算す

るといった表記にさせていただいております。 

○議長（安東哲矢君） ほかに質疑はございませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第５３号を厚生産業常任委員会に付託したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第５３号は、厚生産業常任委員会に付託することに決定しました。 

（日程第７） 

○議長（安東哲矢君） 日程第７、議案第５４号から議案第５７号までの４件を一括議題とし、提出者の説明を

求めます。 

 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） それでは、議案第５４号から議案第５７号までの４議案につきまして提案理由をご説明

申し上げます。 

 初めに、議案第５４号の和気町附属機関条例の一部を改正する条例についてでありますが、防災都市公園整備

事業は町の重要施策として取り組んでおりまして、事業を十分精査し、責任を持って整備したいと考えておりま

す。町民の方の声を反映することは、町民本位の公園をつくるため有効な手法の一つであると認識をいたしてお

りまして、今後は町民の声を広くお聞きするため、検討委員会を設置するため、地方自治法第１３８条の４第３

項の規定により追加し、一部条例改正をするものであります。 

 次に、議案第５５号の和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてであ

りますが、防災都市公園整備事業検討委員会の設置に係る委員報酬を追加するものであります。 

 次に、議案第５６号の和気町国民健康保険診療施設条例の一部を改正する条例についてでありますが、令和元

年１０月からの消費税及び地方消費税の税率の引き上げに伴い手数料の料金改定を行うとともに、外来死後処置

料を削除することに伴い、条例の一部改正を行うものであります。 

 次に、議案第５７号の和気町営公共土木、農林土木事業等分担金徴収条例の特例に関する条例の一部を改正す

る条例についてでありますが、平成３０年７月豪雨災害に伴う補助災害復旧事業について激甚災害指定され、補

助率が増嵩したため、対象事業として追加するとともに、農地の賦課率を２．６％とするものであります。 

 以上、ご説明申し上げましたが、詳細につきましては、担当部長及び担当課長に説明いたさせますので、ご審

議、ご議決賜りますようによろしくお願いを申し上げます。 
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○議長（安東哲矢君） 次に、議案第５４号から議案第５７号までの４件、順次細部説明を求めます。 

 都市建設課長 久永君。 

○都市建設課長（久永敏博君） 議案第５４号・議案第５５号説明した。 

○議長（安東哲矢君） 民生福祉部長 岡本君。 

○民生福祉部長（岡本芳克君） 議案第５６号説明した。 

○議長（安東哲矢君） 都市建設課長 久永君。 

○都市建設課長（久永敏博君） 議案第５７号説明した。 

○議長（安東哲矢君） ここで場内の時計が、１０時半まで暫時休憩といたします。 

               午前１０時０７分 休憩 

               午前１０時３０分 再開 

○議長（安東哲矢君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 これから議案第５４号及び議案第５５号の２件の質疑を行います。 

 まず、議案第５４号和気町附属機関条例の一部を改正する条例についての質疑はありませんか。 

 ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） 議案第５４号の検討委員会の設置規則というのが、ページで言いますと２１ページと２

２ページにあります。私が質問したいのは、私の頭の中には交付金が何とか活用できないかということと、それ

と検討委員会と関連づけた、そういう視点で質疑をさせていただきたいなと、こう思っております。 

 まず、２１ページ、２２ページに検討委員会の設置規則がありますけど、こういうものを町がこの６月の定例

議会に提案しているわけでありまして、提案する以上は、先ほどの町長の提案理由にもありましたけども、防災

公園事業を進めたいという考えがあらわれているわけであります。３月議会でこの事業関連の予算は否決されて

いるにもかかわらず、このような議案を出してくるその真意が知りたいと、そういう思いで質疑をさせていただ

きます。 

 規則第２条に、案では、検討委員会で協議検討する内容は何かということで、（１）施設等の整備計画に関す

ること、（２）総事業費に関すること、（３）そのほか、和気町防災都市公園整備事業について検討とか協議を

することがこの委員会で必要だと思われる、そういうことをこの委員会で協議するんだと、こういうことだろう

と思いますけども、まず最初にお聞きしたいのは、この（１）、（２）、（３）についてもう少し詳しく具体的

にこの内容を、今頭にどういうことを思っておられるのか、かみ砕いて協議検討する内容を説明していただきた

いと思います。お答えをいただいて、後で質疑を続けさせていただきたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 産業建設部長 今田君。 

○産業建設部長（今田好泰君） ２１ページの設置規則の第２条の委員会の協議検討内容についての（１）から

（３）までの内容についてのご質問でございますが、まず（１）の施設等の整備計画に関することにつきまして

は、現在基本計画ができております。その基本計画の中にある総合グラウンドと多目的グラウンド及びグラウン

ドゴルフ場についての必要性並びに計画規模等についての協議検討を主に行っていただこうと考えております。 

 それから、総事業費に関することでございますけども、計画に関する総事業費につきまして、上限を設けて設

計が華美、過大設計にならないように十分委員会の中で精査をしていただいて、事業実施を行うため費用につい

て上限を設けるという方向で考えようということで（２）を設けております。 

 （３）のその他、委員会が必要と認めることにつきましては、例えば完成後の公園についての維持管理方法や

利活用計画など、今後課題と予想される内容についても検討いただくことも考えております。まだまだ委員会の

中では検討をいただくことが起こることが予想されますけども、簡単に説明しますと以上のようなことになりま

す。 
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○議長（安東哲矢君） ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） 今お答えいただきまして、答えというのはそのままお聞かせいただきまして、今のお答

えとも関連しますけど、次の質疑をさせていただきますけど。 

 平成３０年度に国への申請時に提出している基本計画の変更というのはどこまで認められるのかということが

問題だと思います。今の答弁等を聞きますと、変更といいますか、今の基本計画が大幅に変わる場合はどうなん

だろうかという疑問といいますか、それが一番大事なことだと思っております。今ある基本計画のスポーツ施設

の変更も含めて変更ができるのか。変更の許容範囲であるとは私はちょっと考えにくいんですけども、国が認め

る変更の範囲、限度はどこまでが可能なのかと、どこまで許されるんかということが一番問題になってくると思

うんです。もちろん検討委員会とも関連づけで話をしておるつもりです。 

 それからまた、今総事業費のこともありましたけども、また土地の面積要件のことについてもありましたけど

も、それにつきましてもどこまで変更が許されるんかということが問題だと思うんです。 

 国からの交付金を活用するためには、変更が認められる範囲内ということになりますから、その変更が認めら

れる範囲内でしか検討委員会を立ち上げても協議とか検討というものはできないという、そういう制限があるわ

けです。フリーハンドで検討ができないということになってくるんです。もうそれではだめです。変更の範囲が

はっきりしないことには、その検討委員会の立ち上げのあり、なしというのはもう判断できないと、このように

思っております。その点につきまして、町がどのように考えられるかお答えいただきたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 産業建設部長 今田君。 

○産業建設部長（今田好泰君） 変更の許容範囲というご質問でございますけども、現計画の変更につきまして

は当然国、中国地方整備局との協議が必要不可欠でございます。岡山県の担当課ともいろいろ協議をしてまいり

ましたが、やはり最終的には国が判断するということになってきます。検討していく中で、変更内容について検

討委員会の中で方向が見えてきた段階で当然事前協議を行って、交付金の対象の可否、いいか悪いかを判断して

いただくことになると考えております。現時点でどこまで許されるのかというご質問では、今のところは不明で

ございます。中国整備局の見解、変更の理由と変更の整備計画を示した上であくまで協議に臨むということにな

ってくると考えております。 

 ですから、面積要件、事業費等の許容範囲については今のところは不明ということでご了解いただければと思

います。 

○議長（安東哲矢君） ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） ただいま答弁いただいたわけでありまして、今の答弁を聞いておりますと、まずは検討

委員会を立ち上げて協議を開始したいということを言われているんだろうと思うんです。それで、変更の範囲と

かというのは今後の国との話し合いだと。今のところははっきりしないが、今後の話し合いだというようなこと

であろうと思うんですけども。 

 もう一点質疑をさせてもらいますけど、この議案に上がっている検討委員会の立ち上げというのは、本来であ

れば国に事業の認可申請をする前に立ち上げるのが筋であると私は考えますけども、既に申請をして認可を得て

いる現段階でこういう形で立ち上げようということを考えている以上は、町としても私は相当の覚悟が要るはず

だと思っております。なぜならば、この３月議会でこの事業の予算は、繰り返しになりますけども、否決されて

いるわけであります。基本計画に示された場所の土地購入費あるいは基本計画に示された総合グラウンドあるい

は多目的運動場などの基本計画の実施設計書を作成しようということが否決されているわけです。野球もできる

野球場つきの総合グラウンドではだめだと強く否定しているわけです。にもかかわらず、３月議会の結果を町

は、どういうことか同様に検討委員会規則の第２条の（１）の協議検討内容に今の基本計画をたたき台として出

そうとしているんではないかと私は考えるんです。町は先ほど相当な覚悟が要ると言いましたけども、３月の議
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会の修正を受けて、この委員会を立ち上げる提案、これをしているということであれば、野球場つきの総合グラ

ウンド、それありきの検討委員会はだめです。基本計画の完全見直しを前提にして、第２条の（１）、（２）、

（３）を検討する、協議する委員会をつくることしか立ち上げは考えられないわけでありまして、このことを町

が約束するんであれば、その後に検討委員会を立ち上げる必要があると私は思いますが、その点についてお聞か

せいただきたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 検討委員会の立ち上げにつきまして、万代議員からのご質疑でございますが、実は３月

２２日の３月定例会でおっしゃるとおり修正をかけていただいております。その３月定例会で万代議員の方から

一般質問の中で、おくればせながらも町民の意見を反映させた施設にする考えはないかというご質問がございま

した。その席で万代議員からのご発言は、それも一般公募でやってほしいというお話がございまして、そのこと

に対して私の答弁が、それはぜひ検討させていただきます、やらせていただきます、ただ一般公募というんでは

なかなか難しい問題がたくさんありますので、ひとつ有識者の皆さん方１０名程度にお集まりをいただいて、よ

り充実した、せっかくやる施設でございますから、ご承知のとおり今まで何回も私は話してきましたが、平常時

には長寿、健康を目指したまちづくりで社会体育の充実がやりたいと。それともう一つは、地の利を生かして、

この東備の地域でこれほど便利のいいところはないわけでございますから、この土地の付加価値を高めるため、

近隣の皆さん方にもぜひこの和気町へ来ていただいてこの施設をご利用いただき、それが２０４０年問題にも解

決できる一つの引き金になってくるだろうと、それが経済効果にも発展してくるだろうと。それと、有事の際に

は、岡山県は今ドームを平成２５年に災害が発生したときの災害備蓄備品の貯蓄場にしていただいております。

そういう関係もあって、社会資本整備事業交付金なら財源が約半分確保できるということの中から、有事の際

に、特に南海地震、東南海地震も今内閣府は７０％から８０％の確率でこの近隣では震度６弱が発生するだろう

というような予測もされておるわけでございますから、ひとつこの町民の安全・安心をぜひ守りたい。そのため

にも、社会資本整備事業交付金、これが１０町歩という縛りがある中で意義のある施設をやらせてほしいという

お願いをして、６月の定例会では――６月２２日でございましたか――２９年６月には８１１万円の事業計画の

予算も議決をいただいて、その全体計画をお示しして、それもご了解をいただいて、それを国の方へ持っていっ

て、そこで国の方にお認めをいただいて、３０年９月の定例会が９月１９日でしたか、そのときには５，２００

万円の交付金、それに伴います歳出が１億５，０００万円、これをご議決をいただいたということは、私の認識

の中では、皆さんに５カ年で全体の事業が２０億円ですよということをお示しした上でご議決をいただいておる

わけでございますから、継続費の議決はいただいとりゃしませんが、５カ年計画で初年度議決をいただいて、そ

れを実は税法上の問題もあったりしますから、地権者の皆さん方の立場も考えにゃいけません。そこで、３１年

度へ繰り越しをしようということで繰越明許を出させていただいて、そのときに私の一般質問の答弁が、口の下

ででたらめなことを言うという表現を控室でしょうられました。私は決してそんなでたらめなことを言うたつも

りはありません。有識者の皆さんにもお集まりをいただいてご検討をいただかんと、諮問委員会は開いても決し

て意義のあるものにならない、成果が得られないということの中からそのお話を申し上げた。それを根拠に、も

う３０年度も落としちまえというような話の中で、控室で協議をしょうられた。しかし、なかなかそのことにつ

いて私は納得ができない。 

 それと、反対の理由の中で、あそこは浸水地域だというお話もございました。浸水地域といいましても、大き

な河川のへりは、防災マップでは必ず赤塗りになっとります。県庁も赤塗りになっとります。 

 それと、２０億円を福祉に回せと、こういう反対の意見もありました。ところが、これは、ご承知のとおり社

会資本整備事業交付金でやらせていただく事業でございますから、これを福祉の方へ回すというような、そうい

う見当の外れたことはできない。 
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 それからもう一つは、野球場は要らないというお話でございました。野球場ということは私は申し上げており

ません。町民の長寿を目指す健康づくり、社会体育の充実を図るために総合グラウンドを整備するんだと。平常

時には広く皆さんにご利用がいただけて町の発展につながる、そういう事業をぜひやらせてほしいというお願い

をしたんです。有事の際には、町民の命を守るために、この近辺にはないようなそういう防災の拠点にしたい

と。段階的にそれが進んでいくと、今度は次は建築廃材、ごみ等についてもまだまだ真備のあたりのごみが半分

も片づいとりゃあしません。あれを見てもわかっていただけますように、あそこへ建築廃材、ごみ等の備蓄がで

きれば、すぐ上にはごみ処理場がある。そこで環境整備もできる。それが済むと、今度は次の段階じゃ仮設住宅

もそこへできるじゃありませんか。そういう広場を確保して、町民の生命、財産を守っていこうと、これが私た

ち行政の役割だという気持ちで実はおるんです。 

 そこで、実は今県と中国５県、中国地建との話し合いをいたしております。５，２００万円の３０年度の予算

がここで修正をされたと。こんなことは余り例がありませんから、まだ返事をいただいてないんです、どうして

ええか。令和元年度の１億２，７００万円、合わせて１億８，０００万円を６月の定例で計上して、議員の皆さ

んにご理解をいただいて、町民の安全・安心を守ってほしいというご指導のもとに、私はここで上げさせていた

だこうと思っておりましたら、万代議員の方から検討委員会を立ち上げなさいというお話がございましたから、

私は議会の意見だろうということで、今回検討委員会の立ち上げをさせていただく。しかも諮問委員会という形

でやらせていただこうと思っておりましたが、諮問委員会じゃだめだと、検討委員会にしなさい、そういうご意

見もいただいて、全面的に私はそういう意見を酌み入れて今回提案をさせていただいて、より充実した、和気町

にとって将来が展望できる、将来が発展的に考えていける施設をぜひ整備をしていきたい。そのあたりでひとつ

ぜひ皆さんにご理解がいただきたい、こう思いながらおるところでございまして、国・県とも、中国地建とも、

県とも話し合いは進めていきますが、ひとつ和気町の議会でぜひご理解を賜りたい。よろしくお願いをいたしま

す。 

○議長（安東哲矢君） ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） ただいま町長からの答弁をいただきました。町長が言われるのは、幅が広い話であった

んで、この事業の必要性について語られたり、３月議会以降のことをいろいろと語られたと、こういうふうに思

うわけですが、私もそこで感じることはいろいろありますけども、きょうはそのことは言っておると長くなるん

でやめますけども、その検討委員会の立ち上げが悪いと言っているんではないんです。ただ、３月の議会と現状

を見たときに、３月の議会で修正が出ているということは、先ほども言いましたけども、土地の購入費と今の基

本計画で実施設計を作成するというのはこれはだめですよと否決しているわけですから、そういうのを踏まえた

上で検討委員会を立ち上げる必要があるわけです。そのことを言っているんであって、検討委員会で現在ある基

本計画をたたき台として、それを検討委員会でまずは検討するんだというのはそれは無理です。それは何でかと

いいますと、何回も言いますが、３月議会で修正があって、賛成多数で野球場つきの総合グラウンドは少なくと

もだめですよということを言っているわけですから、これが基本にあるわけです。それを踏まえた上での検討委

員会というのが今考えられる検討委員会なんです。だから、こういうのを出してくるというのは、それなりの覚

悟が要ったんじゃないんか、相当の覚悟が要るんですよと申し上げてるん。だから、ここで、いや、それは３月

の修正を静粛に受け止めて、それもしっかりと頭に入れた上で基本計画も、事業を検討する上ではこれはもう外

すんだということがない限り、検討委員会の立ち上げは無理なんじゃないんかなと私は考えております。 

 国の交付金がどこまで活用できるんかというのは私は常に頭の中にあったんで、その交付金の活用を何とかで

きる方法はないんかなということと、検討委員会というもの、この立ち上げというのを何とか関連づけていい方

向に行けないかなということを私ずっと３月修正以降思ってまいりました。そういう意味で、きょうはこういう

議案が出てきたわけですから、これについてどのように取り組んでいこうと考えておられるのか、町執行部の考
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えが聞きたかったわけであります。このことについて、もし答弁があればお願いします。なければ結構でござい

ます。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） おっしゃられることは十分理解ができます。したがいまして、この検討委員会は、先ほ

どから申し上げておりますように、全体の大幅な改正というのは、国が絡んでおりますから、国の方でお認めを

いただかないと変更できません。国が交付金１０億円――これは事業計画によって縮小もされると思うんですが

――国のお金をいただく以上は、今現在は万代議員がおっしゃっておられますように、野球場をつけた総合グラ

ウンドということになっておりますが、これの変更は国の方へ私は、野球場じゃない、総合グラウンドで多目的

に使うんだということで、皆さん方のご意見をいただきながら変更に持っていきたいという話も実は今しょうり

ます。ですから、そういう意見をいただいて、それから防災の部分については、今何が一番必要なのかという

と、災害が発生すると水と油とそれと情報手段でございました。このあたりも充実させたもので考えていきた

い。そのあたりのご意向をいただくことによって、今岡山県内の他の自治体も防災公園事業をぜひやりたいとい

うので近隣もだんだんと要望しておられますが、私はその前に、うちのこの今の３０年、令和元年１億８，００

０万円になりますが、これを管内へ流用というようなことはもう何と考えても私もつらい話でございまして、何

とか和気町の資産、和気町の付加価値を高めていくためにもこの事業をやらせていただきたい。そのためには、

皆さん方のご意向も力いっぱい反映をさせていこうという気持ちで、万代議員からご提案がありましたこの検討

委員会を本日ご提案を申し上げておるわけでございまして、予算の方につきましては今回そのまま全然上げさせ

ていただいてはおりません。ひとつそのあたりをご理解賜りたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） ほかに質疑はございませんか。 

 １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 私は、万代議員とは一味違ったあれでやらせていただきたいと思います。 

 今、これ深入りするとあれなんでいけませんが、福祉のことを言われたんですが、それは私が言ったことです

が、今回、和気広報の６月号を見てみますと、財政計画の見直しが出ております。これを見ますと、私の読みが

間違うとったら言うてほしいですけど、地方債が２億１，４６８万円、一般財源が８億５，９６９万円というこ

とで、非常に借金の方を減らして一般財源を８億円何ぼ使うと、５年間で。こういうことをやると、町の財源の

資源がそれに使われるわけなんですよ、この大きなプロジェクトに。そうすると、結果としては福祉が削られる

ということになる。そういうことを町民の方は不安に思っとられるわけなんですよ。だから、そういうふうに私

は言った。細かいことなんで、そりゃあいいですが。 

 本論に入ります。 

 要するに、先ほど今同僚議員が言われたように、３月議会で修正議決をしたということで、６億円幾らでした

か、そういうふうなものを削ると、それから繰越明許もやめると、両方あったわけでございますが、申しわけな

いですが、私一緒に１２年間町長とは同期生で議員もやってまいりました。本当に申しわけないんですけど、執

行権と議決権というのがあるわけでございます、二元代表制で。私もこれ読み直しましたら、予算を執行すると

いうか、過程でそういう議決がされなければ執行できないわけなんです。ですから、この間の修正議決というの

は、それだけの重みがあるというふうに捉えていただかないといけない。修正には、ここを見てみますと、減額

修正はもちろん、増額修正もできる。増額修正の場合は町村長の提案権を侵すことになる。そういうふうな修正

はできないというふうなことも書いてありますけども。いくらいい案を持っとっても、町長が、議会で議決され

なければ執行できない、そういうことだと思うんです。 

 しかしながら、今回このようにまた、学校統合のときにもこういうふうなことで議会で議決してから説明会を

されたというふうなこともあったと思います。それと本当によく似て、同僚議員が提案されたからと今言われま
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したけれども、検討委員会なるものを立ち上げると。これはやはり民主主義の憲政の常道に私は反するというふ

うに思います。ですから、本当にそれでまだまだ突っ走るというのであれば、私たちは町民の皆さんと相談して

それなりの措置をやっていきたいと私自身は思っております。 

 ですから、ぜひその辺の考え方、議決権というか、この修正案が通ったことをどのように受け止めるかという

ことを教えていただきたいと思います。私自身はこの検討委員会の設置についてはもちろん反対で、これはやる

べきじゃないというふうに思っております。それでもなおかつやるんであればやる。その辺の本当の町長の趣旨

をここでもう一度吐露していただければというふうに思います。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 先ほどからも申し上げておりますように、３月の定例会で修正議決をいただいておると

いうことは重々承知をいたしております。ただ、３月の定例会の一般質問の中で、議員の方から、おくればせな

がらもやっぱり町民の意見を聞くべきじゃないかというお話もございました。基本的にはそれを基に、本日この

検討委員会の立ち上げをお願いをいたしておるところでございまして、それからこの事業そのものにつきまして

は、和気町だけで否決をされたからほんなら和気町だけでということじゃなしに、中国管区――中国５県でござ

いますが――中国５県と岡山県を含めて、私ども和気町だけで今後判断できないというような状況がありますか

ら、そのあたりのことも協議をしながら、皆さん方が和気町の将来を考えて、財政状況もお示ししとんですか

ら、財政的にもこの事業をやることによって和気町の財政を圧迫するということにはならないというお話も申し

上げておりますし、和気広報にもこの財政の問題について出させていただいとんです。そのあたり、全体的なこ

とをもう一度皆さんに真摯にお考えをいただいて、和気町の将来を考えていきたい。そう思いながらこの検討委

員会を立ち上げていただいて、皆さんのご意見を聞きながら、議会の皆さん方のご理解をいただきたいなと、こ

ういうことで本日提案をさせていただいております。 

○議長（安東哲矢君） １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） やはり平行線なわけでございまして、余り議論をしてもあれなんだと思うんですが。 

 ですから、要するにもう執行権の範囲でとりあえず何が何でも検討委員会をしてやるというふうにおっしゃる

わけですよね。 

 修正が通った後、２３日の某新聞には、国土交通省の河川事務所、ここに落ち度があって、益原の地域、あと

瀬戸町のどこか、３カ所は指定していなかったと。で、２２日にもう一遍指定したと。いわばそんたく政治がこ

こまで来ているのかと私はあきれましたけど、外しているときに議決をしてほしかったということだろうと私は

思うんですが。 

 それから、これは西村官房副長官の政治家案件じゃないかなというふうに思います。それは答えていただかな

くても結構ですが、とにかくそういう事務的には非常に瑕疵があるというふうに私は思います。そういう点を、

本当に瑕疵も何もないというふうにおっしゃるんでしたらそこだけお願いして、もうそれ以上言いません。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 大変失礼なんですが、議員のおっしゃっておられる意味が十分理解ができませんので、

もう一度できればご指示いただけたらと思います。 

○議長（安東哲矢君） １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 要するに、町民の意思を捉えて、やはりこれは本当は一歩下がってもらうべきだと思

うんですが、それにもかかわらずそういうふうな国土交通省も含めてそういうものは御免こうむりたいと。苫田

ダムと同じですよね、いったん決めたら社会資本整備交付金、これを使えというふうに国土交通省が言っている

わけでしょう。じゃないかなと思うんです。だから、その辺が、やはり今の政治が疲弊しているというか、劣化

していると私は思います。 



- 17 - 

 とにかくもうちょっと執行権者というのは柔軟に町民の意思を捉えて、フレキシブルに変えていけるならば、

この草加政権は非常に安泰じゃないかなと思いますけれども、こういうことをすると今後いろいろと問題が起こ

るやに私は思います。答弁は別に結構です。したければしてください。 

○議長（安東哲矢君） ほかに質疑はございませんか。 

 ４番 若旅君。 

○４番（若旅啓太君） ちょっとよくわかんない話に今なっているんですけれども、この議案第５４号に関する

質疑で、話し合うべきことというのはもう単純明確で、委員会を立ち上げたらゼロベースで全て見直すんですか

ということを先ほどから万代議員はおっしゃっておられるのであって、そのことをまず明確にご答弁いただきた

いと思います。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 先ほどから申し上げておりますように、これは事業計画書を出して５カ年計画で事業を

お認めいただいてスタートいたしておりますので、大幅な改正というのはなかなかお認めがいただけないのじゃ

ないかと。ところが、野球場じゃなしに、私は総合グラウンドで変更させていただこうと、こういう気持ちで今

おるんです、皆さん方の意向を踏まえて。ですから、それは何とか認めていただこうと思っておりますが、ゼロ

ベースからというのは、それはもうちょっと無理ですということはずっと申し上げているとおりでございます。 

○議長（安東哲矢君） ほかに質疑はございませんか。 

 ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） 先ほど同僚議員の方が詳しく説明しまして、私も今の執行部の答弁である程度、重複し

たところは避けますが、これいずれにしても特別委員会での審議ですので、防災公園の特別委員会でありますの

で細かいところは避けますけども、まず条例改正ということのときに、僕も余りこういう経験がないもんで、議

員必携を見ました。すると、条例改正のときの判断基準、これ皆さんはどう思われてるか知らんけども、まず一

つこの着眼点というのは、何の目的でやるかということ。目的はしかしこれで平たく書いておられるからわかる

けども、ただこれは目的のタイミング、同僚議員も言われましたが、今のタイミングかという部分と、それから

住民が賛成する内容であるかというこの２点、この２つを話してみたいと思いますけども。 

 まず１つには、繰り返しますけど、住民の賛成する内容かというのは、３月議会で同僚議員も言いましたけど

も、これが言うてみれば自明といいますか、明らかな問題だと私は考えております。いい、悪いは、一応議会と

いうこういうところで、僅差とはいいながら、ここはやっぱり町長の言われるように重く受け止めたということ

であれば、やはりゼロベースは難しいかもわからんけども、私もちょっと前にも質問したけども、この検討委員

会が今のベースを多少微調整ぐらいで諮問なり答申という形を想定しとんであれば、それはわかる。それはちょ

っと問題あるというのは、多分、皆さん方の意見は聞いておりませんけども、最終判断ですけども、そこがちょ

っとあると思います。 

 だから、本当にこれ１年半ぐらいずっとかけてやっておりますんで、いいような形のゼロベースで、ただゼロ

ベースということと、やっぱり町の方はもともと、繰り返しの議論になってあれですけども、要は社会資本交付

金の５０％という補助金がおいしかったから、結果飛びついたとは言いませんが、いろいろと相談したらそれが

おいしいということだけども、そもそも私は益原が悪いとかそういうことは思っておりません。そもそもこの計

画の発端が、防災公園というのは学校の統廃合の中でも、こっから先も防災公園はありませんでした。たまたま

跡地の委員会の答申の中でグラウンドの検討もされたらどうかなというのが、皆さんもうちょっときちっと覚え

とかな、私３月議会で言いました。そのことをもう忘れて物を言うたらいかんので、余りとぼけたことを言うち

ゃいけんので、確信はそういうことだと思います。 

 そういうところが本音としてあるんだけども、役所としては当然それはそういうことで、少しでも物事をやる
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ときには有利な財源をと、これは当然のことです。ただ、この事業そのものが町民にとってどうしても必要かど

うかということを、私３月議会の修正動議は、私が代表でやるということでやりましたけども、それと今一緒の

ことを言っております。これが結局そういうことを受けて、町民の皆さんの大半の意見を受けて、この３月にあ

あいう形で、あえて和気町の議会で前例がなかったかもわかりません。しかし、あえてそれを言うことは、私ら

も、先ほど町長も言われましたけど、町の方も、執行部も、和気町の将来に向けて責任を持てと。私らも一応、

これは見解のあれですから、私らも無責任に反対しとるとか賛成とかということじゃありませんので、そこのと

ころはお互いに中身的には和気町のことを思いながら、賛成の中身もそうじゃし、反対もそうだと思います。そ

このところは、やっぱり我々修正を出して一応項目的には削除した人が和気町のことを恐らく何にも考えてない

ということでは、そのことには私自身がそういうことで細かい部分で反対とかということはありませんので。た

だ、賛成の中の６人――結局票がわかりますけども――やっぱりいろんな角度、今の質問をしょうってもいろん

な立場で考えてますけども、私は自分としては今言うたようなことを中心に考えております。もうそれが一番大

きなそのもとの条例をつくること自体のそこの目的はわかるけども、その目的というのが今このタイミングでと

いうのは、やっぱり仕事、物事をやるときには手順とタイミングと言うけども、同僚議員も言いましたが、今年

の３月、去年の９月でしたら、これがもう１年半とか２年前にこういうものがあってということであれば、また

全然状況が違います。ただ、もう３月議会で否決になったという状況の中で、あえて万代議員――と言わせても

らいますけども――から提起があったということですけど、これは私ども、３月にも聞きましたけど、これ議会

の総意でつくれということでもないと思います。ただ、町の執行部の方でそういうことで配慮していただいたと

いうように私は好意に解釈しております。だがしかし、それは議会の総意でこれをつくろうということではなか

ったと、３月議会の私の記憶では万代議員がそういうふうに言われたことは覚えてます。だから、議会の総意じ

ゃございません。 

 そういう辺が、きょうの段階はもうここで、後で特別委員会がありますからそこでまたちょっと細かい部分は

言いますけど、その辺のことをまとめて言いましたけども、そのポイントのところを。やっぱり３月の議会のそ

ういう状況の現状認識、それから今この段階で、この時期に、このタイミングであえて検討委員会をこしらえる

というのは、それを町民の声として受け取るということであるんだけども、これは３月に町民の民意というのは

反映されとるというふうに私は思っとんです。その辺の見解を。ポイントはそこだけでよろしい。細かいことは

また別途特別委員会がありますから、そこでお答えいただければいいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 先ほどからも申し上げておりますように、議会の方のご意向は修正をしていただいたと

いうことについては重々もう認識をいたしておりますし、そのことについても謙虚に受け止めておるわけでござ

いまして、ですから今回も３月の定例議会でおくればせながらも町民の意見を聞くべきじゃないかという一般質

問をいただきましたので、それも受けて今回提案をさせていただいたと。 

 それともう一つは、中国５県、それに岡山県、和気町を含めて協議をさせていただいておりますから、今、協

議をする中で３０年度の５，２００万円を修正をかけていただいたことについて、なかなか余り例がないそうで

す。それで、５カ年計画でやっとる事業で、ひとつぜひそれは令和元年度で一括で１億８，０００万円を受けて

いただきゃ結構ですから、議会の皆さん方も十分協議をして、和気町のために進めていかれりゃええんじゃない

ですかというような話もあるわけでございまして、それをひとつぜひ、私は和気町の町民の安全・安心のまちづ

くり、和気町の付加価値を高めて、他の市町村と比較しても和気町は付加価値のある町で住みよい町だなと、安

心して住める町だということにするためにも、今この時期に社会資本整備事業交付金が裁定されているんですか

ら、これを使わない手はないなということは今でも思うておりますが、ところが議会で否決されとんですからこ

れはもう手も足も出んわけでございまして、ただそうは言いながらも、検討委員会を立ち上げていただいて、皆
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さんがそれなりにもう一度検討をしていただいて、ご理解がいただけて、提案をさせていただくという道が開け

とりますから、提案をさせていただければ和気町の発展につながると、そういう思いで今おるわけでございまし

て、民意というのは否決をされたことについて何も考えてないんかと言われるんなら、それは考えてないことは

ありません。十分認識をいたしておりますし、謙虚に受け止めております。 

○議長（安東哲矢君） ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） もうこれ以上は長々と言いません。特別委員会の方でまた小さいことを言うかもわかり

ませんけども、その場でよろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） ほかに質疑ございませんか。 

 ２番 太田君。 

○２番（太田啓補君） 私も、具体的な質疑については特別委員会の中でというふうに思いますが、先ほど町長

の答弁の中で何点か気になったことがございますので、少し申し述べさせていただきたいというふうに思うんで

すけれども。 

 ３月の議会のときに同僚議員の万代議員の方から、検討委員会という意見が出たわけで、そのとき私の記憶に

よると、もう公募でやるということは考えてない、私の裁量権の中でやらせてほしいというふうに町長が言われ

て、そういう答弁を受けて否決をするという形になったんではないかなというふうに私は思っています。ですか

ら、３月の時点で検討委員会を設けるということになっていたらまた事態は違ったんではないかというのは、私

のこれ感想ですけれども、そういうふうに思っているわけであります。 

 それが１点と、またでたらめのことを町長、自分が言っているとか、もうこれだったら否決をしようというよ

うなことを控室の中で話をしていたというようなことを言われたんですが、それは何を根拠にそういうことを言

われているのかと。そういう不穏当な発言というのは控えていただきたいというふうに私は率直に思っているわ

けであります。これが２点目です。 

 あと３点目が、野球場ではなく総合グラウンドへというふうに町長は言われて、そういうことで国に申請する

ということですけど、野球場と総合グラウンド、その概念ですが、どういうふうに違うのかというのが私は理解

しがたいわけであって、今野球場があって、多目的のグラウンドがあって、それを含めていろんな形での総合グ

ラウンドというようなことじゃないかなというふうに思いますが、そこがどのように変わるのかということをお

示しいただけたらありがたいなと思います。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） まず１点目の裁量権でやるんだというんじゃございませんで、それは誤解のないように

していただきたいと思いますが、諮問委員会を立ち上げるということについては、それは執行権の中で検討させ

ていただいて決めていくというのは、これはもう常識の範囲でございますから、これはひとつ誤解のないように

していただきたいなと思います。 

 それから、控室の方で、私の一般質問の答弁が今の私の裁量権でやると言うたんじゃございませんで、一般公

募して、ネガティブなクレーマー的な皆さん方にお集まりをいただいて、それで検討して、結果的にそういう経

験もありますから、ですからそれはそれなりに有識者の方にお集まりをお願いをせにゃいけませんという言い方

をしたんであって、例えばコーヒーの味がアメリカンコーヒーであるとか、これはブレンドじゃとか、そういう

ことのある程度の認識のある方にお集まりをいただかにゃいけませんから、そういう意味でそういう人にご委嘱

を申し上げたいというふうに申し上げたんです。ですから、それはひとつぜひ誤解のないようにしてほしいなと

思います。 

 それから、休憩になって、私がそっちへ出ようりましたら、もう３０年度も落としゃええというて西中議員、

それから５人ほど議員がおられた、そこでかなり大きな声でやりょうられた。ところが、３０年度も落としちま
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え、今言うたことは口の下で違うじゃねえか、というような話をしょうられたんで、そら万代議員にも再確認を

したんですが、そりゃそうじゃないんじゃと、そういう意味で言うたんじゃねえんで、それをそういうことでそ

ういう受け止め方をして、３０年度まで落としてしまわれるということについては、もう非常につらいものがあ

るというお話を万代議員にも私はさせていただいたんです。ですから、そこら辺はそういう意味で申し上げたん

で、ひとつご理解を賜りたいと。 

 それから、総合グラウンドという言い方を私はしょうりますが、石生の今ベースボールパークにしております

環太平洋大学が使っております野球場、これはもう多目的じゃない、もう野球専門のグラウンドじゃというふう

に私は思うとんです、壁面もボールが逃げんようにコンクリートの壁をしてと。これはもう全くのベースボール

パークだなと思っております。 

 そうじゃなしに、昔あそこの総合グラウンドは野球もできるし陸上もできるし、サッカーもできるしというよ

うな多目的で使っておったんです。ですから、私もこちらはそういう多目的に使えて、できれば４００メートル

のトラックがとれるような、陸上もできサッカーもできるそういうグラウンドにできたらなと。それから、サブ

グラウンドについては、今サッカーが２面とれるようなことに予定をしております。ソフトボールもできるよう

な、そういう計画にしておりますが、私が総合グラウンドと言いますのは、今申し上げておりますように、多目

的に利用ができるという意味で申し上げておるわけでございます。今は、マウンドがあって、ほんで外野は芝を

張っとったかな、そういうのはもうやめて総合グラウンドでという考えで、ちょっとそこら辺は上手に説明でき

ませんが、そういう考え方でお話ししょうる。そういう考え方で変更させてほしいなと。それなら変更を認めて

もらわにゃいけんと。 

 それから、いろんな意味で微調整をする意味で、委員の意見を取り入れていかせていただいて、それから今２

０億円の事業ですが、最終的に５カ年ですから、５カ年の経緯の中では物価の変動もあったり、それから諸般の

事情もあるでしょうから、やることについても削除することができてくるかもわかりませんし、プラスすること

ができてくるかもわかりませんが、総事業費は今の２０億円から下がるように下がるように計画をしていくべき

だなと、そんなことも検討委員会でご検討いただきゃ結構ですということをお願いしょうります。 

○議長（安東哲矢君） ２番 太田君。 

○２番（太田啓補君） ３点目の質問のとこだけ再質問で確認をさせていただきたいんですが。 

 ということは、黒土を入れて芝生を張った、ベンチをつくって観客席を幾らか設けたああいう野球場はやめ

て、４００メートルトラックをつけられるような簡単に言うと陸上競技場的なもの、そこでサッカーもできる、

ラグビーもできる、そしてサブグラウンドはソフトボールが２面とれるぐらいの、今予定をしているものに変更

を考えているということと理解していいんでしょうか。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 私は、この人工芝を張ったり、それから黒い土を入れたりするようなもんじゃなしに、

前にあった和気町の総合グラウンド、石生の、あの程度の総合グラウンドにということでどうでしょうか。ベン

チについては、今出しとるもんが認められりゃあもう落としてしまいてえなと思いよんですが、ただこれからの

話です、それは。 

○議長（安東哲矢君） ２番 太田君。 

○２番（太田啓補君） いまいち頭に浮かんではきませんが、今の計画をしている野球場とは変更を考えるとい

うことで理解していいですね。 

○議長（安東哲矢君） ほかに質疑ございませんか。 

 ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 反対派の議員の方からの質問が多いので、賛成側からの質問がなかなか出ないと思いま
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すが、１つ町長の方に確認をさせていただきます。 

 ここでの議論が、町民が反対だというトーンが強い。執行部はそれに対抗しているというような構図に聞こえ

るので、若干そこに補足をさせていただきたい。 

 もし検討委員会を立ち上げた後に、万代さんが再三使われてますけども、基本概念がありきじゃなくて、なし

でいったらというお話なんだけれども、もし立ち上げた後でいろんな町民の意見を入れた中でどんどんどんどん

基本路線が変わってきたときに、どうされていくのか。それをお聞きしたいのが私の根本的なところです。 

 私の気持ちとしては、運動公園、総合公園というのはどうしてもやりたい事業であるというのがあって、それ

ならばただ問題なのは、１０億円が入らないだけでしょうと私は言ってしまう。でも、その１０億円は大きいん

だということで、万代議員は１０億円の交付金を取るために検討委員会を立ち上げてという発想だけども、町民

が望むなら１０億円だってというのが私はあるけれども、ここはまた議論は別です。ただ、委員会がどんどんど

んどん基本路線を外れていった場合に町長はどう考えていかれるのかと。 

 私は、ちょっと言っておきますと、今回の３月議会で否決された、町民はそうだと。しかし、それは議長は当

然賛成の方からということもあるので、それは当然技術的なことですが、この議会の前は我々が賛成で通した。

その前は、反対の請願書を出した。こううねっている、左右に賛成、反対が来ているのを町民が全て反対のよう

に言っているお話はあり得ない。要は、この議論は町を二分する大問題で、双方に相当の意見があるんだという

のが前提にある。その中で、こういう委員会を立ち上げてやろうというのは民主主義の原則だろうと思うし、そ

こでとことん話し合うことは必ず必要だと。この委員会すら要らんというのはどうかなと私は思います。ただ

し、今申し上げたように、万代議員がもともと考えられているように、基本計画なしでのというのはちょっとど

うなのかわかりませんが、それでももしこれからの検討委員会でどんどんどんどん話が変わっていくならば、私

自身としてはそれもありかなということがあるので、町長にそこのところを。本当に外れて一番ひどいのは、多

分１０億円はもらえないよ、もうその交付金はないよといったときにどうなのかなと思うんですけど、私はそれ

でも町民がやりたいという事業であれば、別の方法を考えたり、ほかの事業を組み合わせたりして、また別のや

り方としてでもやるべきだと、そこまでやりたいと思っているんです。 

 最後に、町民は、選挙をする投票に来た方だけが町民じゃありません。私は、小学生から高校生までの児童を

預かってます。こんな話をしてちょっと同情を買うような話で申しわけありませんが、先生は議員じゃろうと、

うちのお父ちゃん、お母ちゃんは選挙に行かんけど、僕先生を見とるからというて、先生議員じゃったらサッカ

ー場つくってくれるよな、こう言われました。こういう若い子も和気町の将来を担う町民です。よろしくお願い

いたします。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 検討委員会の検討内容につきましては、先ほどから万代議員のご質問の中でもお答えを

いたしておりますが、大幅にもう白紙の状態で検討すると。これはもう絶対今の事業でやろうとする場合は無理

でございますから、そうでなしに、より充実したものにする。有事の場合には防災公園としてこの近辺にないよ

うな機能を持たせようと。それから、平常時には町民の長寿を目指したまちづくり、社会体育の充実を図ってい

きたい。それとあわせて、この地の利を生かしてこのグラウンドを周辺の皆さんに使っていただく、たくさんの

交流人口が増えていく、そのことが経済効果に発展していく、それが２０４０年問題の解決にもつながってく

る。２０４０年問題、もう８，０００人を切るだろうと言われておりますが、それを指をくわえてじっと待ちょ

うるわけにいかないと。そのために私もこうして汗をかかせていただくということをご理解いただきたいと。 

 それから、グラウンドについては、今、ベンチ等についてはこれは国土交通省が広島地建が認めていただかに

ゃあ、取り外してしもうてということを私は内部では言よんですけど、これは国が認めてくれなんだら、事業費

が落ちてしもうたら、これはもうやれりゃあしませんから、一般財源やこうでやれるような事業じゃありません
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から、落ちてしもうたらいけませんから、今の補助率で対応ができると。しかも、多目的に使えるというので、

有事の際には防災公園としてより充実したものにする。平常時にはグラウンドとして、この近辺にはないよう

な、皆さんに集まって使っていただける、こういうものにしていきたいと。そのために検討委員会を立ち上げ

て、皆さんのご意見を聞かせていただいて、できるだけそれを吸収しながら反映をさせていきたい。それも和気

町だけの考えじゃできませんと。検討委員会で出た意見は、中国地建に持って出ますよ、県へ持って出ますよと

いうお話をさせていただいておりますので、大幅な改正というのはちょっともう無理でございますから、そのあ

たりはご理解をいただきたいと思います。ぜひひとつよろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） ほかに質疑はございませんか。 

 １番 尾崎君。 

○１番（尾崎智美君） 私は、２月の選挙戦のときに、有権者の方から防災公園のあんたの立ち位置はどうなん

だということを言われました。正直もうそのときは、私の不勉強でわかっておりませんでしたので、これから勉

強していきますというふうに答えておりました。実際そういう面もありますし、選挙戦の手段としてそちらの方

がいいでしょうという意見もあったことはもう間違いないんですが、実際本当のところでそういう感じでした。

回っていく中で、反対派の方が多いなという印象は受けました。実際、私の親も反対でありました。その後、ま

た当選しましてから説明に行ったりいろいろしましたが、私は勉強してからもう推進すべきだというふうに思っ

たわけですが、そのとき説明するときに、私は推進に納得してもらうように説得するようには説明してないで

す。自分がどういうふうな経過を経て推進すべきだというふうに思ったかというのを、メリットもデメリットも

両方出して、推進するにはこういうメリットがあります、こういうデメリットもあります、反対するにはこうい

うメリットもあります、こういうデメリットもありますというふうにフェアに言って、自分はこれこれ総合的に

考えて推進すべきだというふうに今判断しておりますというふうに言いましたら、割と多くの方が理解してくだ

さいました。意見を変えない方も、ああ、そういうことでそうしたんだなということは理解してくださいまし

た。何でもそうなんですけども、１００、０ということは余りないんです。１００、０だったらみんなが賛成す

るわけですから、大体拮抗するというときは、多少メリットが高いとか多少メリットが少ないというふうなこと

で決定されるわけでありまして、その中で町民の方から言われたのが、私はもう反対派の意見のデメリットの方

ばっかりしか聞いてなかったなというふうな、そういう意見がありました。確かに、今そういう中で広報「わ

け」の方で、かなり私の肌感覚ですが、反対派の意見がちょっと弱まってきているような印象を私は受けており

ます。ということで、特に質問というわけではありませんが、述べさせていただきました。 

               （４番 若旅啓太君「議長、条例案に対する質疑になっていないと思います。

一連の中で、最初から」の声あり） 

○議長（安東哲矢君） ほかに質疑ございませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、次に議案第５５号和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例についての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、議案第５４号及び議案第５５号の２件の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第５４号及び議案第５５号の２件を防災都市公園整備事業特別委員会に付託したいと思いますが、ご異議

ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 
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 したがって議案第５４号及び議案第５５号の２件は、防災都市公園整備事業特別委員会に付託することに決定

しました。 

 次に、議案第５６号及び議案第５７号の２件の質疑を行います。 

 まず、議案第５６号和気町国民健康保険診療施設条例の一部を改正する条例についての質疑はありませんか。 

 １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） これは日笠診療所でもう外来死後処置、これがないのでこれをやめるということと消

費税の関連ですかね。それだけもう一遍お願いします。もう件数的には本当に全くゼロなんですかね、今。それ

をちょっとお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 民生福祉部長 岡本君。 

○民生福祉部長（岡本芳克君） 外来死後処置につきましては、件数的にはもう日笠診療所、塩田診療所におい

てもゼロでございます。 

 それから、料金については、原価を設定いたしまして、それに消費税相当分を加えるという形で、ここで改正

をさせていただきたいと思います。 

               （１０番 西中純一君「わかりました」の声あり） 

○議長（安東哲矢君） ほかに質疑はございませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、次に議案第５７号和気町営公共土木、農林土木事業等分担金徴収条例

の特例に関する条例の一部を改正する条例についての質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、議案第５６号及び議案第５７号の２件の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第５６号及び議案第５７号の２件を厚生産業常任委員会に付託したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第５６号及び議案第５７号の２件は、厚生産業常任委員会に付託することに決定しました。 

（日程第８） 

○議長（安東哲矢君） 日程第８、議案第５８号から議案第６１号までの４件を一括議題とし、提出者の説明を

求めます。 

 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） それでは続きまして、議案第５８号から議案第６１号までの４議案につきまして提案理

由をご説明を申し上げます。 

 初めに、議案第５８号の令和元年度和気町一般会計補正予算（第１号）についてでありますが、この補正は既

定の予算に２億３，５２０万円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ７８億１，８４４万３，０００円とする

ものでございます。主な内容は、歳出においてスクールバス等の駐車場整備に係る事業費、プレミアム付商品券

事業費、ため池改修事業費の追加等を行い、歳入においては各事業に対する財源として国県補助金、地方債等の

追加をするものでございます。ドローン活用推進事業の委託料９６５万円についてでございますが、これは昨年

１２月に実施をいたしましたドローン物流実証実験を更に進化、発展させる事業でございます。当事業につきま

しては、３月議会に関連予算を当初予算として提案をさせていただき、うち委託料９６５万円と歳入の国庫補助

金４８２万５，０００円が減額修正となりました経緯がございますので、再度計上させていただきました理由を
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申し上げます。減額修正の議決後の３月２９日に内閣府から当事業が地方創生推進交付金事業に採択されたとの

連絡がございまして、当事業は日本の中山間地域に共通する人口減少による地域課題について、少ない人口でも

地域の生活の支えをすることのできる技術インフラを世界に先駆けて構築しようとする、社会的にも意義の高い

取り組みと考えております。国がルールを決め、仕組みができ上がってから導入を待つというスタンスでは、社

会インフラの維持が手おくれになる可能性があります。このたび、もうご承知だろうと思いますが、全国の自治

体へ国は総務省からこのドローンを少子・高齢化社会の中で人口減少に伴う事業として行政が取り入れていきな

さい、取り入れるに当たりましてはこれから３年間国が特別交付金で半分を見ましょうという通達を総務次官通

達で全国に通達をされております。そういう状況の中から、和気町ではその先鞭、先を行くという意味で、内閣

府から貴重な機会をいただいておるわけでございまして、ぜひこの取り組みを積極的に進め、ドローンの先進地

という地位を得ることができれば、第１次産業から第３次産業までの全ての産業に貢献し、若年層から高齢者層

の幅広い層が従事可能な多種の雇用が創出されるものと考えておるところでございます。内閣府からは、６月定

例会で再度審議され、ご理解をいただくよう指導いただいているところであります。更に、大手通信企業等との

連携により、高度な内容の事業実施が可能となる目途がついたため、再度検証実験の予算を計上いたしておるも

のでございまして、ご理解を賜りたいと思います。 

 次に、議案第５９号の令和元年度和気町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号）についてであります

が、この補正は日笠診療所勘定において既定の予算に８１万４，０００円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞ

れ２，４３１万４，０００円とするものであります。内容といたしましては、歳入は一般会計からの繰入金、歳

出では修繕と医師派遣に係る負担金を追加するものでございます。 

 次に、議案第６０号の令和元年度和気町介護保険特別会計補正予算（第１号）についてでありますが、この補

正は保険事業勘定において既定の予算に３１万４，０００円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ１８億１，

４１７万４，０００円とするものであります。内容といたしましては、歳入では国庫補助金を追加し、一般会計

繰入金を減額するもので、歳出では電算システム改修委託料の追加と、生活支援体制整備事業の運営体制の変更

に伴う支出科目の組み替えを行うものであります。 

 次に、議案第６１号の令和元年度和気町地域開発事業特別会計補正予算（第１号）についてでありますが、こ

の補正は既定の予算に９６０万円を追加いたしまして、予算総額を歳入歳出それぞれ１，００６万８，０００円

とするものであります。内容としましては、歳出において矢田工業団地造成事業の排水計画変更に伴う測量設計

委託料を追加するもので、歳入ではその財源として地方債を追加するものでございます。 

 以上、ご説明を申し上げましたが、詳細につきましては、担当部・課長に説明いたさせますので、ご審議、ご

議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（安東哲矢君） 次に、議案第５８号から議案第６１号までの４件、順次細部説明を求めます。 

 財政課長 永宗君。 

○財政課長（永宗宣之君） 議案第５８号説明した。 

○議長（安東哲矢君） ここで午後１時まで暫時休憩といたします。 

               午後０時０２分 休憩 

               午後１時００分 再開 

○議長（安東哲矢君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 民生福祉部長 岡本君。 

○民生福祉部長（岡本芳克君） 議案第５９号説明した。 

○議長（安東哲矢君） 介護保険課長 桑野君。 

○介護保険課長（桑野昌紀君） 議案第６０号説明した。 
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○議長（安東哲矢君） 総務事業部長 野山君。 

○総務事業部長（野山晶義君） 議案第６１号説明した。 

○議長（安東哲矢君） これから議案第５８号令和元年度和気町一般会計補正予算（第１号）についての質疑を

行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 歳出から見ますと、４２ページの庁舎修繕工事費１９９万８，０００円、これが電話

交換機の修理ですかね。というのが、私ダイヤルインの電話ですると今ごろ交換手の方が大体出てくるんです

よ。その点でダイヤルインのシステムがめげたんかなというふうに思うんですけど、これ何年ぐらい使っていた

のか教えてもらえますか。 

 施設工事費は、バスなんかの新しく駐車場にする分の工事費ですね。これは、一応工期がいつごろになるの

か、完成年度はいつごろか、多分早急にされるんだろうと思うんですけれど、それだけちょっと教えてもらえた

らと思います。 

 それから、ドローンの物流検証実験委託料７６５万円、それからシステム構築委託料が２００万円ということ

なんですが、これは３月議会で修正、削除された分で、なかなかこれは納得できないものでございますが、それ

ばっかし言ってもしょうがないので聞かせていただきたいと思いますが。以前、私、地方自治法違反じゃないか

と。その当時は、町長は議長で、その会社の取締役をまだ息子さんが務められていたということでそのように申

し上げたんですが、その後会社の謄本をとってみますと、違う方が代表取締役にたしかなられてましたけれど、

一般的には町民の中では公私混同だというふうに言われているんで、その辺どういうふうに抗弁をなさるのかも

教えていただきたいと思います。もともと、新人議員もおられるので申しますと、ミライトという違う会社が来

る予定だったんですよね。ところが、そのミライトという会社が来れなくなったということで、レイヤーズ・コ

ンサルティングにお勤めの息子さん――誰かが言われたんでしょうね――に子会社を２，０００万円でつくって

もらって、それがＦＤＤＩ社だったというふうに私の記憶では思っております。確かに、私もドローンそのもの

は否定するものではございません。ただ、あの当時専決処分だったと思うんですけど、５５０万円ほどで和気ド

ームをリフォームして事務所にすると。それも、オフィスオートメーションですか、ＯＡというんですか、すぐ

にパソコンだとかも全部ぱっと使えるようないいやつにして至れり尽くせりをすると。それから、使用料も、営

利会社が使う料金ではなくて、町民が使う料金で格安で使っていただくと、そういうふうなことでやってきたわ

けでございますが、そういうことでまだこれをやっていくということは、これは随意契約じゃないかなと思うん

ですけれど、その辺の理由づけというか、どうしてここを使うのか。会社はどこか知りませんよ。でも、ＦＤＤ

Ｉだと思うんですけれど、その辺の理由づけというか、説明ができるんでしょうか。随意契約する場合は、それ

なりの理由をつけてもらわないと納得できないというふうに私は思います。その辺の説明をぜひお願いをできた

らなというふうに思います。 

 それから、災害関連で若干質問させてください。 

 ４６ページの過年度発生災害復旧費で６７０万円、これは父井原、いわゆる小原の山腹崩壊と言ったんです

か、それの関係だと思うんですけど、先日言われた、これは予防的なものも含めての予算ですか。その辺詳しく

お願いしたいなというふうに思うんですけど。 

 それから、同じページの施設工事費の１１基分と言われましたが、３３０万円で、体育館管理費が出ておりま

すね。ほかの場所で、例えばサエスタの外のトイレとかこの辺も和式があって、これぜひ替えてほしい、洋式に

してほしいという声も私聞いてるんで、その辺のほかの教育施設、とりわけ社会教育施設、中央公民館もありま

すけれど、その辺のトイレはどうなっているのか。学校は別として、社会教育関係のあれでどういうふうなあれ
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になっているのか、もしあれば参考に教えていただければと思います。 

 それから、４４ページ、前に戻りますけれど、和意谷池の斜樋２，０９０万円ですか、耕地事業工事費、これ

は６５ヘクタールで相当受益面積が大きいなと思ったんですけれど、これの概要を教えてもらえればと思いま

す。すぐ下の民家の方が結構被害を受けて、たびたび川の法面というか、そこをよくコンクリートで何度も修理

されて、もう今回は直っているように思うんですが、その点も含めてどういうふうな工事の概要なのか、教えて

いただければと思います。一応それでお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 危機管理室長 新田君。 

○危機管理室長（新田憲一君） 失礼いたします。 

 それでは、４２ページの一般管理費の工事請負費の庁舎修繕工事費とそれから施設工事費についてご説明をさ

せていただきます。 

 まず初めに、庁舎修繕工事費でございますが、これは西中議員おっしゃられるとおり、本庁舎の電話設備が故

障いたしまして、それを修理するものでございます。前回は平成１９年度に導入していたものが、十数年経過い

たしまして、今回もう故障して直らないということで更新したいというふうに考えております。 

 それから、施設工事費で、これは町営バス、スクールバスの駐車場の造成工事でございますが、これの工期は

というご質問で、このたびご議決をいただいた後早急に発注をいたしまして、今年いっぱいには完成をしたいと

いうふうに考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） まち経営課長 鈴木君。 

○まち経営課長（鈴木健治君） 失礼いたします。 

 ドローンの件でございますが、これは修正されたものかという話ですが、３月に減額の修正となったものであ

ります。地方創生推進交付金事業でございます。事業内容といたしまして、このたび大手通信企業それから大手

家電メーカーの方と協力していただける環境が整ったということで今回出させていただいております。実験内容

も高度化をしております。 

 あと、町長が提案理由のところでも申し上げましたけれども、３月２９日に内閣府の担当から当交付金につい

て内示、事業採択がされております。したがって、そこで予算減額となったことについての相談をいたしました

ら、６月に予算確保してくださいということでありますので、内容を高度化した上で今回提案をしているもので

ございます。 

 それから、委託先につきましては、自治法違反とかという話がありますが、これは違反ではないということで

解釈しておりまして、もちろん事業を今までも進めております。 

 それから、随意契約ではないかということもあったと思いますけれども、本事業につきましては、昨年の１２

月に行いました実証実験に関連した継続性があるということであります。結局決済システム、現地でお金のやり

とりをしていたんですが、これが現実的でないということで、こちらのことを解決。それから、通信環境が携帯

の電波を使用して画像等を鮮明に安定して送ることができると、この課題解決ということがありまして行うもの

であります。この中で、随契という理由としまして、昨年１２月に実証実験を実際に企画運営してＦＤＤＩは行

った企業でもありノウハウも蓄積をしております。それから、ドローンの配送事業は特殊な業務でもあります

し、この業務を的確に履行できるのは実績のある当社であると考えております。ただ、このたび通信とあと大手

家電メーカーの方、こちらに切り分けられるものについてはもうそちらに委託をするようなことになるかと考え

ております。 

○議長（安東哲矢君） 都市建設課長 久永君。 

○都市建設課長（久永敏博君） それでは、西中議員の４４ページの農地費の２，０９０万円のことですが、参

考資料の６８ページ、番号１番をごらんください。 



- 27 - 

 小規模土地改良事業の和意谷池改修工事でありますが、和意谷池樋門６門の改修でありまして、受益面積が６

５ヘクタールとなっております。昭和３５年の築造で、５９年の歳月で老朽化しておりまして、定期的に今まで

地元が補修してきておりましたが、各樋門とも腐食が進みまして、バルブの開閉が完全でなく漏水しております

ことから、今回工事費を計上させていただいております。なお、要望額に対して県の内示率は７０％となってお

ります。 

 それと次が、４６ページの災害の件でございますが、同じく参考資料の６８ページ、番号４番をごらんくださ

い。これも父井原地区小原で大口建築さん宅の横の石積水路のことです。上流には治山堰堤が５基ある場所で、

水路の一部が石積みでありましたが、大雨のときに石積みが崩れております。宅地に影響がある区間のみ今回の

災害復旧事業で対応させていただくものでございまして、ブロック積みを２１．５メートル行う予定となってお

ります。これも単県５０％の補助がついておりまして、更に緊急自然災害対策事業債の令和元年と２年度の２カ

年でありますが、充当率１００％、地方交付税７０％と有利な財源が創設されましたので、それを起債に対応し

て事業を行わせてもらうものでございます。 

○議長（安東哲矢君） 社会教育課長 則枝君。 

○社会教育課長（則枝日出樹君） それでは、私の方から、４６ページの保健体育費、体育館管理費の施設工事

費でございます。３３０万円につきましては、細部説明で財政課長が申し上げたとおり、和式１１基についてを

洋式化にするものでございまして、昨今の利用者ニーズに合わせた形で洋式しか使用できないような世代の方も

多く利用しておりますので、ここで改めて洋式化を図るものでございます。 

 なお、関連質問で出ておりますサエスタにつきましては、現状和式と洋式が半分半分というような形の整備状

況となっておりますので、利用者の方から特に洋式を増やしてほしいというようなニーズは今のところ出てはお

りません。 

 先ほどのお話に出ました駐車場南側の野外の駐車場のトイレにつきましても、私４月からサエスタに勤務して

おりまして、利用状況を確認しておりますが、何分２４時間対応できるトイレというような状況でございますの

で、管理上のことを考えますと現状のままでとりあえず利用していただくのがいいのかなと思っておりますの

で、室内用のやや華美なような形の環境整備を行いますと、管理上２４時間が適切かどうかといったあたりも発

生いたしますので、とりあえず今の利用状況をいま一度踏まえて、今後のニーズに合わせた形の整備は考えてま

いりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） じゃあ、１つ、２つだけお願いします。 

 ドローンの物流検証実験ですが、じゃあ今言った通信企業、家電企業、それからＦＤＤＩ、それが絡んで委託

をするというふうに捉えるべきものなんですかね、その辺をちょっと。内訳がわかったら、それもまたもしあれ

でしたら教えてもらえればありがたいんですけれど。ほんで、ＦＤＤＩも契約には入っているのは入っているん

ですか、そこだけお願いします。 

 それから、今さっき言った電話の方は、じゃあダイヤルインがもう全く使えなくなっているということなんで

すかね、その工事請負の分です。何か私が電話すると、交換手の方が大体出てこられるというふうに思ってるん

ですけれど、そこももう一遍説明を願えたらありがたいと思います。 

 トイレの件については、一応そういう外の男性トイレの分が和式なのでそれを洋式にしてほしいという声はあ

るので、それは要望として、これは答弁は結構ですので、ぜひまたよろしくお願いしたいと思いますし、同僚議

員から、中央公民館の改築、改修についてはまた要望があったと思います。これは、非常に音響効果の悪い場所

があるというふうにあそこを使ってみて思ってもいますんで、ぜひこの中央公民館については、これも要望です

が、抜本的に改修が必要じゃないかなというふうに思っておりますので、ぜひよろしくお願いします。その点は
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意見だけ申し上げまして、じゃあよろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） まち経営課長 鈴木君。 

○まち経営課長（鈴木健治君） 失礼いたします。 

 委託の内訳ということでございますが、システム構築委託料２００万円、こちらについては大手の通信企業、

それからドローン物流の検証実験委託料の７６５万円のうち約１００万円を顔認証の決済システムの導入経費と

して大手の家電メーカー、残りをＦＤＤＩというふうに今のところ想定をしております。 

○議長（安東哲矢君） 危機管理室長 新田君。 

○危機管理室長（新田憲一君） 失礼いたします。 

 電話交換機の修繕についてですが、普通ですとダイヤルインといいまして各課の番号にかけますとそれぞれ各

課の方に直通でつながるようになってたんです、電話交換機があるときは。それが故障いたしまして、今はもう

どこにかけても役場の代表電話にかかってくるようになってます。それで、今電話交換手の方が出るということ

で、そこからお待ちいただいて各課へ振り替えるということで、これはもう修理を試みましたが無理だという回

答をいただきまして、このたび新しく電話交換機を導入しようというふうに考えております。どうぞよろしくお

願いします。 

○議長（安東哲矢君） １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） じゃあ、これで最後にしますが、ＦＤＤＩと契約をするというのはこれはやっぱり随

契じゃないんですか。もう一遍お願いします。 

○議長（安東哲矢君） まち経営課長 鈴木君。 

○まち経営課長（鈴木健治君） 先ほど最初の答弁の中で申し上げましたけれども、昨年１２月に実施をした実

証実験の更に課題を解決するためということで、ノウハウ等を蓄積していると、もう実際特殊な業務であること

と、昨年の業務を行った企業であるというと、もうＦＤＤＩに委託するのが当然というふうに考えております。 

               （１０番 西中純一君「わかりました」の声あり） 

○議長（安東哲矢君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２番 太田君。 

○２番（太田啓補君） それでは、４０ページ、４１ページのところのプレミアム付商品券の関係についてお尋

ねをしたいと思います。 

 この参考資料を見ると、消費税の１０％引き上げに対して、その影響を緩和する一つの施策ということのよう

ですけども、国もこの消費税増税で消費が下がり国民が困窮するということを予測しているということのこれは

あかしだろうなというふうに私は思いました。消費税は誰にも平等だと言いながら、やはりこうした低所得者だ

とか若者に対しては非常に厳しい税制だなというふうに感じたんですが、それは別にしまして、まずプレミアム

付商品券の購入権利者が低所得者、いわゆる住民税の非課税者、そしてまた子育て世帯ということで３歳未満の

子供の人数というふうに参考資料を見て承知をしたんですけれども、先ほどの説明の中で大体３，８００人ぐら

いを予想しているんだということなんですが、今言った非課税者と３歳未満の子供の人数というと全体で何人に

なるのかということをまずお聞かせをいただきたいというふうに思います。 

 それから、販売方法をどのようにするのかなというふうに思います。以前、並んでいても買えなかったという

ことで、非常にそういうふうな状態が出てきましたので、どのようにやるのかと。今回は購入者が条件つきなの

で、販売枚数と購入予定者の人数との関係でどのようになるのかなという心配もございますので、その点につい

て教えていただければというふうに、それを１点思います。 

 あと、先ほど西中議員も言われたんですが、ドローンの検証実験、これは４２ページに出されています。先ほ

ど聞いたら、大手の家電メーカーだとか、そういう通信メーカー、そこらに約３００万円ほど、システム構築料
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は大手メーカーということです。あと、物流実験の７６５万円のうちの１００万円がそのメーカーに行くんだと

いうことなんですが、私は前回３月議会でも言ったんですけども、この物流実験そのものが破たんしているんで

はないかというふうにそのときにも申し上げました。それで、いろいろドローンの協議会の中でも言われてます

が、人を余分につけて物を運んだら、その人がそこまで車で行って、その物をまた配達するんだというようなこ

ともその協議会の資料の中では説明があったようでありますけれども、そういうことを考えると、やはりドロー

ンで物を運ぶことそのものが破たんをしているんでないかというふうに言わざるを得ないなというふうに感じて

るんですが、その点についてお答えいただければというふうに思います。 

○議長（安東哲矢君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） プレミアム付商品券の該当者の数ということでお尋ねなんですけども、現在の

ところ想定しておりますのが、ゼロ歳から２歳の方で２００人、それから非課税の方で３，６００人、合計で

３，８００人の想定をしております。 

 それから、商品券の販売についてなんですけども、こちらにつきましては役場のこちら本庁舎と佐伯庁舎、そ

れからあと郵便局の方で販売できないかということで今のところ考えております。 

○議長（安東哲矢君） まち経営課長 鈴木君。 

○まち経営課長（鈴木健治君） 失礼いたします。 

 太田議員の物を運ぶということがもう既にということなんですけれども、いずれといいますか、買い物難民と

いうのはもう将来的に中山間地域においてはこれ避けて通れないというふうなことを考えております。今この実

験で物を直接売ってどうこうではなく、将来を見据えた上でそういう人手不足の中、それから交通の便が悪い

中、それを解決していこうという先を見た実験であるということをご理解をいただけたらと思います。 

○議長（安東哲矢君） ２番 太田君。 

○２番（太田啓補君） まず、プレミアム付商品券の関係ですが、ゼロ歳から２歳児が２００人で、あと３，６

００人ということで３，８００人ということなんですが、これは予測をしているのであって、私が聞いたのは、

もう対象者を具体的に計算されているのかということです。非課税者が何人で、ゼロ歳児から何人だということ

を。その人数を私は知りたかったんです、今和気町にどれだけの方がおられるのかということが。そういうこと

を予測しているとかというんじゃなくて、それが人数なんだと言われりゃあそうなのかもしれませんけども。そ

ういうことで、またわかればお答えをいただきたいというふうに思います。販売の経路のあり方については大体

わかりました。 

 あと、鈴木課長の方からお答えがありましたドローンの関係については、ドローンじゃなくても、いろいろ物

を運ぶ手段はあるわけで、そこの議論はきょうはもうやめますけれども、将来を見据えてというんであれば、ま

た違う方法だって考えられるということを１点述べておきたいというふうに思います。だから、１点だけお答え

いただければと思います。 

○議長（安東哲矢君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼します。 

 先ほどのご質問なんですけども、具体的にということなんですけども、今抽出している人数であれば、ゼロ歳

から２歳が約２２０人で、非課税については今電算の方で抽出しているところですので、はっきりした人数は今

の段階ではわかりません。お願いします。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 実証実験について鈴木課長の方から説明をさせていただいたんですが、実は今回の実証

実験は物流だけじゃございませんで、防災それから農林業――農林業といいますのは植林の上を飛ばして１反当

たり３００本植えとるのが２０年にたって何本になっとる――その面積が幾ら、それから毎木調査する石数、そ
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ういうものも実は出るようにというそういう調査。それから、防災については山火事等が発生した場合、その上

を飛ばすと焼失面積がすぐさまつぶさに把握ができると。それと、災害が発生した場合に、災害の状況把握とい

いますのがドローンじゃないと把握ができないというような場合があるわけでございますから、そういうものを

今回実証実験をやると。それと、有害鳥獣についても、赤外線センサーをつけて、体温があれば山の中のどこに

イノシシがおってどうなるというようなそういうものをやらせていただこうということでの今回の実証実験でご

ざいまして、決して物流で豆腐１丁を向こうへ持っていこうというんじゃございません。しかも、機材そのもの

がまだ開発途上でございまして、今回ここで使っておりますのは、ご承知のとおり、昨年秩父が楽天という大手

の物流業者へ、それから白馬村があそこの財団、それから福岡がＡＮＡという全日空、それからここがＦＤＤ

Ｉ、それから郵便事業、そういう大手がついて実証実験をやると。和気でＦＤＤＩでやるというのは、これはも

うそれなりのノウハウがあると、よそではできないというような状況の中で前回やって、ここでやったのは、今

秩父で楽天がやっておるのは、はがきを１０枚ほど次の郵便局へ持っていこうというんで、これは日本一だとい

うふうに新聞報道もなさっておられますが、実はここはもう１０キロぐらいのものを津瀬へ運んだと、しかも２

０キロ運んだと、しかもそれはハイブリッドエンジンでやったんだというので、それを踏まえて今回またやって

ほしいというのが総務省の意向でございまして、それに今度はつけ加えるのがＮＴＴドコモのアンテナへ特殊な

機材をつけて、ドローンに特殊な機材をつけて、ＧＰＳ機能で飛ばしていこうと。それから、顔認証で物を注文

したら、今度はそれを着いたところのヘリポートへ行くと、そのドローンの荷物入っとるところの前へ立ったら

顔認証で開くというような、そういう物流をやらせていただこうと。それから、田んぼの上を飛ばして、田んぼ

の収穫の状況、それから施肥の状況、病害虫の状況、このあたりも含めてやらせていただいて、先ほど私が申し

上げましたように――総務省が３年と申し上げましたが、実は５年間なんです――５年間かけて機材の整備をし

なさいと、自治体で、半分は特交で見ましょうという事業があるんです。ですから、こういう実証実験を踏まえ

て、今度は町がそういうものの整備をしていこうというんで、今農協へもお願いしておりますが、農協もそれは

協力しようということになっておりまして、それで機材の整備をこれからしていって、運用についてはこれから

慎重に検討していく必要があるだろうなと。 

 それで、農協でというのは、今１，０００平米当たり４，０００円ぐらいで農薬散布しているふうなんです

が、これがそういう金額じゃなしに、もっともっと行政側が介入をして、もっと低額で農薬散布ができたり、肥

料の散布ができたりというようなことに対しての実証実験をやっていこうという今回の予定でございまして、も

う一つつけ加えますと、実はこの事業以外に総務省が直でＦＤＤＩへ委託をして、和気で実証実験をやるという

事業がございまして、これはＦＤＤＩと和気町とＮＴＴドコモとそれからパナソニックと、この４者で、これは

もう今和気町の場合なかなか議員にご理解がいただけないということで、総務省の方にもこの話を私もしとりま

すから、直にやっていただくというような状況で、今回予算でお願いしとる事業とあわせて、重ならない状態の

中で総務省直の実証実験を和気町でやっていこうと、こういうような状況になっとりますので、これもご参考ま

でにご報告を申し上げておきます。 

○議長（安東哲矢君） ほかに質疑ありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、議案第５８号の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第５８号を総務文教常任委員会及び厚生産業常任委員会並びに防災都市公園整備事業特別委員会に付託し

たいと思いますが、ご異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 
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 したがって議案第５８号は、総務文教常任委員会及び厚生産業常任委員会並びに防災都市公園整備事業特別委

員会に付託することに決定しました。 

 次に、議案第５９号から議案第６１号までの３件の質疑を行います。 

 まず、議案第５９号令和元年度和気町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号）についての質疑はあり

ませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、次に議案第６０号令和元年度和気町介護保険特別会計補正予算（第１

号）についての質疑はありませんか。 

 １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 済いません。生活支援体制整備事業についての分を介護保険の方で直営でやっていた

のを社協に委託するという解釈でよろしいんですか。もう一遍、生活支援体制整備事業がどういうものかも含め

て説明をお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 介護保険課長 桑野君。 

○介護保険課長（桑野昌紀君） 西中議員のおっしゃるとおり、３０年度まで地域包括支援センターで行ってい

た事業を今年度から社会福祉協議会へ委託するものでございます。この生活支援コーディネーター業務というの

は、高齢者生活支援サポーターの養成講座の実施とか、それから利用者とサポーターのマッチング業務とか、そ

れから協議会の開催等を行うようなものでございます。 

○議長（安東哲矢君） １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） そしたら、それは社協が別途そういう臨時職員みたいな方を雇ってそういうのをやっ

ていくというふうに考えたらいいんでしょうかね。よろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 介護保険課長 桑野君。 

○介護保険課長（桑野昌紀君） 臨時の職員を雇うかどうかは、ちょっとそこまでは定かでないんですけども、

現在いる職員で最初は対応していくものと考えております。 

               （１０番 西中純一君「まあいいです」の声あり） 

○議長（安東哲矢君） ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、次に議案第６１号令和元年度和気町地域開発事業特別会計補正予算

（第１号）についての質疑はありませんか。 

 ９番 山本君。 

○９番（山本泰正君） この補正ですが、参考資料にもあるんですが、かなり自転車道等も変わるということで

すが、これは以前に３，６００万円もの実施設計費を支払っているわけですが、これ県の協議が調わなかったと

いうことでの修正ですが、県の協議が調って初めて完成じゃないんでしょうか。県の協議が調ってないものに銭

を支払って、また次の変更を町の予算で委託業者に支払う、これはなかなか議会としても町民としても理解でき

ない部分ですが、どのように考えて提案されているのかお尋ねしたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 総務事業部長 野山君。 

○総務事業部長（野山晶義君） それでは、今の山本議員の質問に対して説明させていただきたいと思います。 

 総額で３，６００万円と言われましたけども、中身的には用地測量の方で４８６万円、これは矢田の工業団地

の計画地内の地区境界確認で、道路とか水路の用途廃止に必要な用地測量、これが入っております。 

 それともう一件は、同じく矢田の工業団地の必要な測量設計が３，１８６万円になります。これはあくまで

も、開発うんぬんじゃなしに、そこの設計の段階での測量でございます。今、山本議員が言われましたように、
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最終的に県との協議は進めていたんですけども、今年の３月の議会の方で説明しましたように、調整池とあと放

流の方法を変えないともう開発の許可の方はおりませんよという話なので、先ほど説明をした内容の調整池と放

流水を西側に向けると。それが新たに生じてきたわけなので、その測量設計の予算を計上したというふうにご理

解いただきたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） ９番 山本君。 

○９番（山本泰正君） なかなか理解できません。当然設計協議あたりはこの経費の中に含まれていたというふ

うに思われます。新しく水路をつけ替える部分の設計が出てくるというのは理解できんことはありませんが、当

然県との協議が済んで初めて実施設計が完了だと思います。それができなかったのであれば、ここでの追加補正

というのは私は理解できません。当然委託業者の責任でやるべきではないかというふうに思います。再度お尋ね

します。 

○議長（安東哲矢君） 総務事業部長 野山君。 

○総務事業部長（野山晶義君） 今、山本議員が言われたことなんですけども、最初の用地測量の赤線、青線の

関係の分をもう工期が平成２８年１２月から、これはもちろん議員もご存じのとおり、平成２９年度の繰越明許

をしてやってきているというものでございます。 

 それから、もう一件の測量設計の方も、平成２８年８月から行って、これも繰越明許をして平成２９年９月３

０日での期間でやってきているものでございます。どちらも昨年の９月の議会で、平成２９年度の決算の認定で

議員の皆さんもこのことはご存じだと思いますので、そういったところから新たに発生した内容で今回組まさせ

ていただいたというふうにご理解いただきたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） ９番 山本君。 

○９番（山本泰正君） 食い違いはなかなか直らんのかもわかりませんが、私の言っているのは、例えば個人で

家を建てようということで業者に設計をしてもらったと、しかし建築確認が通らなかったと、一部修正が入った

というときに、一部修正をする経費をまた払いますか。当然それは修正の中に実施設計をした業者が責任施工す

べきではないかというのが私の考えでございます。そのあたり再考願いたいというふうに思います。 

○議長（安東哲矢君） 答弁要ります。 

               （９番 山本泰正君「もうよろしい」の声あり） 

 ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、議案第５９号から議案第６１号までの３件の質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第５９号から議案第６１号までの３件を厚生産業常任委員会に付託したいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第５９号から議案第６１号までの３件は、厚生産業常任委員会に付託することに決定しまし

た。 

（日程第９） 

○議長（安東哲矢君） 日程第９、請願第３号モーターボート競走の場外舟券発売場の設置に関する請願を議題

といたします。 

 これから請願第３号の紹介議員であります万代哲央君から説明を求めます。 

 ８番 万代君。 
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○８番（万代哲央君） 請願第３号モーターボート競走の場外舟券発売場の設置に関する請願につきましてご説

明申し上げます。 

 請願書の方をお開きください。 

 令和元年５月２０日付でございまして、モーターボート競走の場外舟券発売場の設置に関する請願でございま

す。提出者は本区長、近藤憲一様で、紹介議員は私、万代哲央でございます。 

 請願趣旨をごらんください。 

 朗読させていただきます。 

 株式会社Ｆｕｔｕｒｅがモーターボート競走の場外舟券売場ボートレースチケットショップ岡山わけ（仮

称）、予定場所、和気郡和気町本１１９－１ほか３筆の設置について計画中であります。同施設の設置に当たっ

ては、地元雇用の創出や人が集まることにより、周辺地域及び和気町の活性化ができると考えております。ま

た、競艇施工者である倉敷市から和気町に対して環境整備費が支払われることとなり、和気町の新たな財源も生

まれ、町民生活の向上に寄与することが見込まれます。 

 本区といたしましては、モーターボート競走法第５条第１項の許可要件に従い、検討を重ねた結果、平成３１

年２月２４日開催した本区臨時総会において、賛成多数により設置に同意いたしました。つきましては、貴和気

町議会におかれましても、モーターボート競走法第５条第１項の許可要件の一つである同施設の設置に当たり、

議員の皆様にご賛同いただきますよう、請願書を提出させていただきます。 

 以上が請願提出に当たりましての趣旨説明でございます。 

 次のページ、２ページでございます。２ページ、３ページに横長の地図がございます。 

 舟券発売場建設予定地の位置図であります。和気から熊山方面に向かう県道９６号線、岡山赤穂線、この地図

は見にくく、９６号線というのは９６というのに六角形で囲んでいる線でございますが、途中ちょっと切れてお

りますけど、和気橋を渡りまして正信製材所、旭大理石、それから有吉建材店を通り抜けまして、県道左手にナ

フコ、右手にローソン、にしわき鉄工所がございますが、そのにしわき鉄工所の４差路を真っすぐ約１５０メー

トルほど進んだ左手、道沿いの土地が建設予定地となっております。 

 次のページに、現地付近を拡大した位置図がございます。 

 ちょうど和気・赤磐し尿処理施設、和気赤磐衛生センターがすぐ近くにございます。 

 次、４ページの横長のページに、舟券発売場予定地を拡大した図面を添付しております。延べ床面積及び申請

予定の土地の面積を載せてあります。 

 請願の趣旨は、今述べさせていただきましたとおりでございますが、先般５月１６日には議員の皆様全員で井

原市にありますボートレースチケットショップ井原の現地に出向いて視察説明会を実施いたしました。当日は、

舟券発売場のうち、外の実態、環境、雰囲気などなどに触れて、また株式会社Ｆｕｔｕｒｅとの質疑応答もあ

り、場外舟券発売場とはどんなものかの認識を深めることができたと思います。また、研修を通して、安全で安

心できる施設の認識も深まったと思います。施設説明会の成果があったと私は思っております。設置に当たりま

しては、国から求められている３つの同意のうち、一番肝心な地元地区の同意が賛成多数で正式に了承され、地

区の住民皆様に周知されている上での請願でございます。また、施設運営会社、株式会社Ｆｕｔｕｒｅにおかれ

ましても、地元住民を初め広く町内住民皆様の安全で安心の町を守るために、特に交通の問題、ごみ、吸い殻な

どの美化対策、風紀、防犯対応、青少年への対策など、問題発生を未然に防ぐ体制づくりとして環境委員会を設

置し、そのメンバーには町や地元の人も加わってもらって取り組むということでございます。ボートレースチケ

ットショップ井原でも同様に取り組んでいるという実績もございます。 

 以上のことを申し上げ、最後に当和気町議会におきましても、議員の皆様に請願趣旨をお酌みいただきまし

て、モーターボート競走の場外舟券発売場の設置に関しご賛同いただけますように切にお願い申し上げます。 
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 これで請願第３号の説明とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） これから請願第３号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） １つ、２つ質問をさせていただきたいというふうに思います。 

 いろいろ私も調べました。この近辺では備前市の香登、木生、それから東岡山、それから瀬戸内市もそういう

話がかつてあったんではないかなというふうに思います。そして、そういう安全の問題、風紀の問題、そういう

交通が非常に頻繁になるんじゃないかとかいろいろな心配があったり、あるいは中小企業の鉄工所の社長が、こ

ういうことが来ると働く意欲が損なわれるとか、そういうふうなことで町内会レベルで潰れたというふうなこと

も聞いておりますし、岡山市では反対の陳情が出てきたというふうなことも聞いております。確かに現場を見た

らきれいなところで、井原はパチンコ屋の跡地にああいうふうにやられているということであり、一見平穏そう

に見えるんですけれど、一たび来たら、ちょっとの遊びですぐやめる人はいいんですが、奥にはまっていって破

産していくとか、そういう問題が赤磐市や備前市、この和気町近辺で起こりかねない本当に危険性が私はあると

いうふうに思っておりますし、ちょっとここでは申し上げられませんが、名前などは、いろいろ黒子が議員の方

に工作に来るとか、社長が来たという話もちょっと聞いております。それから、某議員が加わって２年間準備し

てきたと、そういうふうなうわさも聞いているんです、確証はないんですが。そういうふうなことで、これは非

常に危険性が私はあると思います。ある赤磐市のご婦人にこの話をしたら、これはうちの旦那がひっかかりそう

だと、そういうふうなことも聞いておりますし、割とこんなことを言っちゃあ悪いですけど、公務員の方がよく

こういうのにひっかけられるというか、行っているという話も聞いている。だから、本当によくないんじゃない

かなと私は思うんですが、２つだけお願いします。 

 田原の上、下、それから原、その区の方では、なぜ拙速に区長の方からそういう協議を求めるとか、同意を求

めるとか、そういう話がなかって、それでやってきたのかというのが一つ。 

 それから、万代議員自身、このことで本当に自信を持ってこれが和気町の振興に役立つと思っているのかどう

なのか、その辺１つだけご自分の思っていることを教えていただければと思います。その２つだけよろしくお願

いします。 

               （８番 万代哲央君「１点目を、もう一回言ってもらえますか」の声あり） 

 ですから、ほかの３区、原、田原上、下で話がきちっとできているのかどうか、その辺いろいろと近辺の区の

方のざわめきが聞こえたんです、私、おかしいと。何も協議してねえんじゃから。１つの区だけでやるんかと、

そんな話がありますよ。 

               （８番 万代哲央君「それに対して」の声あり） 

 じゃあ、思うことを言ったらいいですよ、だから。 

○議長（安東哲矢君） ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） 本区の方で、石生には石生の中での区長協議会というのがあって、４人の区長が話し合

われる会が定期的にあるわけですけど、そういう中でそういう話が出て、そのために石生地区で、私今言いまし

たけど、周知徹底を図る必要があるんじゃないかということがあって、本区長の方から臨時議会等の議事録、ま

た賛成状況というようなものを各地区に回覧したと。それは私も見ておりますし、うちにも回覧が回ってきまし

たので、そういうことで周知徹底を図っておると。ほんで、本以外の各地区からの意見というのは、私が知る限

りではそれほど大きな反対があったというふうには聞いておりませんし。それから、私は原村ですけど、原でも

原の老人クラブの総会がありました。そのときに、私の方から老人会のメンバー、そのときは３０人前後だった

と思いますけど、そのときに皆様のご意見も聞こうということで話をしたことはございますけども、反対意見は
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一切ございませんでした。そういう認識は持っております。 

               （１０番 西中純一君「だから、ご自分自身の気持ちです」の声あり） 

 それは、紹介議員を引き受けたということで、私はこれに対して賛成をする意味で、あるいはそれを皆さんに

わかっていただきたいために、こうやって請願書の紹介議員を受けておるわけですから、そのことでご理解いた

だきたいと思います。 

               （１０番 西中純一君「わかりました」の声あり） 

○議長（安東哲矢君） ほかに質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 万代君、ご苦労さまでした。 

 請願第３号を会議規則第９２条第１項の規定により、お手元に配付した請願文書表のとおり総務文教常任委員

会に付託しますので、審議をお願いします。 

（日程第１０） 

○議長（安東哲矢君） 日程第１０、今回陳情１件が提出され、これを受理しております。 

 陳情第１号を会議規則第９２条第１項の規定によって、お手元に配付した陳情文書表のとおり厚生産業常任委

員会に付託しますので、審議をお願いします。 

 なお、その他２件の陳情を受理しております。議員控室のファイルに整理いたしておりますので、ご高覧くだ

さい。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 明日は、午前９時から防災都市公園整備事業特別委員会が予定されておりますので、ご出席方よろしくお願い

いたします。 

 本日は、これで散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

               午後２時１１分 散会 
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               午前９時００分 開議 

（開議の宣告） 

○議長（安東哲矢君） 皆さん、ご苦労さまです。 

 ただいまの出席議員数は、１１名です。 

 したがって、定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

（議事日程の報告） 

○議長（安東哲矢君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。ご了承願います。 

（日程第１） 

○議長（安東哲矢君） 日程第１、一般質問を行います。 

 一般質問は、会議規則第５５条及び第５６条の規定に基づき、１人４０分以内、同一項目につき質問回数４回

以内を原則とし、一問一答方式で行います。なお、時間４０分は、質問、答弁を合わせてですので、答弁者は特

に簡明、的確なる答弁をお願いします。 

 それでは、通告順位に従いまして７番 居樹 豊君に質問を許可します。 

 ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） 皆さん、おはようございます。 

 では、議長の許可をいただきましたので、これから一般質問を行います。 

 まず、今回３点ということですけども、まず最初の第１点目は、お手元にありますように、防災重点ため池の

未然防止対策についての質問でございます。 

 防災に関する一般質問は、私、平成２９年９月の定例会で土砂災害、これについて行いました。今回は、決壊

リスクの大きいため池についての質問ということでございます。 

 昨年の西日本豪雨を踏まえて、国の新基準が適用されまして、岡山県において防災重点ため池の再選定をした

結果、皆さんもご承知かと、先般の新聞にも出ましたけども、和気町では従来６カ所の防災重点ため池がござい

ましたけども、それが一気に新基準によりまして７７カ所というようなことになっております。この決壊リスク

の大きい、この町民生活にとって、やっぱり安全・安心な暮らしを守る行政の最大使命、これにどう対処してい

くのか。この以下の質問要旨に沿って回答を願いたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） 都市建設課長 久永君。 

○都市建設課長（久永敏博君） 失礼いたします。 

 それでは、居樹議員の防災重点ため池の未然防止対策についてお答えいたします。 

 まず、答弁の前に、和気町のため池の現状についてご説明いたします。 

 町内に貯水量１，０００トン以上のため池は旧和気地域に１００カ所、旧佐伯地域に１４６カ所の計２４６カ

所ございます。ほとんどのため池が江戸時代から明治時代にかけて築造されたもので、一部改修工事等は行って

おりますが、老朽化が進んでいるため池も見受けられております。 

 さて、お尋ねの旧基準である町内の６カ所のため池の現状と具体的な対応はどのように図ってきたかについて

でありますが、まず旧基準と申しますのは、堤高１５メートル以上若しくは貯水量１０万トン以上で、下流１キ

ロ以内に人家等が存在するため池が対象となっておりました。新基準においては、ため池が決壊した場合の浸水

区域に家屋や公共施設等が存在し、人的被害を与えるおそれのあるため池が選定の基準となっております。 

 次に、旧基準の６カ所の対応状況をご説明いたします。 

 まず、備前市吉永町笹目地区にあります日笠、藤野地域に受益を有する万能池でございますが、この池は平成

２８年９月豪雨により被災しましたが、被災後、地元より早急な連絡を受けたため、旧大型排水ポンプの設置、

更に自然排水のためのサイホンの設置をするなど対応し、その後は１１月末までは毎日、土日も含めて池の堤体
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を確認、水位観測を行い、万が一異常があった場合は地元の方に避難していただくよう下流の笹目地区の住民に

説明するなどの対応を行いました。 

 旧基準は、先ほど申し上げたとおり、大規模な池を防災重点ため池としておりますが、万が一決壊が起これば

被害は甚大なものになることから、他の池についても本町では万能池のような早急に排水対策等をとる必要があ

ると考えております。万能池はその後、国の災害査定により国庫補助率９５．１％で、総事業費１億８，７００

万円を３年間で行い、平成３０年８月末に完成しております。 

 なお、ため池の整備を行うにしても、多額の事業費と年数がかかることから、他の池についても堤体の状況等

を総合的に判断し、管理計画に基づき整備していく必要があると考えております。 

 また、他の旧基準の防災重点ため池は、新池、日笠下地区、十谷池、藤野地区、稲坪池、稲坪地区、長谷池、

室原地区、田尻大池、田賀地区になり、それぞれの浸水想定を基にハザードマップを作成しております。このハ

ザードマップには、ため池情報の伝達経路が示されております。具体的には、その伝達経路により平成３０年７

月豪雨では室原の長谷池について地元区長からの通報により、直ちに堤体の状況を確認後、応急工事の対応を実

施しております。今後においても、このように地元ため池管理者、水利組合等と連絡をとりながら、大規模な被

害を未然に防止する対応をとってまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 

 次に、新基準による危険箇所の調査はいつまでに行うかとのご質問についてお答えいたします。 

 新基準は、ため池から１００メートル未満の浸水区域に公共施設等があるもの等の基準に基づいて選定してお

り、旧基準と合わせると町内には７７カ所のため池が防災重点ため池になっております。 

 新基準による危険箇所の調査時期でございますが、具体的には大雨に対する調査と地震に対する調査に分かれ

ておりますが、費用もかかることから、国の補助制度を活用しながら進めていくべきと考えております。今後の

国及び県の予算の動向を見きわめながら調査時期を検討することになっておりますので、現時点では調査時期を

明確に言えませんが、地元区長を通じて毎年行われますため池管理者の点検、いわゆるため池管理シートを基に

しながら、堤体の状況を随時観察していきたいと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 

 次に、地元区長を初め、関係機関との連携についてでありますが、地元区長を通じて行われるため池管理者の

点検報告、ため池管理シートを基に連絡を図っております。 

 なお、ため池に異常があった場合の緊急連絡は、ため池管理者及び水利組合等を通じて地元区長に報告するこ

とから、平常時から地元との連携を図っておく必要があり、更に緊急時の対応は本庁の災害対策本部、岡山県東

備消防及び備前警察署等にもなりますので、これらの機関とも平常時から連絡がとれるような体制を整えておく

必要があると考えております。更に、伝達経路を明確にするために、旧基準と同様に浸水想定を基にハザードマ

ップの作成に順次取りかかって、町民の皆様の安全を図りたいと思っておりますので、ご理解をお願いいたしま

す。 

○議長（安東哲矢君） ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） 一通りご説明をお聞きしました。 

 私も先般、旧基準の６カ所の池の方に現地に行ってまいりましたけど、現実には鳥獣の柵がありまして、池の

そばまで行けませんでしたけども、言われたように大きな池でございます。万が一ということですけども、これ

は確かに素人考えですけども、かなり昔からのもんで、堅牢な堤防がありましたけども、私が今回気にするの

は、新基準ということで、昨年の豪雨を踏まえての国、県ということで、町として今なかなかすぐにはというこ

とで、時期もわかりませんということですけども、いずれにしてもこれは早急に、これについては地震と違い、

大きな南海トラフじゃございませんけども、何十年に１回とかというんじゃなしに、これ毎年起きてもおかしく

ない災害でございます。そういう意味で、この辺の調査等をしっかりやっていただくということが今回の狙いで

ございます。 
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 それから、地元の区長ということですけども、この辺も今聞きましたように、ため池のシートとか管理者とい

うことでやられとるということですけども、いずれにしてもこの災害については特に大きな、下流にということ

で、今回私もその基準等を読ませていただきまして、中身がわかりました。人命被害といいますか、そういうと

こですけども、そこでもう一つ追加といいますか、この中で６カ所以外に今回たまたまある方から地図を持って

きていただいたんですけども、今話題になっております益原地区に荒砂というところですかね、池が大きく３つ

ございますけど、この辺もこれは今回の旧６カ所には入ってませんけども、新基準には入っとるのかどうか、私

もまだ理解しておりませんけども、その辺も含めて、今特に話題になっておりますんで、防災地区とかというこ

とでございましたので、浸水ですか、そういう意味で上流に結構大きな池がございます。皆さんご存じだと思い

ますけども、その辺を含めて重点的にこれはやっぱりもう言わずもがなで、行政の最大使命でございます。そう

いうことで、これからもその辺を重点的に、それからまた県等、関係機関との分は少しでも早く、一日も早くそ

ういう対応と、やっぱりあくまでも起きてからのことじゃなしに、未然に防ぐという立場で、あくまでも未然防

止という立場でスピード感を持って、これからも関係機関との調整をしながらやっていただいとると思いますけ

ども、総括的に町長の方からこの防災関連、安全・安心という観点から、特にこの池の問題を個別に捉えました

けども、総括的に考え方を最後に述べていただきたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 先ほど担当課長の方からご説明を申し上げたとおりでございますが、ご承知のとおり最

近内閣府も南海地震、東南海地震、これも３０年以内には７０％から８０％の確率で、この近辺では震度６弱が

発生するだろうという想定をされております。そういう中で、地域がご承知のとおりかなり高齢化をしてきてお

ります。そんな中でこのため池の問題っていうのは行政にとっても防災面で大きな問題だという位置づけは、今

先ほど担当課長が申し上げたとおりでございまして、これも国・県の動向等も踏まえながら、今後調査にも入っ

ていきたい。危険な箇所があれば早急な対応をしていきたいなというふうに考えておるところでございますが、

計画的にこれも対応していきたいと思っておりますので、これから国・県とも十分協議をしながら進めていきた

いと考えております。 

○議長（安東哲矢君） ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） それじゃあ、町長の方の答弁がございましたんで、ひとつよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 では、次に入ります。 

 それでは次に、２点目に入りたいと思います。 

 和気駅前マンション構想等についてということで、この件につきまして考え方をお聞きしたいと思っとりま

す。 

 このマンション構想の等というところは、今まで私、平成２９年ぐらいからたびたび言っとりますけども、和

気駅の利便性向上というのが、などの等の意味でございます。この意味は深いですけども、とりあえず今回はそ

この質問要旨にありますけども、駅の駐車場の拡張ということで、もうこれも２年、２９年から私、駐車場の拡

張ということで言っとりましたけど、まだＪＲとの契約にこぎつけてないと。先般の町長の発言では、結構金額

的にということもございましたけども、あとこの辺も含めてお答えいただきたいと思います。 

 ご承知のように、和気町のまち・ひと・しごと創生総合戦略、これによりまして、私、毎回言ってますけど

も、和気駅の周辺の活性化、これは一つの起爆、和気町の中心でございます。何にしても、そのための和気駅中

心といいましても、その中心の駅もまだ十分に整備されてないということで、駅の環境整備ということを言って

きました。今回は、昨年、一昨年ですかね、和気駅前マンション構想というのがございまして、これが一時、地

権者との合意を得ながら進んでおりましたけども、ディベロッパーとの協議の中でいろいろ問題を生じまして、
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最終的には前町長の時代に断念をしたということでございます。ここで私、言いたいのは、ぜひこの構想につい

ては地権者の了解といいますか、理解も得ているということで、ぜひともその和気駅、和気駅というよりも和気

町の中心である和気駅中心の活性化、これはやっぱりどうしてもそっちは重点的に力を入れていく必要があると

いうことを考えてますんで、この辺の考え方をぜひとも総合的に、ただ駅前マンションといいましても、ただ民

間だけの問題じゃございません。公共を含めて、和気町のまちづくりという一環の中での、どう取り組んでいく

かということも含めてご回答願いたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 都市建設課長 久永君。 

○都市建設課長（久永敏博君） 失礼いたします。 

 それでは、居樹議員の駅前マンション構想等についてのご質問にお答えいたします。 

 まず１点目の駅周辺の活性化によるまちづくりの位置づけとして、どのように認識しているのかについてでご

ざいますが、人口減少社会においても既存の施設や公共施設等の有効活用を図りながら、本町の持続的発展を図

るため、定住人口の増加につながる事業を地域の拠点である和気駅前に商業施設や集合住宅等の集積を行うこと

は重要であると認識しております。 

 そうした中で、平成２０年度から平成２４年度にかけて行った和気駅前周辺整備事業や和気駅周辺利用者のよ

り一層の利便性の向上に資するため、平成２７年度から平成３０年度にかけて駅前トイレ及び駅前、駅南駐輪場

整備工事を行ってまいりました。今後も駅南トイレの整備、駅前駐車場の増設等の整備を図り、駅利用者の利便

性の向上に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、２点目の駅前マンションの計画が中断した経緯と今後の考え、スタンスはどうかとのご質問でございま

すが、平成２７年度から２８年度にかけて公益社団法人全国市街地再開発協会に委託し、和気駅前マンション建

設が可能かどうかの調査業務を行っており、調査結果から可能であると判断し、９階建て３２戸、公共施設等を

併設したモデル計画案を作成し、ディベロッパーへのヒアリング、事業への参加意思の確認等、組合方式の事業

展開等を行ってまいりましたが、和気町が想定する負担額の範囲で探していたディベロッパーが見つからないた

め、事業を一時休止とし、その旨を平成２９年９月議会において報告させていただき、地元役員、地権者の皆様

にも説明し、ご了承していただいているところでございます。 

 今後については、定住人口が見込めるマンション構想を念頭に置きつつ、和気駅周辺がにぎわい、交流人口、

関係人口の増加が見込まれます施策を展開し、駅前マンション建設の実現に向けて努力していきたいと考えてい

ますので、ご理解をお願いいたします。 

 次に、３点目のＪＲ和気駅の用地取得の時期はでございますが、平成２９年１月にＪＲ西日本に対して山陽本

線和気駅前駐車場拡張整備について計画協議書を提出し、平成２９年３月にＪＲから承諾書をいただいていると

ころでございます。詳細な施工時期、方法等は別途協議するとなっております。平成２９年から平成３０年度の

繰り越しで和気駅前駐車場増設工事測量設計委託料を予算計上しておりましたが、マンション構想と一体として

計画するため、予算を不用額とし、現在検討中、保留のため、明確に用地取得の意向、時期を申し上げることは

できませんので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） まず、冒頭のまちづくりの位置づけという面では、そういう認識をしとるということ

で、これはぜひともこの方向性で力を入れていただきたいということで、これ以上はございませんけども。 

 それから、計画が中断した件ですね、これは地権者の方は了解をとったということで、最後、経過も含めて地

権者の方に説明をしたというように聞いておりますけども、今の話でありますと、いわゆる町が持ち出しできる

予算というのが、あえて幾らとは聞きません。一般的に負担が大きいということでしょうけども、負担の中身が

本来ですと幾らなら出すのかということになりますけども、そこはちょっとおいといても、ぜひともこれ、そう
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いう共通認識、これの必要性というか、和気駅の活性化、シンボルタワーとしての必要性は認めていただいたと

いうことで理解させていただきます。そういう立場に立ったら、ぜひともこれは、こういう時期ですので、少し

町の仕事の重点として、ぜひこの駅前のシンボルタワーといいますか、そういうことについて一つの起爆剤にな

るんじゃないかなというのを私は個人的に思っとります。そういう立場で、ぜひとも力を入れていただきたいと

いうことで、ある程度これをしっかりやりますというふうに、スピード感といいますか、あとは時期をいついつ

までにとかという一つの目標設定も必要かなというふうに思っております。 

 それから、ＪＲの土地の方は平成２９年９月の定例議会の辺から私、土地の問題はあれから相当たってますん

で、今回もマンションの構想と並行して一体的にやりたいということですけども、これはちょっと考え方が私に

言わせれば、まずマンションはちょっとおいといても、和気駅の利用促進ということで、要は利用者は今２，８

００とかといいますけども、やっぱり何とか３，０００人にしながら国の補助を受けて、国とＪＲと和気町の３

分の１の割り勘でということで、これはＪＲコンサルから基本設計も町の方へ来とるはずですから、それも含め

て３分の１と。１じゃ大きいんで、確かに当面その経費のこともありますんで、何とかその３，０００という人

数のクリアというのが当面だと思います。それについては、和気駅の駐車場が今、毎回私も言いますけども、１

００円駐車が満タン、一般駐車が満タンが多いですね。それを何とかして、以前にもありましたけども、前町長

のときから、あのＪＲの土地を取得すれば、約１反分ですけども、約三十数台増えるということで、これは大き

な、これ利用促進、そういうことをただただ利用促進というて言うたんではだめです。具体的にきちっと駐車場

も確保してるから皆さん使ってくださいと。それから、以前も言いましたけども、今和気町でも結構石生の方の

方は熊山へ行っとるということがありますけど、私は以前から言っとります、それなら和気町は吉永からこちら

へ和気に来てもらうようにというようなことも、いろいろ方策は幾らでもあるんですけども。 

 それからもう一つ、つけ加えれば、先般、私、この議会で一般質問しましたけども、和気駅の利用促進協議会

というのは、これはお金のかからん組織ですけども、これをつくっていただきたいと言ってるだけですけど、な

かなか反応がなかったということですけども、ぜひこれは私、危機管理室長と担当者と私と３人で上郡がもう十

数年前から上郡駅の利用促進協議会、県知事を巻き込んでの活動をやっとります。これは、町長をトップに、い

わゆる観光協会とかそういう各種団体の組織で、それは全てこの和気駅の周辺の活性化のいろんな方法がありま

すけど、これはもうやっぱり駅が活性化するということは一つの大きな問題になりますので。今、町営バスの方

はおかげのことで、駅を中心ということでやっていただいてますけども、更にこれは加速させていく必要がある

と思います。いつもそういう立場で考えていただきたいと思いますが、町長、その辺のことを含めて、総括的に

考え方を述べていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 駅前マンション構想についてということのご質問でございますが、居樹議員がおっしゃ

ったとおりでございまして、中断しとるわけじゃございませんで、今ディベロッパーがつかまらないということ

が一番の大きな要因でございます。これは、農協の敷地と、それから和気町が持っておりました職業安定所の

跡、約１，０００平米なんですが、これを等価交換をということで、平成１４年にそのお話があったんですが、

これは中断をいたしておりましたが、ここで農協との等価交換が成立をいたしまして、今現在、和気町有地にな

っております。ここへ全国市街地再開発協会っていうところへ委託をして、平成２７年に委託をされております

が、２７年、２８年でマンション構想計画を立て、補助金の申請、起債の申請、それからディベロッパーの確

保、このあたりも含めた契約を前町長がなさっておられるわけです。それで、その計画に基づいて９階建てで３

２戸ということでございました。できれば、あそこへ４件ぐらいまだ民間がおられますので、その民間の方も協

議をしまして、組合なら参加をしてもええ、用地を譲ってもいいというようなお話もいただく中で、駅前にもコ

ミュニティハウスがないというような状況もありますので、そのコミュニティハウスもひとつ一緒に考えていた
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だけたら、協力ができるというようなお話があったんです。そこで、私もできることならディベロッパーをとい

うことで、優秀なディベロッパーを実は一生懸命探したんです。探したんですが、瀬戸まではディベロッパーが

つくんですが、瀬戸からこちら、和気の方へ向けてはディベロッパーが非常に怖いということで、ディベロッパ

ーがつかない。 

 ただ、私からいいますと、総社が岡山駅から３０分なんです。和気も岡山駅から３０分。福祉施策等について

は皆さんも十分ご承知のとおり、高校を卒業するまでは医療費無料化とか、保育料の無料化とか、総社と比較し

ますと、よそを批判するわけじゃございませんよ、比較すれば和気町の方がかなり進んでおるというような状況

の中で、できれば電車賃の助成もしようじゃないかということで、定期乗車券というんですか、それが７，００

０円少々するのを、半分は補助をしようじゃないかというような制度も打ち出しながらディベロッパーを探した

んですが、なかなか見つからない。そこで、町内で大きな企業としてはヤクルトが１５０人ばかり従業員がおら

れます。この和気町内へお住まいの方がいらっしゃらないというような話もありましたので、社長と相談をしな

がらご協力依頼をして、あそこの中も意識調査をさせていただいたんです。意識調査をさせていただいたところ

が、２０人以上の方がもし和気町で７０平米クラスで２，０００万円以内で取得ができるんなら、考えてみたい

という結果も出たんですが、そのことも踏まえてディベロッパー探しをやりましたが、ディベロッパーがつかま

らないと。そこで、諦めとるわけじゃございませんが、いろんなことが行政の今、ご承知のとおりありますか

ら、私も町内の優秀企業の皆さん方に協力依頼もいたしておりまして、町内の企業の方々も従業員の確保をする

意味からいっても、プライバシーが守れるようなマンションをひとつぜひ計画をしてほしいというお話も実はあ

るんです。ですから、私も一応この行政、和気町の中がいろんな意味である程度落ちつきましたら、私は自分で

販売を、売りに行きたいなと。確約をしていただきたいなと。３２戸のうち２０戸ぐらいがもし確約がいただけ

たら、これはディベロッパーがつくんじゃないかなと、こんなことも実は思っておるところでございまして、私

の友人もそういうことならぜひ１件ぐらいつき合うぞという方もおられますので、そのあたりかなり期待をいた

しておるところでございます。 

 それから、駅前の駐車場でございますが、ＪＲと協議をしまして、ただ前にも申し上げましたが、坪当たり１

５万円という提示をされるんです。それと坪当たり１５万円で１反ありますから、４，５００万円ですか、それ

にプラスＪＲの設備を移設をする、その補償費を３，０００万円出せというお話があるんです。そういうことを

考えてみると、あそこへ入るのはもう和気町の駐車場からじゃないと入れんわけですから、ＪＲもほかに、ＪＲ

はどういう考えを持っとられるかわかりませんが、使い道は和気町が取得をさせていただいて、あの貨物の跡

の、荷受け場の跡の駐車場へ活用させていただくよりほかにはないんじゃないかなと思っておりますから、そう

鳥が飛び立つように、こっちがお願いします、お願いしますという時期じゃないんじゃないかなと。マンション

構想も含めて進めさせていただいた方が話がスムーズにＪＲの方も聞いていただけるんじゃないかなと、そんな

ことを私も考えながらおるところでございまして、これももう少し時間をいただいて、ＪＲの方にも設備の移設

３，０００万円、これは何とかこちらからの補償でということじゃなしに話がつかないものかなということを内

輪で話しておるような状況でございます。 

 それから、和気駅の３，０００人の問題なんですが、いろんな事業を今進めさせていただいておりまして、防

災公園事業につきましても、そのあたりのことを考えながら実はやらせていただいておりますし、それから今、

環太平洋大学もほとんど１００人近くあそこへ住んでいただいておりますが、６６名ですか、今住民票の異動を

していただいておりますから、交付税も１，２００万円以上の交付税が年間に入ってきておるわけでございまし

て、それでバスだけじゃなしに、環太平洋大学の学生は山陽本線も使っていただいとんです。ですから、いろん

な事業を組み合わせながら、今２，７００人台になってしまいました、２，８００人が。だんだんと減ってきて

います。それはもう少子・高齢化による人口減でございますから、いたし方ない部分もあるんですが、これを何
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とかいろんな事業を組み合わせる中で乗車率の改善を図っていきたい。そんなことも考えておるところでござい

ますので、ひとつご理解を賜りたいと思っております。 

○議長（安東哲矢君） ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） 今、町長の方で一言いい話が、昔、総社市が岡山のベッドタウンということで、もうそ

れは相当前ですけども、和気町の場合は皆さんご承知のように駅から岡山駅まで２９分、３０分、これひとつ時

間的距離は総社も和気も変わらんわけです。町長言われたように、いろんな社会福祉施策が和気町は結構進んで

おりますので、そういう意味でこれからもＰＲしながら何とかベッドタウンとまではいきませんけども、そうい

う立場で進めていただきたいと思っております。駐車場の方も一日も早くということで、努力をお願いしたいと

思います。 

 では、次に行きます。 

○議長（安東哲矢君） ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） それでは、最後になりましたけども、３点目のひとり暮らし世帯の見守り体制の充実強

化ということで、時間の関係がありますので、簡潔に言いますけども、ここでは和気町の場合、いろんな各種団

体、社会福祉協議会、地域包括支援センター、いろんな各種団体で結構社会福祉全体的にはよくやられとるとい

うことで、理解しとるつもりでございます。 

 ただ、私、最近よく耳にするのは、世間的にもそうですけども、いわゆるひとり暮らし、孤独死はございませ

んけども、ひとり暮らし世帯の見守り体制、これをどういうふうに充実していくかと今やられてます。それをど

う連携をとっていくかということで、実は私も社協の福祉委員になっとりますけども、そういう地元区長とか民

生委員、それから我々社協の福祉委員もおりますけども、もう少し連携をとった形で、いろいろ民生の方にも聞

きますと、なかなかその辺の連係プレーといいますか、その辺が十分でないというような声をお聞きしておりま

す。その辺の認識はどう思ってるのかということで、お聞きしたいと思っております。 

 時間がございませんので、回答の方でよろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼します。 

 それでは、居樹議員からのご質問について、ひとり暮らし世帯の見守り体制の充実強化について３点ご質問が

ありますので、回答させていただきます。 

 まず、１点目のご質問で、民生委員、社協などの役割分担、連携に問題はないかというお尋ねですが、現在の

和気町では、民生児童委員５６名、主任児童委員３名が委嘱されており、高齢者や障害のある方、子育てや介護

をしている方々の相談相手として、それぞれの地区で活動されています。 

 また、社協では高齢者安否確認事業として和気地域では７５歳以上の独居高齢者で希望の方のみですが、友愛

の会というボランティア団体の方が週に１回、対象者宅を訪問し、安否確認をする事業がございます。地区内の

民生委員の判断により、安否確認のための訪問を依頼するもので、万一のときには民生委員と協力し、関係箇所

へ連絡、対応するようになっております。 

 また、佐伯地域では、７０歳以上の独居高齢者、７０歳以上の高齢世帯の希望者で民生委員が認めた世帯に年

１０回、地域のボランティアグループが有料でおすしの配達サービスを行い、あわせて安否確認を実施しており

ます。 

 先ほど言いましたとおり、民生委員は地域での活動や見守りはもとより、福祉全般の相談から生活に関するも

の、子育てなど、多岐にわたることから、このように社協とも協力、連携し、ひとり暮らし世帯の見守りを実施

しているところであります。 

 次に、２点目の対象世帯の現状把握は的確にできているのかということですが、これは毎年民生委員にひとり
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暮らし老人などの調査をお願いをしております。６５歳以上の独居老人、寝たきり老人、認知症老人、老人のみ

の世帯などの分類により調査をお願いし、その調査結果を民生委員と町とで共有をしております。 

 ３点目の行政に対するニーズをどのように捉えているのか。また、関係者による情報共有は十分に図られてい

るのかとのことですが、ご本人からの相談はもちろんですが、家族や親族、地区のかなめとなっている民生委員

からの情報提供もあります。 

 また、介護保険課では３年に１度、ニーズ調査というものを行っております。これは、介護保険計画の基礎資

料となるもので、対象は６５歳以上で介護保険を利用していない方、要支援１及び２の方で、個々の思いを聞き

取るツールとなっております。また、ひとり暮らし高齢者の世帯には、包括支援センターで見守り支援員が生活

実態調査を行っております。本人からの困り事や必要とされている部分を持ち帰って、支援につながるよう検討

を行います。 

 これら支援に必要な情報については、福祉部門、介護部門で情報共有を行い、適宜ケース会議を実施し、必要

な支援ができるよう体制を整えております。 

 以上でご質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） ７番 居樹君。 

 あと２分です。 

○７番（居樹 豊君） 今、担当課長の方からるる詳しく、ただ私、ここで聞きたいのは、現状こうやっとると

いうのはいろいろ、なかなかそこまで細かくは私ども把握しておりません。ただ、ここで言いたいのは、その現

状やられとることに問題がないか。本当にこの見守り体制が万全なのかと、そういう核心のところを、いや、こ

ういうところに別に仕事が怠慢とかじゃなしに、やっとんだけども、こういうところは問題があるよということ

を問題認識しないと、今はいろいろやられとるということは、私どもそれなりに薄い知識ですけど、知っとりま

すけども、その辺をこれからの打ち合わせの会議の中では、ぜひそういう部門部門で、きちっとやっぱり問題点

を洗うということが、そうでないと物事は改善できませんので、現状やってるからこれでいいんだということで

は、決して思ってないのはわかっとります。ただ、しかしこれからまだまだ、こういうニーズは高いですから、

ひとり暮らしもますますこれから増えるであろう、そういう状況の中でもっともっと地域、僕は確かにこの種の

やつは行政区単位で、きちっと一番把握しとるのは、隣の部落の分まではわかりませんので、行政区をやっぱり

きちきちっと、区長を初めとしたことをもう少しこれから、そういう区長、民生委員、部落の中ではね、区長、

民生委員、私みたいな社協の福祉委員、もっともっとフル稼働してということを現実的にアクションを起こして

いくということを、リーダーシップを発揮してやっていただければ、もう少しはよくならへんかなというふうに

思っておりますんで、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 最後に、副町長に思いましたけども、時間がありませんので、ほいじゃあこれで終わりたいと思いますので。 

○議長（安東哲矢君） ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） それでは、時間が来ましたので、意は尽くせませんでしたけども、ひとついろいろ提言

という形で、できれば現状で満足することなく、前向きにいろんな分野で頑張っていただきたいと思っておりま

す。 

 以上で終わります。 

○議長（安東哲矢君） これで居樹 豊君の一般質問を終わります。 

 次に、１番 尾崎智美君に質問を許可します。 

 １番 尾崎君。 

○１番（尾崎智美君） 一般質問の機会をいただきありがとうございます。 

 町民を巻き込んだ助け合いのまちづくりをいかにして実現していくかについての具体案の提示とそれに関する
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一般質問をさせていただきます。 

 高齢者は、買い物や通院などの困難を感じています。電球の取り替え、庭の草むしりなど、ささいな日常の不

便が多く困っています。経済的な心配もあります。子育て世代の主婦は、家計の足しにパートで働きたいと思っ

ても、町内に勤め先はありません。アルバイトの職場がなくて困っているのは学生さんも同様です。商工業者に

おいても、人口規模が少ないために商売が成り立ちにくいという状況があります。また、地域全般の課題とし

て、草刈り作業や溝掃除などの人手が足りてないこと、作業をする人が高齢化しているという問題もあります。

高齢化による耕作放棄地も増えています。過疎化の影響もあり、人と人との結びつきが少なくなっています。少

子化や労働人口の流出によって、町の税収が減りつつあります。和気町が抱える課題を挙げてみました。 

 これは、我が町に限らず、全国の田舎に共通した課題だとも言えます。これらの諸問題を解決する方法が求め

られています。しかし、残念ながら、行政の力だけでこれらの問題を解決することは困難だと思われます。地域

の人々が安心して豊かに幸せに暮らしていくためには、自助、共助、公助の充実が必要だと言われます。自助と

は、問題を自分自身で解決することです。公助とは、公の行政に援助してもらうことです。共助とは、地域の

人々がともに互いに助け合うことです。その３つの中で、自助と公助には限界がありますし、伸びしろも少ない

のが現状です。しかし、町民同士で互いに助け合う共助に関して言えば、まだまだ伸びしろがあるのではないか

と感じています。 

 先ほど、和気町が抱える様々な困り事を挙げました。しかし、一方で和気町には強みもあると感じています。

役場の職員、町議会議員、各地区の区長だけでなく、私たちの和気町をよりよい町にしたいと願って行動してい

る人が多いという印象を私は持っています。地域の祭りを計画し、実行している若者たちがいます。地域に貢献

している商工業者もいます。ＰＴＡの役員で活躍する人やママほっとサロンといった子育て支援グループも活動

しています。我が町において、こうした人々の力、住民パワーを使わない手はありません。 

 私たちの町には、仕事がない、働く場が少ないという声をしばしば耳にします。しかし、私はそうは思いませ

ん。田舎だから仕事がないと言いがちですが、周囲を見渡せば、サービスを必要とする人、助けを必要としてい

る人が多く存在します。つまり、住民の困り事や手助けを必要とする場面がふんだんにあるということです。こ

れは、言いかえれば多くの仕事があるということです。視点を変えてみてください。和気町には仕事が少ないの

ではありません。確かに市場経済と相性のよい仕事、ビジネスとして成り立つ仕事、フルタイムで働くほどのま

とまった量の仕事は少ないかもしれません。しかし、市場経済になじまない仕事や市場経済の論理では解決でき

ない人々の需要やニーズは、むしろ都市部より多いのではないかと思います。 

 １つ、具体例で考えてみます。女性Ａさん、事務職のパートをして家計を助けていましたが、育児のため現在

は自営業の夫の給料だけで生活しています。ある日、家の雨どいが壊れているのを見つけました。業者に頼もう

かとも思いましたが、家計が苦しいためホームセンターに行き、材料を買ってきて、インターネットで直し方を

調べて、半日かけて自分で何とかしました。片や、高齢となり、数年前に工務店を畳んだ男性Ｂさん、町内会の

役職を引き受けたためにパソコンで書類を作成する必要に迫られました。頼める人もいないので、なれないパソ

コンやプリンタと格闘しながら半日かかりましたが、何とか書類の作成と印刷をしました。 

 さて、もしこの２人が互いに知り合いで、互いの困り事がわかっていたらどうでしょうか。互いの仕事を交換

することで、それぞれの課題は簡単に解決することがわかります。つまり、男性Ｂさんにとっては雨どいを直す

ことなど朝飯前で、女性Ａさんにとっても書類作成などお茶の子さいさいです。互いに助け合うことで、自分で

やるより上手に短時間でストレスなく解決することができます。それだけでなく、人と人とのつながりが生ま

れ、得意分野で人に役立つ充実感、貢献感も得ることができます。しかし、残念ながらこんなにタイミングよく

お互いの課題を解決できることはありません。交換できることはありません。それを解決する方法として、金銭

でのやりとりが考えられますが、幾つかの理由で助け合いを促進するには不向きな点が多いです。かといって、
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町民同士で助け合いましょうといったスローガンを掲げるだけでは、解決できるというものではありません。 

 ここで、ひとつ思考実験をしてみます。ある国が２つに分裂して、金持ち国と庶民国に分かれたとします。あ

なたは、どちらの国に住みたいでしょうか。何人かの人に聞いてみましたが、当然のように多くの人が、住める

ものなら金持ち国に住みたいと言います。皆さんなら、どちらに住みたいでしょうか。私は庶民国に住みたいと

思います。その理由は、庶民国に住む方が得だと思うからです。視点を変えてみると、金持ち国には多くのお金

があります。しかし、米や野菜の作り手はいません。大工も介護士もいません。逆に庶民国はどうでしょうか。

お金はそれほどありませんが、米も、野菜も、パンも、掃除をする人も、保育士も、介護士もいます。もし、そ

れらの生産物やサービスをうまく循環させるお金のような役割のものさえあれば、本当に豊かなのは庶民国の方

だと言えるのではないでしょうか。和気町に暮らす人々の中には、経済的な余裕が少ない人も大勢います。しか

し、自分の得意分野を使って互いに助け合うという仕組みづくりができるならば、より豊かに、より便利に人と

の結びつきの中で幸せな暮らしができるのではないかと思います。 

 和気町と佐伯町が合併して間もない平成１９年から２０年のことですが、私はその当時、和気町が応募してい

た和気町助け合いまちづくり研究委員に応募しました。そこには、和気町をよりよくしたいという熱意あふれる

一般の町民が多く集まっていました。２０名ぐらいの人が集まっていたように思います。その中で地域通貨によ

る助け合いの仕組みが検討されました。結果的には、もう一つの研究グループであるまちづくり株式会社の方が

採用され、地域通貨の方は採用には至りませんでした。 

 地域通貨というと、商店街の活性化のためのお金の代わりとなる商品券のようなものをイメージするかもしれ

ませんが、紙幣方式は想定していませんでした。あれから１０年ほど経過し、社会の様子も変わってきました。

四日市とか十日市といったような市がつく地名が数多くあります。四日市の場合、昔に４のつく日に市が開かれ

ていたことの名残です。市が開かれる日になると、方々から人々が集まってきます。ある人は野菜を持ってきま

す。ある人は魚を持ってきます。工芸品を持ってくる人もいます。このように、日時と場所を決めて売り手と買

い手が出会って取引をしていました。現代でもノミの市とかフリーマーケットと呼ばれる市を開いて人々を引き

寄せています。それが時代とともに、インターネット上で人と人とを結びつけることができるようになり、地元

での譲り合いを促進するジモティーというサービスも出てきました。自分にとっては不要となったものも、ほか

の人から見れば欲しいものもあります。それらを売り買いするわけです。特技の売買をするココナラというサー

ビスもあります。和気町でも２年ほど前から、わけあいというメルカリに似た譲り合いのコミュニティがフェイ

スブック上で活動を始めました。テーブル、ソファー、チャイルドシートなどが出品され、必要な人が購入して

います。私も参加しています。 

 時代とともに、決済の方法もさま変わりしてきました。お金のやりとりにカードの読み取り端末のようなもの

も必要がなくなり、スマートフォンさえあれば手軽に決済ができるようになりました。ペイペイとかＬＩＮＥペ

イといったサービスは、スマートフォンやパソコンさえあれば取引ができ、急速に広まっています。 

 私は、独自の特徴を持つ地域通貨のようなアイデアを以前から温めてきました。地域通貨とは違う特徴を持つ

ので、ここではポイント通貨と呼ぶことにしますが、このポイント通貨構想が実現したら、どのような問題が解

決するかを具体的に示してみたいと思います。スマートフォンのアプリを起動するか、パソコンのポイント通貨

のページに行けば、ログインした状態になって、自分のポイントの残高や取引履歴が見れるようになっていま

す。よく取引する相手はお気に入りに登録できたり、ほかのメンバーとのメッセージ交換もできます。自己紹介

欄に自分の特技やできることを登録しておくと、それを見た人からの依頼が来ることもあります。 

 高齢者は、生活上の多くの問題を抱えています。ひとり暮らしならなおさらです。ポイント通貨の導入によっ

て、ひとり暮らしのおばあちゃんの家に近所の主婦が時々手伝いに来てくれます。買い物の代行、病院への付き

添い、電球の取り替え、荷物の持ち運びなど、手伝ってくれるのでとても助かります。その主婦はお手伝いの対
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価としてポイントを受け取ります。新しくできた道の駅ではポイント通貨で野菜や総菜を買うことができます。

その分、家計が助かります。そのおばあちゃんもポイントを稼いでいます。近所の人と一緒に道の駅で売る総菜

やぬか漬けをつくります。おばあちゃんのつくったぬか漬けはとても評判がよく、その売り上げで得たポイント

が手伝いに来てくれる主婦への支払いへと循環していきます。社会の役に立つことが生きがいにもなり、健康寿

命にもつながります。ポイントを稼げるということがおばあちゃんの自信にもつながります。スマートフォンで

のポイントのやりとりも手伝いの主婦が来てくれたときに操作してもらったり、総菜づくりのときに助けてもら

ったりすることもできます。そのうち自分でもできるようになるでしょう。もし支払いの間違いがあったとして

も、取引履歴が残っているので、後で修正できます。このポイント通貨が流通すれば、物やサービスの循環が促

進されます。使わなくなったベビーカー、チャイルドシート、子供服、子供の靴などをポイントで売買するよう

になると、子育て世代は助かります。我が家でもそうですが、親しいお母さん方の間では子供服の譲り合いをし

ています。しかし、譲る方も失礼になるんじゃないかと気を使ったり、譲られる方も断ったら悪いかなと気を使

います。しかし、ポイントで売買すれば、そういった気遣いも不要となり、多くの商品の中から選ぶことができ

ます。同様に、たくさんとり過ぎた野菜、形が悪いために出荷できない野菜などもポイントでやりとりできま

す。道の駅など、町内数カ所に拠点ができれば、そこに持ち寄った商品を必要な人が買っていってくれるでしょ

う。拠点は人々が集い、交流する場にもなるでしょう。 

 物の交換だけでなく、サービスの交換も促進されます。町内には様々な趣味を持つ人、特技を持つ人がいま

す。カメラが趣味で美しい写真を撮ることができる人、似顔絵が上手な人、日曜大工が好きな人、楽器が演奏で

きる人、おいしいぬか漬けがつくれる人など、人々の特技は様々です。プロではないアマチュアですと、サービ

スの対価として現金を受け取るのはおこがましいけれど、ささやかなお礼の代わりのポイントなら抵抗なく受け

取れます。そういった埋もれた特技にポイント通貨は光を当てます。わざわざ人に頼むのが気が引けるようなこ

とも、ポイント通貨の掲示板に書き込むなり、自分のプロフィール欄に記入しておけば、人と人とが結びつくき

っかけになります。家具の配置替え、買い物代行、ペットの散歩、お墓参りの代行、公園で子供が遊んでいると

きの見守り、黙って愚痴を聞いてあげるといった様々なこともポイント通貨で解決できそうです。誕生日を迎え

るおばあちゃんのお祝いに楽器の演奏をしてもらったり、歌を歌ってもらったりすると、人と人とのつながりが

でき、感動も増えるでしょう。子育てのストレスを抱えてるお母さん方も多いです。時々ポイントを使って保育

士の経験を持つ人に子供を預けて、女子会ランチでストレスを発散します。お母さんのいらいらが減り、家族に

も優しく接することができるようになるでしょう。高齢になり、畑仕事もつらくなってきたなあと感じている老

夫婦、ポイント通貨のコミュニティがきっかけで、畑がないので家庭菜園を諦めていた人と出会うことができま

した。収穫した野菜の一部をいただくことで、畑を貸すことにしました。お互いにメリットがあることです。犬

を飼いたいと思っていた小学生の女の子、旅行に行く間、犬に餌をやって散歩してくれる人はいませんかという

ポイント通貨コミュニティの掲示板の書き込みを見つけました。お母さんに頼んで、その間だけ犬の世話をさせ

てもらいました。楽しい時間が過ごせた上にポイントももらうことができました。様々な情報が集まることによ

って、効率化が図られます。頼み事、困り事の情報として、電球を買ってきてほしいという情報を見つけます。

同じ地域で検索してみると、ちょうどその近所の人が乾電池を買ってきてほしいと書き込んでいるのを見つけま

した。一緒に買ってくることによって、効率化が図られます。 

 地域で商売をされてる商工業者も、このポイント通貨を商売に利用することができます。例えば、ピザ屋が新

製品の宣伝に、このピザはポイント通貨で購入できますよと情報発信すれば、ポイントがたまってきて、何かで

使いたいと考えてる人が買いに来てくれるでしょう。そうでなくても無料で手軽に多くの町民に情報発信するこ

とも魅力となります。町内の人も、こんなところにいいピザ屋があったんだと知ることができます。地域ポイン

ト通貨の拠点ができれば、そこに人も商品も集まってきます。和気町にはすばらしい備前焼の陶芸家さんたちが
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います。しかし、ネット販売が苦手で、よい作品が販売に結びつかないということを聞きます。コミュニティの

拠点に持ち寄れば、若者がスマホで上手に写真を撮ってくれて、すぐに出品してくれます。その若者は手数料を

現金若しくはポイントで受け取れます。どう処分してよいか迷っていたテーブルやソファーもそうした若者に頼

めば、すぐに出品してくれて、買い手を見つけてくれます。無駄なものが処分でき、収入にもなり、部屋も片づ

き、若者にもアルバイトの場を提供できるでしょう。 

 行政との連携ができれば、更に可能性が広がります。法律や条例の壁もあるとは思いますが、鵜飼谷温泉の入

浴料、体育館の利用料、学び館サエスタの会議室の利用料、町営バスの運賃の支払いなど、ポイントを利用する

ことができれば、ポイントの使い道が増えます。 

 一方、行政側がそうして町に集まったポイントで、各地域の草刈り作業や奉仕作業をしてくれる人を募ること

ができます。高齢化が進む中、草刈りや溝掃除といった持続的な地域保全活動が危ぶまれています。そうした活

動に対してポイント通貨を支給することにすれば、元気な若者たちが地域の保全活動を担うようになるかもしれ

ません。他の地域の若者がそれに参加してもいいでしょう。若者にとっても高齢者にとっても喜ばしいことで

す。もちろん行政にとっても、集まったポイントで支払うんですから、財政面での損にはなりません。波及効果

を考えるならば、むしろプラスだと言えるでしょう。町内各地にある公園の滑り台やブランコの遊具のペンキが

剥がれてきています。ポイント通貨で塗ってくれる人を募れば、ペンキ塗りが得意な人が喜んで塗ってくれるで

しょう。町営バスの停留所まで行くのが大変だという町民の声があるようですが、家から停留所までの送り迎え

をしてくれた人に対して、町がポイントを支払うといった解決策も考えられると思います。 

 このように、行政とうまく連携できれば、ポイントを稼ぐ場が増え、ポイントを使う場も増えて、ポイント通

貨の利用促進と利便性向上になります。お金の循環がよいことを景気がよいと言いますが、ポイント通貨もお金

と同様に物やサービスを循環させるのですから、ポイント通貨が循環すればするほど景気がよい状態ということ

になります。 

 我が町では、手軽にアルバイトをする場が少なく、専業主婦や学生が不便を感じています。しかし、ポイント

通貨によって人に感謝されながら売り上げノルマに追われることもなく、上司に叱られることもなく、過剰な残

業を強いられることもなくポイントを得ることができるようになります。苗箱を運んだり、洗ったりするときの

労働力、田植えや草刈りのときの労働力もポイント通貨で依頼すれば、元気な若者が農作業に汗を流してくれる

でしょう。ポイント通貨によって人々の結びつきができ、仲間ができれば、個人で活動するだけではなく、グル

ープで活動することもできます。気の合う仲間たちとあたかも会社のように庭の手入れをするチームとか、子供

の一時預かりをするチームとか、耕作放棄地を耕作するチームといったように、会社のようなグループをつくっ

ていけば、効率もよくなり、サービス品質の向上も期待できるはずです。雇用を生むのに近い効果があります。 

 長々とポイント通貨構想について説明をいたしました。各地域にも助け合いのまちづくり協議会といった会が

あります。多くは区長などの地域の顔役が行政から頼まれて引き受けているという側面もあり、協議会の構成員

の年齢層も高くなっています。私は、和気町ポイント通貨検討会のような会を立ち上げたいと考えています。こ

の会は、行政主導というよりも、むしろポイント通貨で私たちの町を更に活性化させていこうと考える町民が自

らの意思で応募して、自主的につくり上げていくものにしたいと考えています。もちろん助け合いのまちづくり

協議会と連携できるならば、それもいいでしょう。町民の有志の団体なら、行政と関係なく勝手に立ち上げれば

いいとも言えますが、会議場を貸していただくとか、広報に載せていただくなどの行政の支援も得たいと考えて

います。ポイント通貨の利用は、希望する町民全員に開かれていますが、企画し、つくり上げていくのはまちづ

くりに熱い思いのある町民が中心になればと思っています。道なき道を切り開くわけですから、苦労もあるでし

ょう。しかし、わくわく感に満ちたやりがいのあるものになると思います。この議会の動画を見てくださってい

るあなたも参加していただけるとうれしく思います。 
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 町民主体のまちづくり、和気町ポイント通貨構想について、私の思うところを説明させていただきました。私

が考えるポイント通貨は、従来の地域通貨とは違う特徴を想定しています。もちろん検討会の中でそれらは議論

し、吟味していくことではありますが、１つ歴史的に興味深い事例がありますので、それを紹介させていただき

たいと思います。 

 ヴェルグルの奇跡という話です。 

 １９２９年の世界大恐慌の後のことです。オーストリアにヴェルグルという小さい田舎町がありました。当

時、人口４，３００人ほどの町でしたが、恐慌の影響を受け、この町も約５００人の失業者を抱えていました。

そのため、税収は滞り、町の整備もできずにいました。 

 そうした中で、新たに就任した市長は、大胆な策でそれを切り抜けました。財政状況が厳しいにもかかわら

ず、道路整備などの大規模な失業者対策事業を起こし、失業者に職を与え、町を整備しました。市長は、それら

の労働の対価をオーストリア通貨のシリングではなく、労働証明書という紙幣を発行して、それで支払いまし

た。 

 労働証明書は、紙幣タイプの地域通貨のようなものですが、大きな特徴がありました。労働証明書は月の初め

にその額面の１％のスタンプ、印紙のことですが、それを張らないと使えない仕組みになっていました。つま

り、１００シリングの紙幣は月がかわると１シリング分のスタンプを張りつけないと使えないということです。

別の表現をすると、労働証明書は月をまたぐごとに額面の価値の１％を失うということです。少しずつ腐ってい

くお金だということもできます。そういう特徴を持たせたために、労働証明書を受け取った人は、オーストリア

シリングよりも優先的に労働証明書を使いました。理由は簡単です。１００シリングは１カ月後に使っても１０

０シリングですが、１００シリングに相当する労働証明書は、１カ月後には９９シリングの価値に減ってしまう

からです。その効果を示す記録があります。労働証明書は、公務員の給料や銀行の支払いにも使われ、町中が整

備され、上下水道も完備され、ほとんどの家が修繕され、町を取り巻く森にも植樹されました。それまで市は税

の滞納に悩んでいましたが、税金も速やかに労働証明書で支払われるようになりました。中には税金の前払いを

申し出る者まであらわれたと記録に残っています。 

 こうしてヴェルグルは、完全雇用を達成した町となりました。ヴェルグルの成功を目の当たりにした多くの都

市は、この制度を取り入れようと１９３３年６月時点で２００以上の都市で導入が検討されました。しかし、オ

ーストリアの中央銀行によって禁止されたため、１９３３年１１月に労働証明書は廃止に追い込まれてしまいま

した。 

 資本主義の経済の仕組みでは、金持ちがお金をため込んだり、企業が内部留保として資金をため込むことによ

って景気が悪くなります。資本主義経済の仕組みは大量消費に支えられています。家計においては節約すること

は美徳ですが、みんなが節約すると社会全体としてはお金が循環せず、不景気になるという矛盾が生じます。お

金の価値が減るということは、お金が少しずつ腐っていくということです。それによって、お金も米や野菜と同

じくため込むことができなくなります。減った分のポイントは、ポイント通貨事務局の口座にいったん集め、再

配分したり、利用者全体のために支出することにすれば、町全体のポイント通貨の総量は一定のまま、ポイント

が町を循環することになります。みんなが節約してもお金はため込まれることなく、常によい循環を保ち、矛盾

はなくなります。あたかも血液が全ての細胞にくまなく行き渡るように、ポイント通貨というお金が人々の間を

循環するようになります。ポイント通貨はスマートフォンやパソコンでやりとりする数値ですから、こうした減

価の仕組みを導入しようと思えば、簡単にできます。このポイント通貨構想に関心を持つ人が集まってくれば、

検討会の中で勉強会をし、議論し、その中で実証実験をしてみたいと思います。この検討会のチームが行政と手

を携えていくならば、行政を補完し、行政の手の届きにくいところに支援ができる仕組みづくりができるのでは

ないかと考えています。 
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 説明が長くなりましたが、町民の共助を促進するための和気町ポイント通貨検討会、これは仮の名称ですが、

こういったことを行政と協力して、町民有志でやってみてはどうかという提案をさせていただきました。 

 現在、助け合いのまちづくり協議会が活動しています。私は、昭和地区の協議会に参加しています。ラジオ体

操や佐伯小学校の児童との芋掘りなどの活動をしています。協議会のほかにも、和気町活性化のために佐伯のふ

るさと祭りや田土の棚田祭りを自主的に企画し活動しているグループもあります。そういった若い世代や熱意あ

ふれた人たちのコラボレーションも考えられます。 

 では、ここで２点質問をさせていただきます。 

 １つ目として、町民の助け合いを促進するための今後の方策をお聞かせいただきたいと思います。 

 そしてもう一つ、今回提案させていただきました助け合いを促進する地域ポイント通貨構想についての所感を

お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） まち経営課長 鈴木君。 

○まち経営課長（鈴木健治君） 失礼いたします。 

 町民が互いに助け合う仕組みづくりについて、尾崎議員の質問にお答えをいたします。 

 まず、町民の助け合いを促進するための今後の方策はという点につきまして、まず和気町は合併間もない平成

１８年度、和気町助け合いのまちづくり条例を制定いたしまして、以後、町内９地区のまちづくり協議会でそれ

ぞれの地域の課題を解決、地域の活性化のための活動を行っております。協議会の実質的な活動は平成２０年度

から始まりましたが、町は協議会に対して補助金による支援のほか、職員も協議会に所属をいたしまして、地域

の一員として主体的に活動に携わっていくなど、地域が一体となった協働社会構築を目的に取り組んでまいりま

した。当初は手探りの中での活動でありましたけれども、近年は各協議会それぞれの地域の特色を生かした各種

事業が実施をされているところです。 

 また、和気町の協働推進のもう一つの制度といたしまして、協働事業提案制度というものがございます。まち

づくり協議会が地域ごとの課題解決を目的としているのに対しまして、協働事業提案は町全体あるいは地区を越

えた広い範囲の課題解決を目的とした事業を提案する団体等に支援を行うものです。学校統合によって生じた新

たな課題に対する支援など、今後はこの協働事業提案制度の充実もより一層重要になってくるものと考えており

ます。しかしながら、議員が例に挙げられたような、より生活に身近な助け合いに対応する支援の方法について

は、現在ちょっとこれというものもない状態でありまして、今後の課題と考えております。 

 次に、地域ポイント通貨構想についてでございますけれども、こちらは物やサービスを地域内で使えるポイン

ト通貨によって購入する、逆に物を売ったサービスを行った方はポイントをためることができる。結果、地域内

に助け合いの循環が生まれるといったものかと思います。議員もおっしゃられましたけれども、平成１９から２

０年度にかけまして、まちづくり研究委員会で、まちづくりの手法の一つとして検討がなされておりますけれど

も、導入には至っていない経緯があります。その後ですけれども、平成２４年度から町内の介護事業所におきま

して、ボランティア活動に対しましてポイントを付与する和気町介護支援いきいきポイント制度というものを導

入をしております。これは、事前に町の指定を受けた施設、事業所や町の介護予防事業における支援、行事の手

伝い、生活支援等のボランティア活動を行うとポイントが付与され、たまったポイントを換金できるというもの

でございます。 

 次に、国の動向でありますけれども、総務省の自治体ポイントというものが、これに近い仕組みであると思わ

れます。自治体ポイントは、マイナンバーカード利用促進の一つといたしまして、総務省が推進しているマイキ

ープラットフォームというものがあるんですが、こちらで利用ができるもので、マイナンバーカード利用者がホ

ームページ上の自分専用のページで、ボランティア、健康イベント等の参加に伴って個人に付与された自治体ポ

イントを利用して地域物産などが購入できたり、バスの利用料とか、そういうようなものにも利用できるんです
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けれども、そういう利用となっております。ただ、平成２９年度から始まった取り組みでもありまして、岡山県

内では井原市が導入しているのみですけれども、今後、和気町内に取り入れた場合の利用方法、有用性、経費面

などについて研究を行っていく必要があると考えております。 

○議長（安東哲矢君） １番 尾崎君。 

○１番（尾崎智美君） ありがとうございました。 

 私たちの町、和気町もこのまま行けば人口が減少していき、消滅の可能性があるとも言われています。このま

ま座して死を待つようであってはいけません。こうした行政と連携したポイント通貨構想というのは、他の地方

自治体では前例のないことではないかと思います。法的に難しく、調整が必要となる部分もあると思います。奇

抜過ぎるといった意見もあるでしょう。しかし、もはや当たり前の政策では乗り切れないのではないでしょう

か。 

 アメリカのオレゴン州にポートランドという町があります。この町は、全米で住みたい町ナンバーワンに輝き

ました。ポートランドには標語があり、町の至るところでその標語が見られるそうです。その標語とは「Ｋｅｅ

ｐ Ｐｏｒｔｌａｎｄ Ｗｅｉｒｄ」、へんてこな町、変わった町のままでいようという意味です。この、どこ

の自治体でもやっていないポイント通貨構想が実現すれば、ポイント通貨で人々がつながる町、人々の特技や個

性が生かされる町、活気のある町になると信じています。私は、和気町がおもしろい取り組みをしてる、へんて

こな町と周囲から言われるようになればいいと考えています。経済的な弱者に優しい町、高齢者や障害者に優し

い町、ポイント通貨というへんてこなお金が行き交う町、全ての町民に活躍の場がある町、人と人とが助け合え

る町になれば、すばらしいことだと思います。地域の主人公は私たち町民です。私たちは何もせず行政に要求す

るばかりでは、主人公だとは言えません。自助、公助、どちらも必要です。 

 今回提案させていただきました和気町ポイント通貨構想は、行政の手の届きにくい部分を補う「人かがやき 

共に支え合う 快適で 健やかなまち」の実現に資するものだと確信しています。行政の皆さんにも町民の皆さ

んにも前向きな検討をお願いしたいと思います。 

 これで私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（安東哲矢君） これで尾崎智美君の一般質問を終わります。 

 ここで、１０時４０分まで暫時休憩といたします。 

               午前１０時１９分 休憩 

               午前１０時４０分 再開 

○議長（安東哲矢君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 次に、３番 從野 勝君に質問を許可します。 

 ３番 從野君。 

○３番（從野 勝君） 議長のお許しをいただきましたので、佐伯庁舎の職員配置並びに業務分担についてお尋

ねをいたします。 

 先般の３月議会で同僚の議員が佐伯庁舎職員の配置について質問をされました。そのときに前任の総務部長が

業務執行のあり方を検討し、佐伯地域の担当職員を常駐させると回答されております。業務執行のあり方は本当

に検討されたのか、検討後の配置は適正か、再度お尋ねをいたします。 

 佐伯地域の全区長及び多くの住民の皆様に多くの苦情をいただいております。４月の人事異動の組織図を見ま

すと、兼務という形で人員が配置されております。しかしながら、現実に兼務の人間はおりません。そういう状

況であります。住民に最も必要な農林、建設、上下水道係を見ると、部長１名、課長１名、それからあと課長補

佐、これは兼務です。それから係長、課長補佐兼務、主事１名。そのほかに再任用の職員が兼務という形で並べ

られております。組織図を見ると５名になっとんですが、実際には３名しかいないと。こういう状況で３名が一
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生懸命走り回っております。何かあって外へ外出したら、その部分はもうお休みです。本日休業です。そういう

状況が今、佐伯庁舎に出てきております。用事があって来られた方は、佐伯庁舎で用事が済むと思って、担当部

署に来るわけですが、不在のときが多いわけで、非常にもうふんまんやる方ないと、これが日常茶飯でありま

す。業務再検討は、この現状を踏まえて適正な人員配置をしたのかどうか。また、現状についてこれでいいのか

どうか、改めて検討していただいて、ぜひ責任のある回答をお願いしたいと思うものであります。 

 次に、合併協議によって佐伯町役場の庁舎は住民サービスの低下を招かないよう、総合支所機能を有し、呼称

を佐伯庁舎とするということが合併の協定でうたわれております。しかしながら、どうも今の現状を見ると、サ

ービスの低下になっとんじゃないかと。いわゆる協定というものは、町と町の約束事ですので、これはどういう

ふうに思われるものか、考えをお尋ねしたいと思います。 

 また、昨年は７月豪雨により多大な災害が発生いたしました。このときの対応にも非常に厳しい意見をいただ

いております。今年は１月から５月までの雨量が２９８ミリ、例年の約７５％と非常に少なくなっとります。平

年ですと、１月から５月までぐらいですと大体３９４ミリです。年間を通して見ると、年間大体、過去５年間の

平均を見ると１，３６１ミリ、このくらいの雨が降っとるわけです。ということは、これから後６カ月ほどに残

りのもんが全部、どこで来るかわかりませんけども、必ず来るだろうと、そういう予想を皆さんされておるわけ

で、その雨に対してどういうふうに対策をとるんか。佐伯庁舎の職員、本庁舎の職員、どういうふうに連携し、

災害に備えた対応を具体的にどういうふうに対応するんだということを考えられとんのか、お尋ねをしたいと。 

 以上、項目的に３点ほど申し上げました。ぜひこの件について回答をお願いしたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 総務部長 立石君。 

○総務部長（立石浩一君） 失礼いたします。 

 それでは、從野議員の一般質問に答弁をさせていただきます。 

 まず、佐伯庁舎の業務執行のあり方を再検討した結果、佐伯庁舎職員の配置は適正かというご質問でございま

すが、３月議会の方でも答弁させていただいております。佐伯庁舎職員の配置につきましては、かねてからの在

籍しておりました職員の意見、要望等を受けまして、本庁に事務事業の統合を行うことを基本に配置いたしたも

のでございます。 

 町全体の職員数では、平成３１年４月１日時点で、特別職を除きますと１９４人という状況でございます。類

似団体との比較では、他団体のデータで平成２９年度の状況しかございませんが、一般行政部門では類似団体よ

り２０人程度少ない状況、教育部門では逆に２０人程度多い状況となってございます。総数といたしましては、

類似団体との比較では、ほぼ適正な状況と言えるかと思っております。 

 平成１８年度の合併時には２０３人の職員数でございましたが、今現在では９名の減となっておる状況でござ

います。その間、温泉、クリーンセンターの移管等を考慮いたしますと、二十数名の職員減となっております。 

 佐伯庁舎におきましては、事業の事務について住民等の要望、相談、申請等の窓口対応、上下水道や道路等の

点検、維持管理等を主に行っており、上下水道、土木等に関する事務事業につきましては、おおむね本庁舎の方

で執行いたしておる状況でございます。民生福祉部門や戸籍、税等の窓口業務等につきましては、時期や特殊要

因によりますが、概して来庁者処理件数が少ないものの、それぞれ不定期に需要がございます。窓口行政のソフ

トサービス部門を中心に維持管理業務部門等、住民サービスに支障を来さないよう、おのおのの業務に習熟した

職員を配置しておる状況でございます。今後も業務執行のあり方を再検討いたしまして、柔軟で機動的な職員配

置により住民サービスに支障を来さぬよう努めてまいる所存でございます。 

 先ほど、兼務のお話がございましたが、兼務職員につきましては、４月１日でちょっと兼務の方が派遣ができ

ておりませんでしたが、災害時期前に兼務職員２名を火木、派遣をいたしてございます。それと、行政機構改革

によりまして、総務福祉課と事業課を１課にするということで、職員がより一層横断的な活用を行えるよう、そ
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ういったことも行っております。 

 合併後から今日まで組織運営に当たりましては、効率かつ効果的な施策、事業等を展開するという観点から、

組織機構を絶えず見直してまいりました。そして、定員管理、事務事業の見直し、課の統廃合等も行ってまいっ

ております。原因となっている業務については、先ほども申しましたが、本庁舎から週２日程度、応援体制、本

庁舎への事務移管等において各課協力体制のもとに集約化を図っておる状況でございます。そのことによりまし

て、少子・高齢化への対応や専門職員の配置など、住民サービス提供体制の充実強化にもつながり、より簡素で

効率的な行政運営が進んでおるものと考えておるところでございます。 

 風水害等の緊急体制につきましては、和気町災害対策配備体制により本庁舎、佐伯庁舎の人員を配置いたしま

して、気象情報の収集、本庁舎、佐伯庁舎の情報伝達、町内施設の点検及び道路、河川の監視等の対応ができま

すよう体制を整えておるところでございます。特に佐伯庁舎へは、地域に精通した人材を配置し、本庁との連携

を密に図り対応をする予定といたしてございます。 

 また、８月上旬に導入予定をいたしております移動ポンプ車の運用についても、地元の自主防災組織との連

携、今後スムーズに地元地域での対応ができますよう進めてまいりたいと考えておる次第でございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） ３番 從野君。 

○３番（從野 勝君） 今の総務部長の話を聞いておりますと、何かわかったような、わからんような、本当に

役に立つ答弁は一つもしてねえんじゃけど。本庁舎で佐伯庁舎の役割が十分果たせとったら、私がここへ来て、

こういう話をする必要はない。あんた、わかっとんかな。住民が不平不満を言ようるから、ここで私がわざわ

ざ、そら執行権は執行部にあるわけじゃから、お願いをしとるわけじゃけども、今の総務部長の話じゃあ何の解

決にもならん話をぐだぐだっとやりょうるわけじゃ。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・やはりな、こういう話が一般質問に出たら、きちっと事前に町長なり、副町長なり、相談をされ

てじゃなあ、きちっとした責任ある回答をしてくれるんがあんたの仕事じゃろう。私はそう思うよ。そんな、し

ょうもないなあ、前の総務部長の話が納得がいかんから質問しとるわけじゃ、再質問をな。にもかかわらず、同

じことをぐだぐだぐだぐだやるというのは、ちょっと問題があるなあ。もう少しきちっと検討してくれんと、私

も帰ってみんなに話ができんが。何をあんた質問したんならと、ようあんたそれでこらえて帰ってきたなって言

われますよ。今の問題については、あんたらの方できちっとした責任ある回答ができんのんなら、ぜひ町長の方

からこの辺について検討していただけるんかどうか、お話をいただきたいと、そういうふうに思います。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 佐伯庁舎の職員の配置についてでございますが、４月の段階でこの職員配置について検

討した結果を執行に移させていただいたということを今、総務部長の方からお話を申し上げたわけでございます

が、いずれにいたしましても、土木事業それから水道事業等については、主要なことは本庁舎でやらせていただ

こうと、その方が人員がたくさんおりますから、その中でやっていく方が住民サービスにつながるだろうという

ことで、今回週２回、再任用職員を佐伯へ派遣をしようということを附帯条件に人事をやらせていただいたとい

うのが実績でございまして、そのことが十分皆さん方にご理解がいただけてないということを今、從野議員がお

っしゃっておられるわけでございまして、サービスが行き届いてないという面、これも反省の上に立ちながら、

再度検討していきたいと思っております。 

 それから、合併協議の問題でございますが、合併協議については、これは当然尊重しながら、実態に合わせた

中でご協議をしていく、そのために下部組織的なものもあるわけでございますが、合併協議は尊重しながら踏襲

していこうという基本は崩しとるつもりは私はございません。それは踏襲していくつもりでございます。 

 それから、原因となっておりますのは、全体的な今の職員配置、全部で２０３という中で９名減員になっとり
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ますが、その９名減員の波及も少しはあるんです。そのあたりのこともご理解をいただかないといけないと思い

ます。いずれにいたしましても、住民サービスに支障を来さないように、住民の皆さん方に不便を来さないよう

にというのが基本でございますから、そのことは再度検討させていただきますから、ご理解をいただきたいと思

います。 

 それから、有事の際には、佐伯の職員を中心に警報が発令されたり、それから今５段階に今度変わりました

が、この段階によりまして職員配置は佐伯の地域に精通した職員をそちらへ配置をしていくというやり方で対応

していきたいと思っております。 

 それから、特に今年は米澤区の取水を佐伯区でいたしておりますが、この佐伯区で取水いたしておりますもの

がなかなかはけにくいということの中で、佐伯区に内水排除をする施設が足りないっていうことがありますか

ら、今回毎分３０トンの排水ポンプ車を整備をするということで、議会の皆さんにご理解をいただいて、ご議決

をいただいております。これが８月上旬には、これ注文発注、注文したらそこからこしらえるっていうことらし

いんで、８月上旬には配置になるというふうに聞いておりまして、これは自警団を米澤区と佐伯区でこしらえて

いただいて、その自警団を中心に管理運営もしていただく。それと、それには消防団も入っていただこうと。そ

れで、平生の管理は庁舎の一部を改造をこれからしまして、そこへ置かせていただく車両は４トン車でございま

す。 

 それから、苦木、塩田、奥塩田、この地域も昨年の７月５日から８日にかけて、このあたり２７８ミリという

集中豪雨があったんですが、そのことを踏まえて、この塩田地域にもその排水ポンプ車を毎分２５トンだった

と、ちょっと小さいんですが…… 

               （「毎分２０トン」の声あり） 

 ２０トンか。毎分２０トンの排水車を整備をさせていただく。これも塩田、奥塩田、苦木で自警団を結成をし

ていただいて、そちらの方で管理をしていただくということで、この自警団の結成式を早急にやるようにもうメ

ンバーも決まっておると聞いておりますから、対応していきたい。雨季に入っとりますから、早急にやっていこ

うというふうな考え方で、佐伯の地域の皆さん方に行政でございますから、生命、身体、財産を守るのが我々の

仕事でございますので、そのあたりもしっかり踏まえながら対応していきたいと思っておりますので、ひとつご

理解を、ご協力をよろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） ３番 從野君。 

○３番（從野 勝君） 今、町長の方から話をいただきましたんで、佐伯地域は特に不平をこうむっとるという

わけじゃないわけですが、ポンプ車が２台、ここで導入していただけるというようなことであるわけですが、実

際に日々の業務の中で、やはりその担当部署に人がいない。確かに精通した職員は難しい問題になれば、本庁舎

でやっていただけりゃ結構です。しかし、来て対応する職員がいないって、これは考えていただかなきゃいか

ん。年寄りが行くんですよ、ほとんどが。来たときに人がおらんっちゅうようなのは、やっぱし考えてあげん

と。やはり４，０００人おるんじゃから、旧佐伯町もね。もう少しその辺の対応というのも必要なんじゃないか

と。やはり人間なんてのは、深い本当に大事なことをきちきちっとやってくれてる、それはそれとして、対応が

いいか悪いか、これが一番自分たちのことをほったらかしにされとんじゃねえかという判断なんで、その辺の対

応というんですか、そこへ昔は農林、産業というても女性もおったんですよ、女性も。別段男じゃのうてもええ

わけですわ。そういうふうに対応する職員という者をぜひ配置していただきたい。兼務の職員がおるわけじゃけ

ど、兼務の職員、再任用で今度再任用になったん、わしの用事があってよう佐伯庁舎へ行くんじゃけど、顔を見

たこともねえな。だから、そういうことじゃあいけんわけで、ぜひ検討していただいて、みんながようなったな

と、まあようなったということはねえけども、そういうふうに安心してくれるようなことをぜひお願いしたいと

思います。 
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○議長（安東哲矢君） 答弁、要りますか。 

               （３番 從野 勝君「答弁は要りません」の声あり） 

 ３番 從野君。 

○３番（從野 勝君） いろいろと申し上げましたけども、最後にやはり人事の件は執行権があることなんで、

執行部にお願いをするわけなんですが、佐伯地域の皆さんの要望ですので、あえてお願いをいたしました。 

 佐伯地域の町民が安心して暮らせる、このことが第一でありますので、重ねてお願いをいたしますとともに、

ぜひいいように検討していただけることをお願いをいたします。本日はありがとうございました。 

○議長（安東哲矢君） これで從野 勝君の一般質問を終わります。 

 次に、２番 太田啓補君に質問を許可します。 

 ２番 太田君。 

○２番（太田啓補君） お疲れさまです。 

 それでは、私の方から何点かについて質問をさせていただきたいというふうに思います。 

 まず、質問の１点目ですけれども、和気駅周辺の活性化と和気駅の利便性についてということで、３点ほど質

問をさせていただきたいと思います。 

 和気町の人口流動の中心は、何といっても公共交通の中心的役割を担う鉄道事業にあるというふうに思いま

す。とりわけ和気町内においては、山陽本線が走り、和気駅が設置をされており、和気駅周辺地域は和気町の中

心市街地と言っても過言ではないと思います。しかし、その和気駅がご承知のとおり６月１日から駅の窓口を閉

鎖をしています。したがって、窓口における発券作業がされないということになって、みどりの券売機プラスと

いう自動券売機が設置をされていますが、乗車券や特急券をそれによって購入することができるんですけれど

も、たまに駅を利用する人や高齢者にとっては、スムーズに切符を買うことができない。困難な、非常に不便な

状態になっています。山陽本線では、和気駅だけでなく、周辺の駅、万富駅、熊山駅、吉永駅、三石駅、軒並み

ここについては完全無人化というふうになっています。岡山県において西高東低と言われて久しいわけですけれ

ども、ますますその現象は深まってきているところです。 

 そこで質問ですけれども、和気町として町民の利便性の観点から、和気駅の窓口閉鎖についてどのようにお考

えになっているのか、またそのような事態に対していわゆるＪＲ西日本ですね、そことどのような対応をされた

のか、その点についてお答えをいただきたいというふうに思います。 

 ２点目が和気駅のバリアフリー化についてでございます。 

 ２０１１年から高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律、いわゆるバリアフリー法の基本方針

が改正をされ、これまで１日平均５，０００人以上の乗降客がある鉄道駅におけるエレベーターの設置などにつ

いて段差を解消していくバリアフリー化の整備目標が３，０００人以上の鉄道駅を２０２０年までの整備目標と

することになっています。釈迦に説法にはなりますけれども、バリアフリー化に関する国の支援制度について簡

単に説明をさせていただきますと、まずエレベーターやスロープ等による段差の解消、そしてホームドア、内方

線つき点状ブロックによる転落防止、そして誘導ブロック、障害者対応型のトイレの整備や待合、乗り継ぎ環境

の向上、生活支援機能の向上等が対象事業となっています。対象経費については、基本的に国、鉄道事業者、公

共企業団体、それぞれが等分に負担することになっています。もちろん地方公共団体、この和気町が主体となっ

て地域の関係者で構成される協議会での協議を経た計画に基づくことが条件となっています。 

 そこで、ここでは当面、町民の要望が大きい和気駅へのエレベーター設置について質問をしたいと思います。 

 ＪＲ西日本岡山支社によれば、現在、和気駅の１日の平均の乗降客は先ほど町長も言われましたけども、約

２，７２０人というふうに言われています。ご案内のとおり、基本方針では３，０００人以上の駅が対象となっ

ていますけれども、３，０００人未満の駅においても高齢者、障害者の利用が特に多いと見込まれる駅、市町村
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役場や福祉関係施設、総合病院等の最寄り駅など、地域の拠点となっており、バリアフリー化の必要性が高いと

認められる場合には、これが適用されることになっています。何より地域の要望が強く、地方公共団体の支援が

得られる駅については、国からの支援が受けられることになっています。和気駅は、まさにこの条件に即してい

ると言えるのではないでしょうか。 

 そこで、和気町として新たなこの基本方針に基づいて和気駅のバリアフリー化を進めようとしてきたのかどう

かと、具体的にこの間の取り組みをご教授いただけたらというふうに思います。 

 また、バリアフリー化の全体条件で必要不可欠の三位一体の取り組み、いわゆる協議会の設置はどのようにな

っているのか、お示しをいただきたいと思います。 

 ３点目が和気駅前の駐車場の拡張についてです。 

 先ほど居樹議員が質問をされましたので、重複しないようにしたいと思いますけれども、駅前の駐車場の拡張

事業について、改めて質問させていただきますけれども、町長の答弁では、高圧配電線や高架柱を移設するため

に約３，０００万円ほど必要で、それが上積みをされて高額になっているので、土地取得をちゅうちょしている

というような趣旨のご答弁がございました。同時にマンションとの計画のこともあるわけでありますけれども、

私がＪＲ岡山支社の企画課の担当者に聞いたところ、岡山支社とすれば和気町の方からそのようなお話は聞いて

いるけれども、その後、和気町の方から連絡がないので、その連絡待ちの状態だというふうに言われていまし

た。担当者と私が話をした感触によると、私の感触なんですけれども、和気町から要望があれば、いつでも対応

する用意があるというように感じたわけでございます。したがって、和気駅前の駐車場の拡張について以前から

要望も出されていますし、居樹議員の方も強く要請もされています。スピード感を持って対応していただきたい

ということで、再度その考え方をお示しいただければというふうに思います。 

○議長（安東哲矢君） 都市建設課長 久永君。 

○都市建設課長（久永敏博君） 失礼いたします。 

 それでは、太田議員の和気駅とその周辺の活性化についてのご質問にお答えいたします。 

 まず、和気駅の利便性、窓口閉鎖に対しての考え方とその対応はいかにあったかとのご質問でありますが、現

在、ＪＲ和気駅は平成３１年２月２３日からみどりの発券機プラスという高機能発券機の運用が開始され、この

ことにより６月１日からは非対面化、セルフ化となっております。このことについては、ＪＲから最初に話があ

ったのは、平成３０年７月でございます。ＪＲから将来にわたって鉄道交通サービスを持続的に提供するための

営業体制の見直しと高機能発券機の設置による顧客満足度の向上を図り、対面方式から非対面方式に変えていく

方針であるとの説明がありました。その後、ＪＲ岡山支社で沿線自治体や社内での調整などが進められ、１１

月、１２月と今年度の４月に再度説明を受けております。 

 和気駅は、非対面化、セルフ化となりましたが、三石駅から瀬戸駅の間の拠点駅となり、駅員は常駐いたして

おりますので、何かあった場合にはインターホンを押せば、駅員が対応できる体制となっております。 

 また、みどりの発券機プラスという高機能発券機が設置されておりますので、切符の買い方がわからない場合

は、モニターでオペレーター――午前５時半から午後１１時まで――と会話をしながら切符を購入することもで

きますので、利用者の利便性は確保されているものと考えております。 

 ＪＲからの説明を受け、町といたしましても和気駅を中心とした駅周辺の活性化の施策を展開する中で、非対

面化になることが和気駅のイメージダウンや駅利用者の利便性低下などを招くのではないかという懸念もござい

ましたが、今回の体制見直しが和気駅のみでなく、ＪＲ西日本の全体的な体制の見直しであることと、また先行

して実施しております庭瀬駅利用者の５，０００人の状況などを見ても、利用者からの苦情も非常に少なく、利

便性の低下にはつながっていないと考えられることから、やむを得ないものであるかと考えております。 

 なお、このことについての住民への周知につきましては、広報「わけ」の平成３１年２月号と今年度の６月号
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に掲載し、お知らせをいたしておりますので、ご理解をお願いいたします。 

 次に、和気駅のバリアフリー化、駅エレベーター設置についてでありますが、駅エレベーターの設置につきま

しては、和気駅を利用される高齢者、障害者、妊産婦、小さなお子様連れの方などの移動や活動を妨げる様々な

バリア、いわゆる障壁を取り除き、誰もが安全で安心で快適に和気駅を利用できるようにするため、国は平成２

２年度に駅のエレベーターの設置基準となる高齢者、障害者の移動等の円滑に関する法律に基づき制定された基

本方針において、１日当たり乗降客数３，０００人以上の駅は、令和２年度までに原則として全ての段差の解消

を図ることとされております。平成３０年度末での和気駅の乗降客数は２，６８２人であり、近年和気駅周辺の

整備の効果もあり、年々減少していた乗降客数も２，７００人前後で横ばいではありますが、３，０００人以上

の基準を満たしておりません。先般、先ほど申し上げたように和気町としてもこの基準をクリアすべく、和気駅

の利便性向上と駅周辺の活性化を図るための施策に取り組んでおり、現在まで和気駅前ロータリーの整備、県道

駅前停車場線への歩道の設置、駅南口のスロープ化、駅南北自由通路の整備、駅南駐車場の新設、駅前駐車場の

街灯及びフェンスの設置、駅前トイレの設置、駅前、駅南駐輪場整備の工事等を行い、利用者の利便性を向上さ

せるとともに、利用客の増加を図ってきたところでございます。 

 また、平成２７年度に和気駅バリアフリー化基本計画を作成し、ＪＲとの事前協議を行ってまいりましたが、

１日当たりの乗降客数が３，０００人を超えた時点で改めてＪＲと正式協議を行ってまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、駅前駐車場の拡張について、ＪＲ岡山支社との協議についてのご質問にお答えします。 

 駅前駐車場の拡張については、居樹議員の答弁と重複しますので、簡素にお答えさせていただきます。 

 駅前駐車場の拡張につきましては、平成２９年１月にＪＲ岡山支社に対して山陽本線和気駅前駐車場拡張整備

について、計画協議書を提出し、平成２９年３月に承諾書をいただいておりますが、町では駅前マンション構想

と一体として計画する必要があると考えるため、実施については現在計画を休止し、今後の施策について検討中

でございます。ＪＲ岡山支社との協議につきましては、必要に応じて行っており、特に問題等は生じておりませ

んが、次の段階として和気町が拡張計画の方向性を決定しましたら、協議に拡張工事の計画書が必要となるた

め、測量設計委託料を予算計上するように考えております。 

 今後は、エレベーター設置の早期実現に向け努力していきたいと考えておりますので、ご理解をお願いいたし

ます。 

○議長（安東哲矢君） ２番 太田君。 

○２番（太田啓補君） まず、最初の質問のところですけれども、利便性は確保されていると思うと、庭瀬駅で

は苦情が聞かれていないというようなことも言われていますけども、実際に庭瀬駅の方で調査をしたんですか。

誰が考えても、人がいなくなって、中にはいるんですけども、窓口に人がいなくなって、いわゆる高機能だとい

っても、みどりの発券機プラスという、わからないときにはボタンを押せば画面に人の顔が出てきてというふう

になっていますけれども、誰が考えても不便になったということは明らかでしょう。私は、そらあどういうふう

にＪＲと１１月、１２月に説明を受けたのかということはわかりませんよ、しかし合理化をしていく企業は、悪

いことは言わないわけですよ。いいことしか言いません。そういう状況の中で、和気駅で学生が普通の乗車券じ

ゃなくて、いわゆる定期券を買おうとしたときに非常に困ってるということは、もうひしひしと私は聞いてるん

です、そういうことは。だから和気駅では買わない、岡山で買う。和気駅の収入も落ちる、また和気駅が合理化

をされていく。そういうふうに悪循環をしているということは、もう火を見るより明らかなんですね。そういう

ことでありますから、やはりこの沿線地域と連携をとって、鉄道駅の利用の活性化を促進する協議会のようなも

のを、居樹議員も言われました、もう早急に設置をして、やはり和気駅が便利に使える、そのような駅にしてい

ただけるように自治体としても行動していただきたいということで、これについても答弁を再度よろしくお願い
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します。 

 また、２点目のバリアフリー化の問題について、３，０００人以上の条件をクリアしてない、３，０００人を

超えたら検討したい。私が先ほど説明したとおり、３，０００人未満の駅においてもこれ可能なんです。そこら

辺をもう一度検討していただいて、高齢者や障害者の利用、町役場や福祉関係の施設、総合病院の最寄り駅はま

さに和気駅なんですよ。３，０００人未満でも可能です。きちっと協議会を立ち上げてやっていただきたいとい

うことで、これについては、国と、鉄道と、それから公共企業団体、この三位一体の協議会を立ち上げる気があ

るのか、ないのか、まずそこからご答弁をよろしくお願いします。 

 ３点目について、マンション一体で検討していくということで、先ほど町長の答弁もございました。なかなか

ディベロッパーが見つからないということで、そうなるといつになるんかという時期がもうわからないわけです

よ。駐車場が広くなると、それだけ和気駅を利用しようと考える人が増えるのは、これは自明なんですよ。そう

なれば、また３，０００人を超える可能性も出てくる。そういうことも一体になってますんで、そこのところを

再度ご答弁をよろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 都市建設課長 久永君。 

○都市建設課長（久永敏博君） ＪＲからどのような説明を受けたかでございますが、ＪＲの方から２名、和気

町の方へ来られまして、説明を受けたわけでございますが、もうその時点ではＪＲの社全体の施策、そして今、

組合と話をしている最中ということで、もう既に非対面化の方針が出とるような状況でございました。その中

で、いろいろご不便がないような対応ができるのかということもお願いし、そうした場合、和気駅はこの近辺の

拠点駅になるということで、人員が全くいなくなるわけじゃないということを回答いただきまして、そこから判

断しまして、確かになれるまではご不便がかかると思いますけど、なれた場合、学生さんなんかはもうＩＣカー

ドでそういう時代なんで、なれたら問題ないと判断してるような状況でございます。 

 ２点目のエレベーターの設置でございますが、ＪＲに人数のことを確認しました。２，８００人ぐらいでもで

きるんではないかということを確認したら、そういう根拠はないという回答をいただいとります。エレベーター

を設置する事業費でも、２７年度時点の積算ですが、２基設置した場合、約３億５，０００万円の負担となって

おります。負担割合ですが、国、ＪＲ、町と３分の１ずつの割合です。町の負担としまして１億１，７００万円

ほどになりますが、これが全額一般財源となるか、起債となるか、今後の検討が必要になってまいります。 

 あとは駐車場ですが、やっぱり町の施策として駐車場を広げて利用者を増やすという手もありますけど、駅前

マンション計画の絡みもありまして、そこで駐車場を平面式にするのか、立体式にするとか、そういうこともか

かわってきますので、それを総合的に判断して今後も進めていきたいと考えております。 

               （「協議会、協議会」の声あり） 

 失礼します。協議会なんですが、済いません、失礼しました。協議会については、今後沿線とも関係してきま

すので、そこで町の執行部とも相談して、沿線駅と沿線各市町とかかわってきますので、そこで考えたいと思い

ます。 

○議長（安東哲矢君） ２番 太田君。 

○２番（太田啓補君） 時間がだんだんなくなってますんで、沿線協議の関係については、そのようで結構で

す。 

 あと、２点目のバリアフリー化の関係についての三位一体の協議会について、簡単にお答えいただければと思

います。 

○議長（安東哲矢君） 都市建設課長 久永君。 

○都市建設課長（久永敏博君） バリアフリー化も必要になってくると思いますので、その辺は駐車場の拡張と

か利用者の利便性を考えて、段差、できるところからやっていきたいと思います。 
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○議長（安東哲矢君） ２番 太田君。 

○２番（太田啓補君） 和気駅の活性化、その周辺の活性化については、先ほどお答えいただきました。早急に

町の執行部の中でご検討いただいて、スピード感を持って進めていただきたいというふうに思います。 

 それでは、２点目の質問でございます。 

 にこにこ園や小学校の通園、通学路の安全対策とスクールバスドライバーの安全教育と年齢制限について、お

聞きをしたいというふうに思います。 

 昨今、通園、通学中の幼児や小学生が不審者といわれる人物、それから高齢ドライバーの運転ミスによって被

害に遭うことが頻発しているところです。現在、園児の通園は保護者の送り迎えによることとなっていますけれ

ども、小学生は徒歩通学あるいはスクールバスによる送迎ということになっています。 

 先日、川崎市においてスクールバスを待っている小学生の集団に刃物を持った男が襲いかかるという悲惨な事

件が起こりました。そのようなことを受けて、何点か質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、１つは、にこにこ園や小学校の通園路、通学路の安全確保と危険箇所などの把握はできているのでしょ

うか。また、点検整備の状況はどのような頻度で行われているのでしょうか、教えていただきたいと思います。 

 ２点目が、高齢者ドライバーの交通事故問題が社会問題化をしています。和気町においてもスクールバス及び

公営バスのドライバーへの安全教育はどのようにされているのでしょうか。 

 また、現在おられますドライバーの方々の平均年齢は何歳で、またそのドライバーの方々の年齢制限などは設

けているのでしょうか、ご教授をいただければというふうに思います。 

○議長（安東哲矢君） 教育次長 万代君。 

○教育次長（万代 明君） 失礼します。 

 私の方からは、にこにこ園や小学校通学路の安全対策とスクールバスドライバーの安全教育と年齢制限化につ

いての、１点目の通園、通学路の安全確保と危険箇所の把握はできているのかについて回答をさせていただきま

す。 

 にこにこ園につきましては、園まで、若しくはスクールバスの乗車までを保護者の送迎を原則としております

ので、小学校通学路の安全対策につきまして回答をさせていただきます。 

 通学路は、小学校ごとに児童・生徒が通学すべき道路を定めております。自宅から通学路までは安全を優先し

た道路を通るよう指導しております。平成２９年４月の学校統廃合により、スクールバスで通学する児童も多数

おり、最寄りの停留所までは同様に安全を優先した道路を通るよう指導しております。 

 これまで、岡山県東備地域建設課、備前警察署、和気町都市建設課及び教育委員会により、通学路について注

意すべき箇所を点検し、更には小学校ごとにＰＴＡによる地域の危険箇所を記した安全マップを作成し、通学路

の安全確認を行ってきました。また、交通安全指導につきましても、各学校において交通事故防止に向けた交通

安全教育に取り組んでいるところでございます。 

 議員から指摘がございました痛ましい事件を踏まえ、学校に呼びかけて、新たに通学路の点検作業、危険箇所

の洗い出しをするよう教育委員会から指示をしておるところでございます。実際に通学路に問題箇所や危険箇所

が見つかった場合には、道路管理者等、関係部局と協議をし、早急に対策を講じるよう努めてまいりたいと考え

ております。 

 しかし、学校だけでは児童・生徒の安全を守ることができません。学校、家庭、地域、関係機関等が連携し、

安全を確保することが重要と考えております。現在、登下校時、保護者やボランティアによる見守りが行われて

いる地区が多数あります。また、安全対策として、地域で子ども１１０番の家のご協力もいただいております。

更に、今回のような想定外の事件を受け、不審者情報の把握、警察との連携による登下校時のパトロールの強

化、地域の見守りや、保護者の方に警告のための笛を持っていただくなどの対策を講じてまいりたいと考えてお
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ります。 

 以上、回答とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） 危機管理室長 新田君。 

○危機管理室長（新田憲一君） 失礼いたします。 

 私の方からは、太田議員のご質問の２点目、町営バスドライバーの安全教育と高齢化への対応についてという

ご質問にお答えをいたします。 

 現在の町営バスは、福祉バスを含めまして２９人乗り８台、それから１４人乗り４台の計１２台ございます

が、これを職員１５人で運行をいたしております。当然安全性でありますとか、確実性については細心の注意を

払っております。ドライバーの出勤時の点呼で、その日の体調の確認とアルコール検査、これは毎日の業務とし

て行っております。また、日々の運行の中で個々に気がついた点などは日報に記入をするよう指示をしておりま

すし、教育委員会も含め、情報共有をしております。 

 また、運行管理システムを各車両に取りつけておりまして、ウエブ上で運行の様子、速度でありますとか急ブ

レーキなどがモニタリングできるようになっております。更に、車両の外部と車内にドライブレコーダーの取り

つけを行っております。乗車中の不審者に対します安全対策につきましては、このたびの川崎市での事件を受け

まして、先日６月７日に備前警察署管内のバス運行事業者と教育委員会出席による緊急子供安全対策会議が開催

されまして、バス停や車内での防犯対策についての情報交換を行い、さすまたや催涙スプレーの配備について検

討することといたしました。また、本町ではこのたびの事件を受けまして、周囲にいち早く危険を知らせるとい

う手段として、ドライバー全員にホイッスルを配付することといたしました。 

 今後予想されますドライバーの高齢化ということにつきましては、個人差もあることではございますが、近隣

市の定年制度を参考にさせていただきたいというふうに思います。また、多くの民間事業者では、６５歳以上の

ドライバーには、ＮＡＳＶＡといいまして自動車事故対策機構という機構がございますが、そこが実施しており

ます適齢診断を受講させております。本町所属のドライバーも同様に今年度受講させる予定にしております。 

 ドライバーの平均年齢でございますが、先ほど申しました１５名の職員が４７歳から６９歳までの年齢で、平

均年齢は６１．１３歳でございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） ２番 太田君。 

○２番（太田啓補君） まず、１点目の通園、通学路の安全確保ということで、安全マップや、そうしたものを

されてるということをお聞きをしました。 

 川崎市の事件では、いわゆる外務官僚の父親がスクールバスまで見送りに来ていて、そうした中ででも起きた

わけですね。不測の事態ということで、何があるかわからない現状ですけども、この川崎市と和気町というたら

人口の規模も違う町ですけれども、和気町でも起こらないとは言い切れないというふうに思っています。 

 現在、次長が言われたように、見守り隊ということでボランティアに依存しているのが現状ではないかなとい

うふうに思っています。ある意味、教育訓練された警備員を配置するだとか、そういうふうな何かいい施策がな

いか、ご検討をお願いしたいというふうに思います。この点については、答弁は結構でございます。 

 それから、２点目についてでございますけども、いろいろ毎朝点呼されていて、アルコールチェックだとか、

その日の体調管理、そして日報をする、それから車には管理システム、ドライブレコーダーということで、ハー

ド面の対策はされているんだなというふうにお伺いをさせていただきました。 

 実は、先日、新聞で瀬戸内市内の方で瀬戸内警察署が中心となって、教職員や地域の住民が連携をして、通学

路でスクールバスで通っている児童の見守りをするだとかということで、地域の連携がされた活動が新聞報道さ

れていましたけれども、和気町はこの５月２８日の川崎の事故を受けて、何か特殊な、６月７日に緊急子供の安
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全会議みたいなことはされたというふうにお聞きをしたんですが、和気町とまた地域の方々、教職員、警察署と

いうことで連携をして、何か迅速に対応がされたのかということで、そういうことが和気町でもやってるという

ことが明らかになれば、ある程度これが再発防止の抑止力になるというふうに考えますので、その点、今後どの

ようにされるのか等も含めて、その点について１点、再質問をさせていただきたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 危機管理室長 新田君。 

○危機管理室長（新田憲一君） 失礼いたします。 

 地域の連携ということですが、ちょうどこれは警察署管内の連携ということになるんですが、先ほど教育次長

も言いましたように、地域の安全推進委員という警察署が委嘱した委員がおります。和気町内にも１８人いるわ

けなんですが、そのあたりとの連携、地域安全推進委員、それから学校との連携、警察との連携、そのあたり

は、これは今回の事件があってからというわけではなくて、日ごろから連携をとっております。 

 それから、警察ですから和気町内に３つ交番駐在所があるわけで、そのあたりを中心として、新聞なんかには

余り載らないんですけど、日ごろからそういう連携はとってございます。 

○議長（安東哲矢君） ２番 太田君。 

○２番（太田啓補君） 時間がなくなってきましたんですが、子供たちというのは和気町の宝でございます。そ

うした子供が安心・安全に通園や通学ができたり、学校で安心して教育を受けることができるということをやは

り行政も責任を持ってやる、そして地域の方々と連携をもって、私たちもそうして子供の安全を守っていきたい

というふうに思いますので、今後ともまた行政の方でもよろしく対応をお願いしたいというふうに思います。き

ょうはありがとうございました。 

○議長（安東哲矢君） これで太田啓補君の一般質問を終わります。 

 ここで場内の時計が、午後１時まで暫時休憩といたします。 

               午前１１時４５分 休憩 

               午後 １時００分 再開 

○議長（安東哲矢君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 当瀬議員が出席されましたので、ただいまの出席議員数は１２名です。 

 ３番 從野君。 

○３番（從野 勝君） 先ほどの一般質問の中で答弁者に対して、・・・・・・・・・と発言したことについ

て、発言の削除を申し出ます。よろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 次に、５番 神﨑良一君に質問を許可します。 

 ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 議長の許可を得ましたので、一般質問をさせていただきます。 

 私の一般質問のテーマというか主題は、和気町の減少している人口、これを何としてどうして止めれるか、若

しくは運よければ増加に持っていきたいという、これをテーマに質問させていただきたいと思います。 

 まず、第１問目、この４月、草加町長町政の２期目というか、４月はまだですので、４月の１０日間ほどはま

だでしたので、この４月１日だと思いますが、庁舎内の組織変更がありました。小さな変更でありますが、財政

課というのがつくられました。これについて質問したいと思います。 

 １番目として、その目的、狙い、なぜこの課を新設したのか、その課についてはどのような思いを込めて発足

させたのか、それをお聞かせいただきたい。 

 ２つ目は、それに伴うといいますか、人員構成のことをお聞きをしようと思ったんですが、午前中の同僚議員

の質問の中で、回答の中に２０３名が１９４に９名減ったというお話があったので、私はそのお話を回答として

受けて、２問目はいたしません。 
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 ということで、とりあえずこの１点に絞ってご質問させていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） 総務部長 立石君。 

○総務部長（立石浩一君） 失礼いたします。 

 それでは、神﨑議員の一般質問に答弁させていただきます。 

 庁舎内の組織変更について、その目的は何かというご質問でございますが、行政組織の簡素化、効率化及び定

員管理の適正化を図るため、本年４月１日に一部組織の見直しをしております。 

 内容につきましては、神﨑議員の方がおっしゃられました財政課の新設ということがございますが、全体枠で

ちょっと答弁させていただきたいと思います。 

 内容は、１点目でございますが、人口が逓減している状況、普通交付税の合併算定替えに対応するため、総務

部まち経営課を２課に分離いたしまして、新たに財政課を新設いたしたものでございます。財政課の業務は、財

政全般、広報、統計、電算、財産管理等でございまして、まち経営課の業務は、地方創生、雇用、定住、企業立

地等の企画部門でございます。 

 ２点目が、民生福祉部生活環境課の所在変更でございまして、環境衛生業務を一括して使えるようクリーンセ

ンターに移行いたしました。本庁舎では窓口といたしまして、民生福祉部住民課に生活環境係を新設いたしてご

ざいます。 

 ３点目といたしまして、佐伯庁舎総務事業部の総務福祉課と事業課の統合でございます。窓口行政のソフトサ

ービス部門を中心に維持管理業務部門となることから１課とし、職員が課内で横断的に対応できるよういたした

ものでございます。 

 今回の機構改革によりまして、総合戦略を核といたしまして人口対策等を強固に進め、住んでよかった、これ

からも住み続けたい、住んでみたい和気町を目指しまして、全組織において横断的に取り組んでまいりたいと思

います。それと、財政基盤の健全化、そちらの健全化をより一層図るというもので、財政課の方は新設いたして

おるものでございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） そうしますと、今の要約ということもないんですが、今の人口減少等々、対策を立てる

ために簡素化、組織を効率化するということでつくられたということで、ただ財政課については２課に分けたと

いうことは、財務の内容の細かい、いろんな調査、それから策定があろうかと思いますが、財政の基盤の拡充の

ために財政課を新設したと、このように理解してよろしいでしょうか。まずは、それについて返答は要りませ

ん。 

 今おっしゃっていただいたんですけど、從野議員からもありましたけど、効率化、合理化が招く、それから太

田議員も言われる、結局人が減るということは、ある種サービスが劣化するというのが普通の自明の理なんです

よね。それをどこで補うかは、やはり執行部のアイデアと町民を思いやる気持ちがなければできない。この二輪

でもっていつも考えること、それから温かい心を持って町民を思いやっていただくという、この２つがなけれ

ば、合理化や効率化はただの本当に人を減らすだけの、事務効率が減るだの上がるだけの、そういう人の心の温

かさのない政策に終わってしまうと思います。そこをお願いしたいと思います。 

 それから最後ですが、最後というか、ここは１問減らしましたので。組織としては変わってはないんですけ

ど、再任用でされた方がたくさんいらっしゃいます。町の声の中には、再任用で事務職の主任クラスに、言葉は

悪いですけど格下げのようになった格好でされた方は、特に今までこの３月末まで部長級であったりして、町の

町政に深く携わった方が多い。そういう方が多い中で、席として末席になるのかどうかわかりませんが、せっか

く生かしたノウハウやご経験を再任用の形であっても、たくさん発言や発表ができるのか。なかなか組織の中に
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あっては難しいと思うので、できれば私としてはちょっと提言といいますか、改革チームとか提案チームのよう

なものを、そういう再任用でされるのもいいんですけど、特に町政のど真ん中で活躍された方がまだ６０ですか

ら、今一般企業であれば６５歳が定年という中ですので、そういう中であれば、ぜひ違った形での、組織の中に

組み入れるのも一つかもしれませんが、別建ての委員会だったりというようなものを立ち上げられて、行政のサ

ポート役のようにされたらいいのかなというようなことを今回の組織変更等で思いました。これは私の感想です

ので、回答は要りません。 

 続きまして、２問目、待機児童について。 

 現在、和気町全体で待機児童、待機児童というのはゼロ歳児から６歳児ですかね、いわゆる小学校就学前まで

の児童とか乳幼児になりましょうか、その方々が現在何人いらっしゃるのか。私の知識だと数年前までは待機児

童はゼロだったとお聞きしたように思うんですが、現状この４月段階でしょうか、何人いらっしゃるのか、質問

させていただきます。 

 ２問目として、もしいらっしゃるのであれば、待機児童を少なくする方法だとか、待機児童をゼロにするよう

な方策、施策は和気町の方で考えていらっしゃるのかどうか、それをお聞かせいただきたい。 

 ３点目は、その方策を基にした今後の展望、この展望についてお聞かせいただきたいと、こう思います。でき

れば、本荘地区だとか、和気地区だとか、佐伯地区とかということでわかれば一番いいんですけど、そこまでの

統計がなければもう全体把握でしかないので、待機児童の数を教えていただきたい。 

○議長（安東哲矢君） 教育次長 万代君。 

○教育次長（万代 明君） 失礼します。 

 私の方から神﨑議員の待機児童について、現在の待機児童数は何人か、現在の施策は、今後の展望はについて

回答させていただきます。 

 ５月末現在の待機児童数は、ゼロ歳児で佐伯にこにこ園１名、和気にこにこ園３名、本荘にこにこ園３名の７

名おりますが、どちらも保護者の入園希望日を超えている待機児童はいない状況です。１歳児については、本荘

にこにこ園で２名が待機している状況でしたが、４名のあきのある佐伯にこにこ園を紹介したところ、１名につ

いては入所が決まっている状況でございます。２歳児は、全ての園で定員いっぱいの受け入れをしており、今後

入園希望がありましたら待機になる予定です。３歳から５歳児は、まだ受け入れる余裕がある状況です。 

 次に、現在の施策はとの質問でありますが、保育教諭を確保することによって待機児童は解消されますので、

ハローワークでの求人、人材派遣会社への依頼、職員ＯＢや職員の知人を紹介してもらうなど、全てのにこにこ

園でも共通認識を持って探している状況です。ですが、見つかっていないのが現状です。また、離職者を出さな

い取り組みも重要と考えており、園長を除く全ての職員について職員面談を行い、現在の職場環境の状況等の聞

き取りをしております。 

 最後に、今後の展望はとの質問ですが、今年度１０月１日から幼児教育の無償化が始まる予定ですが、和気町

の独自施策としまして、これまでも幼稚園使用料と預かり保育料を無料とし、また保育所保育料についても現行

の基準額から最大６，２００円を減免し、子育て世代の経済負担の軽減を図っていることと、少子化により子供

の数も減っていることから、入園希望児童が極端に増えるとは想定をしておりませんが、引き続きあらゆるネッ

トワークを活用し人材確保に努め、職員待遇面を含めた採用計画の見直しについても検討していきたいと考えて

おります。 

 以上、回答とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） そうしますと、今１番でお尋ねした待機児童の数ということでいけば、ゼロ歳児ではお

父さん、お母さん方が望んでないから、考えようによってはゼロだということでよろしいんでしょうか。それが
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１つと、それから１歳児については、今のうち１人はもう佐伯の方に入れていただけるので、実質的にはもう一

名だけという、そのように私は理解したんですが、それで間違いないでしょうか。お願いします。 

○議長（安東哲矢君） 教育次長 万代君。 

○教育次長（万代 明君） ゼロ歳児につきましては、今現在ゼロということです。保護者の方の希望日が来ま

したら、その方が待機になるという状況でございます。 

 あと、１歳児につきましても、町全体でいいますと待機児童はゼロということでございます。佐伯の方でまだ

あきがあるということでございます。先ほど申したのは、今の現状ということで申し上げさせていただきまし

た。 

○議長（安東哲矢君） ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） ２番目の施策として今何をされてるかというのは具体的にありましたけど、要は教諭と

いうんですか、お子たちの面倒を見る方がいらっしゃらない、その採用を一生懸命されていると、このように伺

いました。 

 ただ、その中で早くやめられる方がおると。離職があるということはある種、団体の話なので、園長を中心と

した組織づくりがあるんだろうなと。その中にも、せっかく子供たちがかわいいからといって保母さんというの

か、そういうのに憧れて入ったけれども、現実が違ってたと思って、急きょやめられる方が多いんじゃないかな

と。それはそれとして、組織の問題としておかしいなと私は思うので、やっぱりそういう人も本当に自分の夢を

かなえて、お子たちの面倒が見れるような園であったり、にこにこ園でないとあかんのじゃないかなというの

が、ちょっと今原因だけで、聞いた話なので推測したらあきませんけども、離職が早いというのは、私はそう長

い会社経験を経た中で、一番問題なのは企業でもやめるのは人間関係なので、仕事がえらいとかつらいでやめる

人はほとんどいないというようなことを今の自分の経験から思うに、ついぞそう思ってしまいます。そのあたり

はもう次長の方にというか、町の方にお任せしますので、組織の中でのつまり無理難題を言う人がおったり、や

っぱり部下を育てることができないのは教育者として非常におかしいので、そこらあたりはしっかり目を光らせ

てやってあげてほしい。そして、若い保母さん志望の人をすくすくと育てていっていただきたい、このように思

います。 

 ということであと、和気町に人が移住してくる人の多くは、やっぱりゼロ歳児から３歳児だとか６歳児と聞き

ます。どうしてもお子たちが小学校、中学校に入ってると移住がしづらいということで、そのあたりの策もしっ

かりしてないと、和気町の移住・定住策に水を差すことになりかねないと非常に思います。せっかく今、去年、

おととしだったら転入転出で何とかプラ・マイというよりは、亡くなる方の数さえも上回るというか、それをフ

ォローするぐらいの人が来ていただいているわけですから、せっかく今和気町にある定住の流れというのを止め

ないように、特に待機児童の問題は細かい配慮をしていただければ、多分その心はまた全国の皆さんに伝わっ

て、和気町に来ていただけると、私はそう信じてますので、そこをよろしくお願いいたします。回答はオーケー

です。 

○議長（安東哲矢君） ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 質問の３番目、ウオーキングについて。 

 和気町は、若い人、それからお年を召した方もよく歩いておられます。非常に活発にウオーキングをされてる

なあと思っております。現在、和気町が主導して行われるウオーキングに関する催し物は、どのようなものがあ

りますでしょうか。ありましたら、それを教えていただきたい。そして、その目的といいますか、狙いは何かと

いうことをお答えいただきたい。それが１つ目。 

 ２つ目は、今、岡山市が行っている健幸ポイントプロジェクト、健幸のケンは健でいいんですけど、コウが健

康の康じゃなくて、幸せという、ちょっともじった言葉になってますが、健幸ポイントプロジェクトをやってお
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るんですけど、和気町としてはそれをどう思われるかなと、どう考えておられるかなというのをちょっとお聞き

したい。 

 この２点についてお聞かせいただきたい。 

○議長（安東哲矢君） 危機管理室長 新田君。 

○危機管理室長（新田憲一君） 失礼いたします。 

 神﨑議員のウオーキングについてというご質問にお答えをいたします。 

 ウオーキングイベントは、危機管理室の方で担当しておりますので、そのことについてまずご説明をしたいと

思います。 

 和気町では、１１月２３日の勤労感謝の日に片鉄ロマン街道ふれあいウオーキング大会というのを開催をいた

しております。このイベントは平成２５年度から開催をいたしておりますが、イベント開催の目的といたしまし

てはいろいろございまして、まず合併から７年が経過したころでございましたので、子供から大人まで多くの町

民が参加できるイベントを開催すること、これによりまして合併後の新町の一体感を醸成する、こういう目的で

始めました。そのほかにも家族や仲間とウオーキングを楽しんでもらうことで、このウオーキングすることの定

着を目指して町民の健康づくりにつなげること、そのほかにも観光資源でございますので、片鉄ロマン街道、観

光資源を広くＰＲする。それから最後に、同じ日に和気ドームで開催をしております和気町ふるさとまつり、こ

れとのタイアップによって相乗効果を図る、こういった目的のもと始めたものでございます。 

 昨年度の開催状況につきましては、３６２名の方からお申し込みをいただきまして、当日は３４１名のご参加

をいただきました。参加申込者の内訳といたしましては、町内の方が４９名、町外が３１３名と、県外、町外か

らも多数ご参加をいただいております。 

 コースは、和気駅南駐車場から天瀬駅までの折り返しコースで、途中のふるさとまつりの会場もチェックポイ

ントとして設定をしております。また、各チェックポイントでは和気鵜飼谷温泉の入浴券、これを持って帰って

いただいたり、町内企業の商品などを参加者に配布したり、それから地域の方に賄いをしていただいたりするこ

とで、和気町をＰＲするという考えのもと実施をしております。 

 今後も健康づくりの増進や地域の活性化につながるように、多くの方々に参加していただけるようなイベント

にしたいというふうに考えております。 

 以上、ウオーキングのイベントについてのご説明です。よろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼します。 

 それでは、神﨑議員の２つ目のご質問について答弁いたします。 

 岡山市が実施していました健幸ポイントプロジェクトですが、これはポイントというインセンティブで健康づ

くりを結びつけるというものだと考えております。日々の歩数や指定の健康講座、健康診断などの受診等により

ポイントがたまり、ポイント数に応じて商品券と交換ができるというものです。こういった制度は、インセンテ

ィブのターゲットとして、健康づくりに対し健康情報を積極的にとらない、いわゆる健康無関心層に掘り起こし

としての効果はある程度期待できると考えております。また、実施した岡山市の分析によると、参加者の医療費

の抑制にも一定の効果があったというふうに聞いております。 

 和気町では、国民健康保険の特定健診の受診率が３６％前後と非常に低い水準にあることから、住民の健康へ

の関心度が低いというふうに考えております。運動習慣のある人は病気などに対する抵抗力が高く、生活習慣病

の発症も少ないなど、健康づくりの重要な要素となることから、本町でも健康教室や、よっこらどっこい体操な

どを実施しています。しかし、参加者も少なく、参加も特定の人に限られている状況であることから、今後は関

係各課とも連携し、誰もが参加しやすい運動行事や健康教室の企画立案を行い、健康への関心啓発を進めてい
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き、住民の皆さんが生涯を生き生き健康で過ごせるよう生活習慣の改善を初め、定期的な健康受診の啓発や生活

習慣病の発症予防、重症化予防などの総合的な健康づくり事業に取り組んでいきたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 昨年１１月２３日に行われたふれあい健康ウオーキング、私も参加しました。狙いの中

に町民の触れ合いとかということなんですが、今聞かれたってわかると思いますけど、３４１名の参加者で４９

名が町内、あと３００名近い方は町外でした。私も歩いてて、お話をちょうど佐伯の河本の辺でしたか、トンネ

ルあたりで聞かれたりして、やっぱりよそから来られてて、なかなか町内の人と話ができず、町外の人から話を

聞いた。それはそれで２番目の、２番目というか、和気町のアピールには役立つんでしょうけど、和気町内の人

がなかなかもう少し、私は皆さんがよく歩いてくれてるっていうイメージの中で、そういう会に参加が少ないの

は若干寂しいものがありました。ただ、今言ったように、ほかのイベントも重ねてあったり、１１月のそういう

時期ですので、時期的なものもあるのかなと。私は、このウオーキングっていうものに和気町、女性の方は健康

寿命が非常に長いです。健康寿命というか、寿命が長いんですけど、それを健康にして長くしたい。男性もそれ

に追っつけということでやりたいと。歩くことによって体を本当に健康にしてほしいというのがありまして、そ

れをだから町の施策の中に大きく取り上げてほしいなと思って、この一般質問に取り上げました。だから、ふれ

あい健康ウオーキングも１回にとどまらず、いろんなことと結びつけていったらいいのかなと。 

 あと、別口でボランティア協会、ボランティアの会が和気町、吉永等々にある、吉井川から以東にある八十八

カ所めぐりというのをやってます。これは大体お寺だったり、お札場所があるので、それを年に１回ないし２回

ですか、ここにはやっぱり三、四十名が参加されますし、年齢層でいくと、前回だと小さいお子さんは４歳か

ら、この前は９０歳ぐらいの方がいらっしゃいましたかね。だから、おととしになるんかな、１００歳を超えた

方がそのボランティアの会で歩かれてるという、こういう事例もありますので、ただ歩くだけだと難しいですけ

ど、さっきおっしゃられたように和気町のＰＲを兼ねた史跡めぐり的なことと組み合わせると非常に歩きやすく

なる、それから興味、動機づけができるかなということで、町としてはそういうあたりも積極的に取り組んでい

ただいて、新しいアイデアで和気町に人を呼ぶんだ、呼んだ人と同時に和気町の町民が健康のためには一生懸命

歩くんだ、歩いていくんだと、歩いて私たちの健康づくり、まちづくりをするんだという意識にしてほしいよう

に、そういったリーダーシップを町長以下、執行部でとっていただきたいと思って、私はもうウオーキングとい

うのは前回も一般質問でさせていただいたのは、そういう意図があってやっている。それが町外に広がると、人

が来るだけじゃなく、やっぱり定住しようかとか、健康なお年寄りが多いとなると、お仕事も増えるだろうし、

移住してきたいと思う方も増えるかなと、非常に息の長い、気の長い話ですけども、そういったことが和気町の

いわゆる人口減少を止める策かなと思って、強くそう信じてやみません。だから、それの具体的な催し物だと

か、イベントをぜひ年に１回っていうんじゃなくて、考えてほしいと思っております。 

 それから２つ目、岡山市が行っている健幸ポイントプロジェクトについては、今課長の方から説明していただ

きました。ちょっと曖昧だったんですけど、医療費の効果もあるって言った中で、医療費がどのように削減され

たか。大体５，０００名を対象にしたと思うんですけど、参加者５，０００名の１年間の医療費の増加額が８万

１，０００円と。その健幸ポイントプロジェクトに参加しなかった人のグループだと１人当たり１２万２，００

０円ということで、そういう結果が出てるので、参加した方々の抑制力というんですかね、やっぱり医療費は仕

方ないんです、年をとると増えていくんですけど、それが１２万円増えるところが８万円で済んだというような

結果が出てるということを岡山市のページで言っておりましたので、そういった効果がある。これは一つの目安

になるかなと思います。 

 それからもう一つ、皆様に調べていただいたり、今後検討していただきたいのがあります。それは、さっき言
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ったプロジェクトの和気町でイベントをやろうという具体的な策の一助になると思って私は申し上げたいんです

けど、今、オブザーバーとして厚生労働省、これがオブザーバーの代表です。それから、内閣府、総務省、文部

科学省、経済産業省、国土交通省と、これらがオブザーバーとして、発起人は、民間企業としてはオムロン、み

ずほフィナンシャル、東芝等々の大手企業、個人としては東京大学の浅見教授等々、それから地方自治体として

は岡山市長、それから東京都の多摩市長など、こういう自治体もいわゆる発起人としてなってるんですけど、ス

マートウエルネスコミュニティ協議会、こういうのも立ち上げてます。こういうのを一つの判断材料にしていた

だいたらいいんですけど、これがどういうことをやってるか。目的は、健康長寿を達成するためにまちづくり、

スポーツなどの多様な要因に横串を刺して、縦割りじゃないってことですね、横串を入れて、健康長寿を可能と

する社会技術の構築を目指すんだと、そういう協議会があるんですね。そこの試算によると、１人１歩歩くと

０．０６１円です。何やそりゃ、一銭もというてから１円もならんがということかもしれないけど、人が歩くこ

とによって、それだけの医療費の削減だとか、介護費の削減につながるという価値をこの協議会が出しておりま

す。それによりますと、和気町、例えばですよ、試算をこんなことをすりゃあ、計算すりゃあ済む話ですけど、

わかりやすく言いたいので言いますが、さっき言いました０．０６１円、これを１，０００歩、今まで歩いてな

い人が１，０００歩歩く、１，０００歩歩いて３６５日、１，０００人歩いたら年間で２，２００万円ですよ。

これだけの医療費の抑制効果が出るという試算が出てるんですね。見てわかるように、これの母数を増やした

り、歩数を増やしたり、それから１，０００歩を１，０００人ですから、１，０００歩じゃなくて、普通の人だ

ったら８，０００歩歩くというんですけれども、普通５，０００歩ぐらい歩いてるから、３，０００歩増やして

もいいでしょう。それから、１，０００人と言わず、健康な子育て世代が歩けないと、いろいろおっしゃられる

けど、１，０００人じゃないよ、例えば１万人とすれば、億単位になるんですよ、すぐにね。だから、そういう

ところを本当にその数字が正しいうんぬんはともかくとして、ある種そういった公的機関もオブザーバーとして

入ってるような協議会が、きちっとしたそういう歩くことについての価値を見出してる。１歩の価値を出してる

というところを一つの指標にしていただいて、それをもう少し研究研修していただいて、和気町に取り入れられ

ないのかなあ。 

 私は絶えず言うてます、和気町の財政をやっぱり軽減したい、これはもうずっと言ってる。去年は太陽光発

電、それから電灯の変更でいろいろ町にも申し入れたりしましたけど、いろいろはちょっと町の政策だったり基

本方針とたがえまして、持ち込んだ案件は全て断念せざるを得ませんでしたけども、そういった形で具体的に町

の財政をどうしたら軽くできるんかということを必ず片方では考えながら、かついろんな事業については積極的

にやりたい、これが私の信念です。そうじゃないと、和気町は沈んでいく船になってしまう。新しい生徒は少な

いといえども、夢や希望を持った若い人たちがいっぱいいてる。そこにまた移住の人も来てるという中で、若い

人たちの夢や希望を絶やさないためにも、しっかりとそこは町が中心となって、そのかじ取りをしていただかな

いといけないという中で、やる事業と経費の節減、これは当然の両輪です。これは両方やってみて初めてなの

で、私はそういう面からもこの歩くこと、特にウオーキング、場合によってはノルディックウオーキングでもい

いでしょう、つえをついて歩くやつね、こんなものをやってます。それから、歩き方によっていろんな効果が違

います。そういった勉強会でもいいし、それからさっき言われた受診率を上げるということなんかにも当然寄与

してきますし、こういうことを積極的にやって、和気町の健全な財政と未来ある、そして希望がある町にした

い。こう願って、いろいろと提言をしていきますので、よろしくお願いします。 

 回答はよろしいので、最後、町長から私が言ったことについて何かあれば一言いただいて、私の質問を終わり

ます。 

○議長（安東哲矢君） 教育長 徳永君。 

○教育長（徳永昭伸君） 失礼します。 
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 神﨑議員から今、町長にということでご指名がありましたけども、社会体育に関することということで、私の

方からご答弁をさせていただきます。 

 先ほど来、ウオーキング大会等にかかわらず、多くの町民の方が参加できるような大会の実施等、いろいろご

提言をいただきました。町民の体育振興につきましては、町長からも強い要請を受けております。教育委員会と

してもいろいろ考えて、町民の健康づくり、体力づくり、ひいては生きがいづくりに取り組んでいかなければい

けないと思っております。 

 また、いろいろ議員の皆様からもご提言をいただきまして、町全体で町民の健康づくりに取り組んでいきたい

と思っておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） ありがとうございました。 

 これで私の質問は終わりますが、最後に、和気町は我々みんなでつくるものです。ある一人の人がつくるもの

でも、ただ意見がある人だけがつくるものでも、反対者がつくるだけでもありません。皆さんが力を合わせてつ

くっていく。となれば、当然今の問題点が何かということをしっかりと分析して、見詰めていかないといけな

い。どんな問題でもそうです。とにかくそう聞いたからとか、人が言うからと、こんな頼りないことで和気町が

うまくいくはずがないというのを、私は常に信念として持ってます。問題があれば、その問題をとことん突き詰

める、一生懸命みんなと話し合う、これでこそ議会であり、和気町政だと思いますので、そこらあたりを自分自

身にも言い聞かせながら、皆さんと協力して、チーム和気だと、チーム和気で頑張っていくぞということで、そ

ういう気持ちでおります。ありがとうございました。 

○議長（安東哲矢君） これで神﨑良一君の一般質問を終わります。 

 次に、１０番 西中純一君に質問を許可します。 

 １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 私は、まず１番目に、塩田住宅の被災者に対する対応と和気町の方向性はということ

で質問をさせていただきます。 

 まず、その復習といいますか、経緯だけ先に述べさせていただきます。 

 私が知っている限りでは、被災された方が塩田町営住宅ですが１７戸で、最初に塩田のコミュニティハウスに

逃げてもらって、それから奥塩田のコミュニティハウスに移る。それから１週間ほどしてでしょうか、それでも

ちょっといろいろ対応ができないというふうなこともあったりして、鵜飼谷温泉に避難をしていただくというふ

うなことだったと思います。その後に、方々実家へ引っ越しするとかいろいろあったわけですが、町の被災者に

対する方針としては、ビレッジハウス、昔の雇用促進住宅ですね、そして佐伯の桃谷順天館といいますか、その

社宅、社員寮、若しくは長楽団地、それから英語指導助手が入られていた借家等の指定した住宅へあっせんをし

たと。そこへ行かれた場合には、町の住宅家賃を免除して、更にその家賃が高ければ、そこの家賃と町営住宅の

家賃との差額を補助するというふうになったというふうに思います。 

 それから、国の義援金というものも出てくるという中で、先に町としては、たしか８万円じゃなかったかと思

うんですが、見舞金を出したというふうに思っております。間違ったらちょっと訂正してください。それから、

義援金が１次、２次、３次というふうに来て、その合計が４５万円程度じゃなかったかなというふうに思いま

す。それで最後、もう一度何か４次、５次というので、もう一遍出てるかもしれない。その点についてはちょっ

と知らないので、それがもし出ているのであれば、後で教えていただきたいと思いますが、そういうふうな対応

をされたと。 

 そういうことで、まず質問をしたいのは、１つは、この塩田のあの地区っていうのは、吉井川の支流、大前川

というのがございまして、そこから逆流をして住宅が被災をしたということで、まず一番重要なことは、その郵
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便局の隣の土地を土地購入というふうな問題があったと、それができていなかったので、そこから水が浸入して

きたということでございますが、その土地の購入、それから県の設計、そして工事ですね、その段取り、それは

防災工事の段取りはどういうふうになってるのかというのが１問目。 

 それから２問目は、最終的に１７件の被災者のうち何世帯が復帰されて、あとの方は方針を変えて転出なり、

あるいは家を建てるとか、そういうふうな方針転換をされたのか、それを教えていただきたいと思います。 

 それから最後に、私としてはやはり住民対応に不行き届きがあったのではないかなというふうに思っておりま

すが、このことを通じて反省点というか、こういうものはなかったのかどうなのか。本来的にはそういう防災都

市公園というものが問題になりましたが、こういうそれぞれの防災対策というものが重要だと思うので、今後い

ろいろ自主防災組織とか、いろいろなものがあるわけで、そういう今回の対応で反省点というものを今後生かし

ていただきたいと思いますので、その反省点がなかったのか、その３点についてまずお尋ねをしたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 都市建設課長 久永君。 

○都市建設課長（久永敏博君） 失礼いたします。 

 それでは、西中議員の塩田町営住宅被災者対応と和気町の方向性はのご質問の１点目、防災工事はどうなった

かについてお答えいたします。 

 まず、塩田郵便局付近の築堤のかさ上げについてでありますが、ご承知のとおり、先般の７月の西日本豪雨災

害により吉井川の水位が上昇したため、大前川が逆流し、その影響で一部堤防から越水し、塩田団地２０戸が床

上浸水する甚大な被害が発生いたしました。その後の調査の結果、原因として、平成１０年に激甚災害による大

前川の改修工事を計画し、その後、工事を実施しておりますが、地権者の協力が得られなかったことから、郵便

局付近の堤防が一部未改修であったということが判明いたしました。町では、河川管理者である岡山県に対し早

急に対応、改善するよう要望しており、現在は応急対策として耐候性大型土のうを設置し、仮堤防が国道３７４

号から蔭平橋まで完成しております。 

 今後の工事の進捗状況についてでありますが、岡山県に確認したところ、現在測量実施設計を行っており、本

年９月ごろをめどに用地買収を行う予定であると聞いております。なお、かさ上げ工事については、出水期を外

した本年１１月ごろから工事を実施し、本年度工事の予算が１，０００万円ほどついておりますが、工期は２年

程度かかる予定であるとのことでございました。町といたしましても住民の不安を早急に取り除く観点からも、

今後も事業が早急に完成するよう岡山県に対して予算措置を強く要望してまいりますので、ご理解をお願いいた

します。 

 次に、２点目の塩田団地の１７件の被災者は、何世帯復帰され、何世帯転出や住居等、方針を見直されたかに

ついてでありますが、被災された１７世帯のうち１１世帯が引き続き塩田団地へ入居され、６世帯が転居されま

した。町が把握している限り、転居された６世帯の方は、５世帯が新たな転居先で、家の新築はありません。１

世帯が実家へ転居されたと把握しております。転居された方の中には、今後の水害の心配があるかもしれません

が、今回の被災を一つのタイミングと捉え、新たな居住先へ転居された方もおられます。また、子供の通学や今

後の生活圏を考慮し、転居されたものと考えております。 

 次に、３点目の住民対応に反省点はなかったかについてでありますが、町は昨年の７月６日の豪雨災害時の住

宅浸水後、翌朝７日には塩田団地の皆様の避難先である奥塩田コミュニティハウスに草加町長とも出向き、状況

を確認し、ご意見をお聞きしました。また、７日の午後には第１回目の塩田団地全体会を開催し、入居者の方の

要望、意見、質問等をお受けいたしました。その後、速やかに食事、入浴、仮住まいの調整等、対応を進めてま

いりました。以後、全体会を３回開催し、入居者の方との連絡調整に努めてまいりました。早急に一時居住先の

確保、食事の確保、日用品の支給、鵜飼谷温泉の開放、町からのお見舞金の支給、義援金の支給、塩田団地の修
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繕工事、排水ポンプ車の配備、岡山県の護岸工事の要望等を行っており、町としてできる限りのことを対応いた

しました。その間、特別入居者の方からは苦情等ありませんので、入居者の方へも一定の誠意は伝わっているも

のと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼します。 

 それでは、西中議員からのご質問で、見舞金、義援金について答弁をさせていただきます。 

 平成３０年７月豪雨におきまして、和気町では被災者の方々につきまして、生活見舞金として全体で１８６万

円を見舞金として手渡しております。また、和気町におきまして平成３０年７月豪雨岡山県災害義援金として、

第１次配分から第７次配分まで配分があり、合計で２，５５０万円の義援金が岡山県義援金配分委員会で決定さ

れ、和気町に交付されております。 

 なお、和気町での義援金の配分につきましては、岡山県からの配分のタイミングに合わせまして、３回に分け

て被災者の方に全額を配付しております。なお、配付金額につきましては、個別には申し上げられませんが、被

災状況に応じまして２１０万円から２０万円の間でお支払いを全額しております。 

○議長（安東哲矢君） １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 今、答弁をお聞きしまして、やはり若干ずれがあるんで、要するにもっと早くに工事

に取りかかれるのかなと思ってたら、結局工事着手は、用地買収は９月で、１１月に工事実施、完成年度は令和

２年度に完成ということだと思うんですよね。ですから、あの土のうのままで、あと２年間、１年間半以上です

か、過ごさなければいけないというふうなことになると、非常に住民の方は不安を持たれると思いますし、今９

戸募集しておりますが、なかなか募集が埋まらないんじゃないかなというふうに思います。本当はもう９戸転出

したのかなと思って、６世帯ということはある程度とどまった、１１世帯はとどまったんですか、ということは

まあまあある程度とどまったのかなというふうに思いますが、私が個別にいろいろとお聞きしたところでは、い

ろいろと個別の苦情といいますか、住宅をリフォームした段階で木が物すごくまあしようがなかったかもしれな

いですけど、１メートルぐらいで、外から丸見えじゃというて、女性の方がそのように言われたり、若干トチャ

マチャしたことが、そういうようなところがあったように思いますし、被災をしてるときに義援金が出たけれど

も、そういう壊れた電化製品等を買ったのかと言ったら、テレビ等は親せきのを借りてるとか、いろいろ我慢を

されてやられたやに聞いてるんです。最近ちょっとまだお会いしてないので、それがどうかあれですけれど、諦

めてそういうふうになってるのかあれですけれど、正直町の対応には、いろいろと個別にはそういうコミュニテ

ィへ移るときの問題とか、それから一番あれだったのは、町が指定していた以外の住宅へ移ってる場合は、それ

はもう家賃の差額補助は全くなかったということで、このことが一番問題だったかなというふうに思ってるんで

すけれど。今、県外からいろいろと移住者を求めてやっているわけですが、その中でも町内に住まわれてる方が

被災した場合がこのような程度の対応ということで、和気町にとって今後のそういう住みやすい町というふうに

言われるのかどうなのか、その点をもう一度考えて、今後の処理の方をやっていただきたいと思いますが、聞く

ことはそういうのを含めて、今後住宅が９戸もあるという中で、その工事をもうちょっと早急にやってもらうと

か、その辺の何らかの対応がないものでしょうか。その点だけお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 西中議員のご質問でございますが、７月５日から８日にかけての異常気象によるところ

の集中豪雨で、このあたりは２７４ミリというような集中豪雨に見舞われたわけでございますが、いろいろ後か

らの対応について不備があったんじゃないかなというご指摘でございますが、実はあのときのことを時系列で記

憶にある範囲でお話を申し上げますと、私は７日の深夜２時半ごろに塩田へ副町長と一緒に出向かせていただい
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たんですが、ちょうど苦木のところで、国道３７４へ吉井川が越流いたしまして、通れないというような事情が

ありましたので、引き返さざるを得ないというような状況の中で、塩田コミュニティへ皆さんが避難をしていた

だいとる、それを危険もあるので、上の奥塩田のコミュニティハウスへ移動してほしいというので、消防署へお

願いして、消防署が全員を向こうの上の塩田住宅の方へ、奥塩田の住宅の方へ移動していただいたんです。それ

で、その朝、次の朝すぐ私は奥塩田のコミュニティハウスへ出向きまして、お見舞いを申し上げながら、できる

ことはさせていただこうということで、できるだけのことを私はさせていただいたと思っておりますが、基本的

には町の見舞金といいますのが３万円、十分ご承知だろうと思いますが、それを議員の皆さんにもご理解をいた

だいて、５万円の追加をして８万円。８万円のお見舞金を出させていただいて、それから今度はその間、地元が

高齢者ばっかりでございますから、なかなか地元で炊き出し等ができません。これ、地元のコミュニティで本来

ならやっていただくことなんですが、なかなかそれも不可能な状態がございますので、鵜飼谷温泉の方を準備を

いたしまして、鵜飼谷温泉の方へ食事の用意もさせていただいて、どうしても来れない人は、利用できない人は

まあそりゃあ利用せられなんだ方もおられるんですが、基本的には私の方で用意をさせていただいて、お風呂へ

も入っていただいて、泊まりもしていただいて、結局、結果的には床上浸水が３０戸、床下浸水が５０戸、裏山

が崩れて半壊が１戸、倉庫が全壊が１戸というような、大ざっぱなことなんですが、そういうような状況の中

で、できる限りのことは町の執行部としてやらせていただいたというふうに私は思っておりますし、鵜飼谷温泉

に対しても最終的には国の指定もいただきましたから、その関係で助成もありましたので、百八十数万円、地域

がやられるその炊き出し費用、そういうものは鵜飼谷温泉の方へもお支払いをさせていただいたりいたしたわけ

でございまして、それから町営住宅の改修についてはすぐ入りましたが、７，５００万円ぐらいかかったんで

す。それで全戸改修をして、そこへまた帰っていただいたんですが、その間においてはビレッジハウス、町営住

宅、それから民間住宅等にご入居いただいて、ご入居いただく、その家賃差額っていいますのは、塩田住宅で支

払いになっておられる家賃に上乗せ分は町が全部持たせていただくということで、ビレッジハウス等のあっせん

もしっかりやらせていただいたというふうに思っております。それから完成した後、そちらへ帰っていただくと

いうことの中で、全戸が帰られなかったということは、これは個人の生活の都合でいろいろあったんだと思いま

す。しかし、一応行政側としてやるべきことはやらせていただいたというふうに思っております。 

 それから、大前川の問題でございますが、大前川はかさ上げを２０年前にやられたんです。ところが、そのま

ま入り口部分が吉井川の越流で逆流をしていったと、それでつかったんです。それで、その問題っていいますの

は、地権者の方のご理解がいただけなかったということで、私は県の方へすぐやってほしい、すぐやらんと、こ

れがもし次に災害が発生すると天災じゃございません、人災だというんで、知事とも私はかなり厳しい話しした

んです。そうしましたら、すぐトン袋をあそこへ設置をして、それで用地買収にもかかったんですが、用地買収

は今交渉中でございまして、ほぼご理解をいただいておるということで、工事に入るのは今雨季に入りましたか

ら、今これをトン袋を取って工事っていうのはできませんので、この雨季が過ぎたら工事に取りかかるという約

束もしていただいておるところでございまして、またそのトン袋の土砂については、今かさ上げをした部分へま

たもう一回かさ上げをしようと、もう少しかさ上げをしていこうと、そんな計画も県の方は立てていただいてお

るような状況でございまして、私どもの方に十分なことをしてなかったんじゃないかということでございます

が、それはそれなりに反省の上に立って、また次にそんなことがないように、いろんな意味で行政でございます

から、反省の上に立って、また反省ということがあるかもわかりませんが、住民の皆さんの生命、身体、財産を

守るために頑張ってまいりたいと思っておりますので、ひとつぜひご理解を賜りたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 本当はもっと工事の早期実施等、議論もしたいところでございますが、用地買収とそ

の後の関係もありますし、令和２年度、早急に工事が完了するようにぜひお願いしたいと思いますし、そのポン
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プの配置については８月というふうなことで、遺漏がないようにその準備を、今後の不測の事態に対する準備を

ぜひよろしくお願いしたいと思いますし、その住民感情というのはいろいろなものがあるということなので、ぜ

ひとも慎重に今後とも塩田住宅の方々には対応をよろしくお願いしたいと思います。 

 次の質問に移らせていただきます。 

 和気の本区の場外舟券売り場というんですか、舟券発売所、この推進する意向でありますかということをお尋

ねしたいということでございます。 

 これについては、地区の区長から請願も出ていると。それから、視察に５月１６日に議会としても参りまし

た。多くは申しませんが、鉄工所の前というか、し尿処理センターの前の農地を借地で利用されたいということ

でございます。倉敷市と和気町が協定を結んで、その運営会社がそのもとに来るというふうなことで、売上目標

が６００万円、それから和気町へその売り上げの１％が入ってくる。本区には大体１００万円ぐらいが入るんじ

ゃないかということでございます。現地を見た感じでは、一見問題がないと。井原市の視察に行きましたけれど

も、交通整理とか、あるいは学校が近くにないというふうなことで、一見いいように見えるわけでございます。

それから、警備の人も警察ＯＢの方がおられたり、十分強化をされているというふうなことも見ました。しかし

ながら、やはり本質的にはいわゆるギャンブルといいますか、人がそういうお金を出したものを倉敷市が運営を

して、そのおこぼれが少し来るというふうなことなんですか。船舶振興会がやってることだろうと思うんですけ

れど、環境悪化とか交通渋滞、地価の問題が上がるというよりも下がるんじゃないかという可能性を私は思いま

す。それから、とにかくそのことによって、その周辺がやはりいろいろとダフ屋というんですか、そういうのが

来るとか、いろいろなものが出てくる可能性が私は考えられる。それで、和気町じゃない、主としては恐らく赤

磐市周辺の方が来られる、狙われてるというふうに思います。そういうことで、破産をされるようなことが出る

可能性があるというんで、人の不幸を基にお金をもらうっていうのは、非常におもしろくない。避けて通った方

がいいと私は思います。 

 今のところ、本区の方で賛成多数で推進をするというふうになっとりますので、もうあとはこの議会が反対が

ない、それから町執行部が推進する、そういうのがそろえば、８月にもこの協定が結ばれて、私の想像ですが、

これは。年内にも国土交通省の許可が出る可能性があるというふうに私は思っております。これは、私は危険な

状況だと思います。これは、過去にも近隣の備前市の香登だとか木生だとか、そういうところでも話があったや

に聞いております。それから、東岡山ですか、そういうようなところもあったんですが、住民の反対運動等があ

って、それは潰れているというふうなことで。資料を見ますと、結構やまっている自治体も全国を見れば１つ、

２つはあるというふうに聞いておりますし、全体として見れば、売り上げがほかの馬とか競輪とかいろいろあり

ますけど、モーターボートについては全体として見れば減ってきているというふうに思います。 

 そういうことで、非常に心配があるということで、じゃあ質問項目でございますが、そういう中で地元の方か

ら陳情があったとやに聞いております、それは町の方に。そういうことで、町長の方でそういう要請を受けたの

かどうなのか。それから、もっと言いますと、そういう運営会社と協議をされたんではないかと、それはまあわ

かりませんけれど、してないと言えばそうなのかもしれませんけど、その辺ちょっとお教えいただければという

ふうに思います。よろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） まち経営課長 鈴木君。 

○まち経営課長（鈴木健治君） 失礼します。 

 それでは、西中議員の場外舟券売り場を推進する意向かという件につきまして答弁をさせていただきます。 

 まず、場外舟券売り場の問題で、本区関係者の要請を受けたのか、また場外舟券売り場の運営関係者と協議し

たのかというご質問にお答えをいたします。 

 本年３月１日に、本区長が役場本庁舎に来庁されまして、本区の臨時総会でボートレースチケットショップの
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設置についての議案が賛成多数で可決されたとの報告が町長にありました。また、３月２２日には本区長から町

長宛てに設置についての要望書の提出がございました。 

 なお、運営予定者である企業からは、本年３月２６日付で町長宛てに設置に係る要望書の提出があり、５月９

日には運営予定者の企業が役場本庁舎に来庁され、町長に事業計画について説明がございました。なお、説明を

お受けしただけで、協議はいたしておりません。 

○議長（安東哲矢君） １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） この件については、私もいろいろな方とお話しして、やはり女性の方が非常に心配さ

れてると、お子さんを持たれている女性の方というんかね。それで、特に赤磐市の住民の方も、もうすぐ和気町

の一番西側、赤磐市に隣接地帯なので、熊山がすぐ近くということで、非常に心配をされているわけでございま

して、できたらそういうようなものは来てほしくないというか、うちの親せきの者もこれはひっかかりゃへんか

なと、そういうことを言われる方もおられる。非常に心配をされてる。できたらつくってほしくないというふう

なことを聞いております。もちろん町のお金は、これには使わない。ですから、お金が入るのは入る、一千何百

万円、恐らく一千五、六百万円は入るというふうに思いますが、本当のところ、もしこれ答えていただけるよう

でしたら、その辺の町長のお気持ちを最後によろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 先ほど担当課長の方から答弁をいたしましたように、ご説明はいただきましたが、協議

はいたしておりませんし、住民の皆さん方のご判断、それから地域の皆さん方、それに議会が請願も受けておら

れるようでございますので、その請願の動向、そのあたりを十分検討させていただきながら、熟慮させていただ

きたいというふうに思っております。 

○議長（安東哲矢君） １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） まとめをします。 

 この国土交通省の考え方というか、その基準で地元というふうな言葉があるんですけれど、石生というふうな

ものを、くくりを考えてみると、原とか田原上、田原下、そういうところの方には一切説明も何もないというふ

うに思います。ですから、本当にこの３つの要件がそろっているのかどうなのか、私は非常にこれは疑問がある

ところでございます。ぜひともそういう不幸に、非行によって和気町がお金をもらうというふうなことにならな

いように、私はぜひお願いしたいなというふうに思います。ということで、よろしくお願いします。 

 最後の質問をさせていただきたいと思います。 

 先ほど同僚議員が、本庁舎の体制の問題については基本的には質問していただきましたので、それはもう削除

いたしまして、佐伯地域の津瀬の水源っていうんですかね、その水道が３月から４月にかけて濁ったと、大変濁

って使えなかったということで、岡山市の給水車が来たり、それから本庁舎の上下水道課の職員も佐伯へ行っ

て、タンクにきれいな水を積んで持っていったり、２０日余りですか、大変な状況だったということでございま

す。これは、昨年の７月豪雨により吉井川の堤防崩壊、この修理によって、その工事をやることによって、その

水源がすぐ上だっていうことで、それが濁ったようなんでございますが、一方では、その津瀬の地域の水源とい

うのは、もとの簡水からは離れて、単独で水源があったということで、そういう問題が起こってるんですが、そ

れを解消しようということで、米澤地区から連結管をするということで、本管工事をしているように思います。

それがもうちょっと早くにできていれば、うまくいったのではないかと思います。そういうことで、そういうふ

うな可能性というのは県も十分予測できたんじゃないかなというふうなことで、責任ある対応を本当にお願いし

たかったということでございますが、そのてんまつというか、その点について教えていただければありがたいと

思います。よろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 総務事業部長 野山君。 
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○総務事業部長（野山晶義君） それでは、西中議員の一般質問に答弁させていただきます。 

 佐伯庁舎の体制うんぬんもありましたけども、津瀬の水源のてんまつはどうだったか、米澤、津瀬の連絡工事

の段取りが悪かったのではということなので、この工事につきましては、岡山県が工事していたんですけども、

４月４日にこの水道が渇水状態に陥りました。期間的には４月２５日には復旧し、津瀬地区の水源地の渇水の問

題についてでしたが、原因は岡山県が実施した吉井川右岸ブロック災害復旧工事により吉井川の水面を深く掘り

下げた影響により、隣接しておりました津瀬水源地の井戸の方が浅くなったため、水源に水がたまらなくなった

のが主の原因でございます。 

 この期間の対応につきましては、佐伯庁舎及び本庁舎の職員、災害復旧の請負工事業者がポリタンクにて津瀬

水源地へ水の補給を定期的に行いました。また、地元地区の方々にも４月８日の月曜日に岡山県、町、業者とで

説明会を行い、原因及び今後の対策について説明し、ご理解をいただきました。４月２５日には、岡山県広域水

道企業団に依頼した水質検査も適合となり、送水を再開いたしております。なお、この作業に費やしました経費

につきましては、岡山県が負担することとなっております。 

 また、米澤から保木にかけましての水道管の布設工事におきましては、今月の繰越予算の報告でもご説明させ

ていただいたとおり、県発注の災害復旧工事との調整上、工期を今月末とさせていただいております。 

 以上で西中議員の質問への回答とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 水源が涸れるということは予測可能であったと思うんで、その点だけお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 総務事業部長 野山君。 

○総務事業部長（野山晶義君） 県の担当者からは、一応水源地があるのは知っていたんですけども、渇水にな

るとは思っていなかったという説明でございました。 

○議長（安東哲矢君） １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 時間がないので片をつけたいと思います。 

 要するに、そういうふうな庁舎の体制の問題もあるかということも思うんですが、十分に県との対応をやっ

て、そういうことが起こらないように今後とも遺漏がないようによろしくお願いしたいというふうに思います。 

 以上、終わります。 

○議長（安東哲矢君） これで西中純一君の一般質問を終わります。 

 本日の一般質問はここで打ち切り、６月１８日午前９時から引き続き行います。 

 本日は、これで散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

               午後２時１７分 散会 
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               午前９時００分 開議 

（開議の宣告） 

○議長（安東哲矢君） 皆さん、ご苦労さまです。 

 ただいまの出席議員数は、１２名です。 

 したがって、定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

（議事日程の報告） 

○議長（安東哲矢君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。ご了承を願います。 

（日程第１） 

○議長（安東哲矢君） 日程第１、１７日に引き続き一般質問を行います。 

 それでは、６番 山本 稔君に質問を許可します。 

 ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） 皆さん、おはようございます。 

 議長の許可を得ましたので、私の方から一般質問をさせていただきます。 

 私の方からは、熊の出没と楽市楽座についてであります。 

 まず、鳥獣害対策で、熊の出没に対する町の考え方はということでございます。 

 町長の諸般の報告で、現状等、報告がありましたので大体のことはわかったんですが、もう一度詳しくお聞き

したいと思います。まず、昨年の春ごろから熊の出没が頻繁になり出しまして、今年に入りわなにかかりまし

た。そのわなにかかった熊を、私の情報ではタグをつけて放したということでございます。まず、山深い県北の

方であれば、そのまま放しても問題はないかと思いますが、ここら辺はそんなに山深くないので、少し心配な面

もありまして、どんなんかなと思っていたところ、最近になりましてまた熊の目撃情報があったということであ

ります。こういうことから、私は熊が入ったら熊の扱いを、県と相談して決めたんでしょうが、レッドデータブ

ックに前入っていたようなんですが、最近、頭数が多くなったので殺処分もできるというようになったと聞いて

おります。ですので、殺処分するか、山深い県北の方に放してもらうか、そういうことをしていただきたかった

と思っております。そこら辺の本当のところ、詳しいところをもう少し詳しくお聞きしたいと思います。 

 それから、出没に対する、今、対策、放送で情報を流したりとか、それから捕獲するためのわな、おりを１０

基設置したとお聞きしたんですが、そういう対策をとられているということでございますが、そのほかに何か対

策をとられているようなことがあればお聞きしたいと思います。小学校の方では鈴を配ったりしておりますの

で、安心・安全の町和気町と言いがたいような、大変なところになってきたなと感じております。 

 そういうことでありまして、最後に熊の被害を防ぐための、今まで申しましたように、町の考え方です。もう

これからまた捕まえたら放すのか、また処分をするのか、またどこかよその方に持っていって放すのか、動物園

に持っていくとか、いろいろとあると思います。そういうことをひとつお聞きしたいと思います。 

 もう一つ、最近の出没した熊の個体が、わかればでいいですが、この前捕まった個体と一緒なのかどうか、ほ

かの個体がまた入ってきているのかどうか、そこら辺がわかればお聞きしたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○議長（安東哲矢君） 産業建設部長 今田君。 

○産業建設部長（今田好泰君） それでは、鳥獣害対策で熊出没に対する町の考え方はというご質問についてお

答えをさせていただきます。 

 まず、本年４月１４日にりんご園南西の田土地内、宇根池付近におきまして、イノシシ用の箱わなへのツキノ

ワグマの錯誤捕獲がありました。また、５月２５日に田土地内の別の地点、５月２６日に日笠上地内、６月１日

には藤野地内においての目撃情報が寄せられ、岡山県による調査の結果、ツキノワグマであると判断されており
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ます。地域住民の方々は精神的な不安を大きく抱えており、町民の安心・安全を第一と考え、対策を講じること

が急務であると考えております。 

 まず、捕獲した熊の扱いについてのお尋ねですが、４月１９日に錯誤捕獲のあったツキノワグマにつきまして

は、岡山県が策定しているツキノワグマ保護計画書のツキノワグマ出没対策基準に従いまして、岡山県の環境保

全事業団により放獣されております。放獣に際しましては、ツキノワグマの耳にタグがつけられ、再度、錯誤捕

獲があった場合には殺処分の対象となります。田土地内、日笠上地内及び藤野地内で目撃されましたツキノワグ

マにつきましては、住居付近や通学路であるなど、人身被害発生の危険性が高い場所での出没であることから、

岡山県の方に有害鳥獣捕獲許可申請を行い、それぞれ捕獲許可を受けておりまして、捕獲された際には殺処分す

ることになっております。 

 次に、熊出没に対する対策についてのお尋ねですが、ツキノワグマの目撃情報があった際には、直ちに地元及

び近隣区、消防、備前警察署、教育委員会、猟友会等へ連絡を入れまして、また岡山県の調査員により情報があ

ったものがツキノワグマであるかどうかの調査を行っております。ツキノワグマであると判断された場合には、

注意看板の設置や告知端末によりまして出没についての情報提供を行い、早朝や夜間の外出を控えるなど、注意

喚起を行っております。また、広報わけ、来月号におきましても、ツキノワグマを寄せつけない対策など、町民

への周知、お願いを掲載いたす予定にしております。 

 最後、熊の被害を防ぐ町の考え方についてのお尋ねでございますが、近年、ツキノワグマの目撃情報は、先ほ

ど議員もおっしゃったとおり、以前より多く寄せられております。調査の結果、ツキノワグマであると判断され

ている件数は、平成２９年度で４件、平成３０年度では２件、今年度、既に３件の目撃情報と１件の錯誤捕獲が

発生いたしております。岡山県におけるツキノワグマの生息頭数は増加しておりまして、その生息区域も南下、

広域化していると考えられております。平成３年の環境省の報告で、兵庫、鳥取、岡山の３県にまたがり生息し

ている東中国地域個体群について、絶滅のおそれのある地域個体群として掲載され、平成１０年の時点では岡山

県における生息数が１０頭程度と推定されておりました。こういったことからも、岡山県においてもツキノワグ

マの狩猟の自粛及び禁止がされるなど、ツキノワグマの保護管理がされてきました。この結果、平成２９年末時

点では、県内におけるツキノワグマの生息数は推定約２５０頭となり、また東中国地域個体群の推定生息数は約

１，３００頭となっており、生息地が広く連続的であり安定的な個体群であるとされております。この個体群に

つきましては、和気町には現時点ではないと考えておりまして、今後、県全体の生息域の拡大を防ぐための対策

について岡山県に要望いたしております。今後の目撃情報などの状況によりまして、岡山県による市町村の学区

単位等を対象とした講座開催についても検討いたしたいと考えております。町民への速やかな情報提供や注意喚

起を行うなど、町民の財産、生命を第一と考えまして、ツキノワグマ被害の防止対策を図ってまいります。 

 最後、箱わなにかかった熊が同一個体かということでございますけども、県の担当と話をしましたら、可能性

は高いだろうということでございますけども、まだ確定はしてございません。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） ありがとうございます。次、捕まったら殺処分ということでありますが、これは２度目

ということで、もし個体が違う個体であれば、またタグをつけて放獣するということなんでございましょうか。

また、それ以外に、捕まえないと殺処分できないということなんで、箱わなにしろ、いろいろあると思います

が、捕まるまでは住民の方、大変心配な面が多々あると思います。ほんで、山深い、山の上の方１軒だけとか、

おうちがもう山のすぐ近くにあるようなところは、もう心配でかなわんというお宅もあるんで、そこら辺の方

は、熊が来ても逃げるような、音が鳴ったりとか、そういうものを買ったら補助をするとか、そういうふうなこ

ともちょっと考えていただければと思いますが、一番いいのは熊がいなくなるのが一番いいんで、そこをしっか
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りとやっていただければと思いますが、そこら辺はどうでしょうか。 

○議長（安東哲矢君） 産業建設部長 今田君。 

○産業建設部長（今田好泰君） 初めて捕獲された熊については、先ほどお話ししましたとおり、放獣というこ

とが基本的には決められておりますが、今回、民家に近く、ツキノワグマが目撃されたということで、猟友会の

方で銃器を持ったメンバーが特別許可をとっておりまして、箱わなにかかった際にはすぐ殺処分ということで対

応したいと考えております。 

 それから、音が鳴るものということで、これから今後の状況によりまして、本当に頻繁に熊が目撃されるとい

うことになったら、先ほども話しましたとおり、地域の方を集めた熊の対応策についての話し合い、研修会を開

催するとか、必要であればそういった音の鳴るものも考えなければならないという状況のときには考えさせてい

ただきます。 

○議長（安東哲矢君） ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） 大体のことはわかりました。なるべく被害の出ないうちに、早目の対策というのが必要

だと思いますので、そこら辺のことを十分考えながら、なるたけ被害の出ないように行っていただきたいと思い

ます。 

 それでは、次に楽市楽座の扱い方はということでございます。 

 今のままでは誰も使用すると思いませんというのを１つ書いておりますが、なぜかといいますと、あそこに皆

さん、楽市楽座が長楽団地の下にあるんですが、そこに楽市楽座があるということも、多分知らない方が多いと

思います。これは、旧佐伯町のときにあそこで青空市をするのにつくった施設でございますが、もともとは岡山

県が進めておりました自転車道の関係で、あそこにトイレをつくったわけです。で、そのトイレの周りがたくさ

んあいておりました。管理を町でしなさいということで、あっこに土地ができたわけです。そこを何か有効に使

うということで、ああいうことをつくったわけでございますが、今のままでは使う人はいないと思うんです。条

例では１日１，０００円払えば使えるんですが、１，０００円でも今のままでは高いような気もします。それ

で、今後、もし利用に際しての計画とか、これから考えるとか、そういうのがあればちょっとお聞かせ願いたい

と思いますが、なければそれで結構でございます。 

 それから、今まで使用した経緯、大体どのぐらい使用したのか聞きたいと思いますので、そこら辺をひとつよ

ろしくお願いします。 

 それから、このことを広く町民にアピールして、そこを使ってもらうようにするのかどうか、それもあわせて

お答え願いたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 総務事業部長 野山君。 

○総務事業部長（野山晶義君） それでは、山本議員の一般質問に答弁させていただきます。 

 楽市楽座の扱い方はという点で、今まで使用した経過及び今後の利用計画等について、答弁させていただきた

いと思います。 

 先ほど山本議員が言いましたように、さえき楽市楽座は、平成１５年度に旧佐伯町時代に、農業振興を図り、

農産加工品等の展示及び販売を通しての地域の活性化を推進し、都市生活者と地域住民との交流活動の拠点とす

るため設置いたしました。矢田のちょうど佐伯庁舎へ入る手前に直売所もあったんですけども、その場所を、り

んご園へ上がる長楽団地のところの楽市楽座の方へ出店の方もお願いしたんですけども、なかなか生産者とかそ

の辺のところで、現状のところから遠いというようなところがありまして、なかなか利用の方が難しかったとい

う経過があります。 

 ご質問の過去の使用経緯ですが、開設当初には、三保高原のりんご園の販売のほか、花や飲食物等の販売で数

人の方による使用はございましたが、それ以降はりんごの販売等、最初は直営でりんごの管理をしておりまし



- 81 - 

て、その後、指定管理を行いましたけども、平成２３年度までりんごの直売をあそこの楽市楽座等で販売してい

たのが実情でございます。 

 ご質問の今のままでは誰も使用しないのではという内容と、今後の利用計画について、あわせての回答になり

ますが、現状どおりでは使用は難しいというようなことも考えております。なぜかといいますと、あそこの楽市

楽座は、国道３７４号線の法面を造成してきた経緯があります。それで、国道３７４号線の法面等がありました

ので、全体の面積では１，３００平米でございますが、有効面積は６５０平米でございます。擁壁を直高で上げ

ておりませんので、土波で上げているような状態から、そういったような有効面積になっております。それか

ら、また国道３７４号線ののり尻がありますので、先ほど山本議員が言われましたトイレの設置等につきまして

は、これは岡山県がいたしまして、管理運営等は町に移譲ということで、町の方で管理運営しているような状況

でございます。 

 今後の対策等にいたしましては、どういった利用方法がよいか、また有効面積の６５０平米でいかに利用して

いくかというのを、今後、事務局等で考えていきたいと思っております。現在は、当場所は国道沿いで、トラッ

クや営業車等の車がとまり、トイレ休憩等の利用があります。トイレ管理においては、今後も努めていく次第で

ございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） ありがとうございます。まず、この告知というんですが、この場所にこういうものがあ

るというのを調べるのに、インターネット等で皆さん、調べられると思いますが、もうインターネットの和気町

のホームページにもこの楽市楽座のところが載ってないので、一応載せたらどんなかなと思っております。こう

いうのがあるんで、積極的に農家の皆さんに使っていただきたいということをお願いしてはどうかと思うんで、

私もいろんな回っていたら、たくさん余っているんで、自分とこで食べるだけでは余りますので、どっかで売り

たいんだというのが多いんで、農協に持っていくと高い設置代を取られるということで、もう少し安く、何かど

っかないんですかというようなことが多々聞かれましたので、できればそこら辺で売りたいという人があれば、

もっと安く貸していただければと思うんですが。私の方もいろいろ宣伝して回って、使えるように努力はしたい

と思いますので、そこらのことをひとつお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 総務事業部長 野山君。 

○総務事業部長（野山晶義君） 今、山本議員のご指摘のとおり、インターネット等のご利用も今後、担当部局

とも相談しながら、幅広くＰＲ等努めていきたいと思いますので、また農家等の方にも私の方から出向いて、い

ろんな形でＰＲをさせていただきたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） ありがとうございます。私は議員になってからは、こういうふうな、佐伯であればサエ

キストアーとか、今まで使われてないようなところをずっと、どういうふうに使うんですかとか、これからどう

しますかとか、いろいろとご質問させていただいておりますが、これも町の財産、皆さんの税金から成って買っ

ているものでありますので、有効な利用をしていただきたいと思っております。ですので、これからいろんなと

ころ、町の財産がありますが、それを有効に使うということをお願いしたいと思います。町長の方から最後にそ

のとこら辺の方をお考えをよろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 山本議員の楽市楽座の利用方法等についてのご質問でございますが、あそこはトイレが

ございまして、トイレの管理等につきましても、やっぱり町のイメージでございますから、トイレの管理もきち

っとやりたいということで、今年から専任の職員を置きまして、町内全体の公衆トイレの管理をさせていただい

ておりまして、あそこも最近、トイレも非常にきれいになっておるというような状況の中で、あそこへコンテナ
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があります。そのコンテナも活用しながら、先ほど来、担当部長がお話いたしておりますように、あの活用を考

えていくことが地域の農家の皆さん方のお役に立てるんなら、ぜひそれは前向きに考えていきたいなというふう

に思っておるところでございますが、何しろ奥行きが実は６メートルしかないんです。その関係もございますの

で、そのあたり、利用形態等についても慎重に検討しながら、有効な活用を考えていきたいと思っておりますの

で、どうぞご協力のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（安東哲矢君） ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） ありがとうございました。私の質問はこれで終わりますが、言葉だけでなく、なるだけ

実行に移せるようにしっかりと、私らも協力してまいりますので、よろしくお願いして質問を終わりたいと思い

ます。ありがとうございました。 

○議長（安東哲矢君） これで山本 稔君の一般質問を終わります。 

 次に、８番 万代哲央君に質問を許可します。 

 ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） 議長の許可をいただきましたので、一般質問をさせていただきます。 

 質問１といたしまして、防災都市公園整備事業に関しまして、３月議会で予算の修正があったことを受けて、

町はそのことをどう考えて、今日に至るまで何をしてきたかという質問でございます。要旨の明細にありますよ

うに、ぽつの１といたしましては、今の質問のお答えをお願いしたいと思います。詳しい資料を要求すると書い

ておりますけど、これは取り下げさせていただきます。 

 ぽつの２番目といたしまして、反対している地権者の反対理由は何か。同意を求めるためには何が必要かとい

う質問でございます。これは念のためお聞きしたいと思います。 

 それから、ぽつの３といたしまして、この事業は今後も取り組んでいく考えがあるのかということでございま

して、ぽつの４といたしまして、事業の実施、実施というのがこれからも進めていくということでありますが、

あるいは撤退、その判断というのはいつするのか。また、その判断基準は何か、決め手は何かという質問でござ

います。 

 以上、質問１といたします。答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） 産業建設部長 今田君。 

○産業建設部長（今田好泰君） それでは、お答えさせていただきます。 

 万代議員の防災事業に関し、３月議会で予算の修正があったことを受けて、町はどう考え、今日に至るまで何

をしてきたかについてのご質問にお答えいたします。 

 本年３月において、防災都市公園整備事業に係る予算の減額修正を受けておりますが、執行部といたしまして

は、議会の皆様、町民の皆様に事業の必要性を十分ご説明し、ご理解をいただくよう努力してまいる所存でござ

います。 

 引き続き、今後の大規模な災害に備えるため必要な施設であると考えておりまして、今後も防災都市公園整備

事業を推進していきたいと考えております。 

 まず、第２回特別委員会、今年３月１５日に開催されました以降の主な経過についてご説明をいたします。 

 平成３１年度、社会資本整備総合交付金について、今年４月１日、平成３１年度社会資本整備総合交付金１億

２，７００万円の内示がございました。 

 次に、社会資本整備総合交付金について、平成３０年度の５，２００万円、平成３１年度の１億２，７００万

円の取り扱いにつきまして、岡山県と関係機関と協議をしてまいりました。また、プロジェクトチーム会議を今

年４月１８日、４月２６日、５月９日の３回、開催をいたしております。 

 内容につきましては、検討委員会の設置、施設等の整備計画に関することについて協議をいたしております。
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そのほか、議会等のご指摘も受け、町民の方への情報提供としまして、広報わけへ防災都市公園構想について掲

載をさせていただき、委員会の選考基準を定めた公募による検討委員会の立ち上げに向けて検討を進めてまいり

ました。 

 次に、反対している地権者の反対理由は何か、同意を得るためには何が必要かについてでございますが、事業

実施承諾のお願いに伺った際での反対理由は、過去の和気町の政策に対する不信感や誠意のなさへの不満を持た

れておりまして、計画についての協議もなく、一方的な決定であるから納得いかないとのことでした。このこと

から、防災都市公園整備事業の有効性、必要性がご本人に伝わってないことと認識いたしております。反対され

ている地権者の方の同意を得るためには、防災都市公園整備事業についての経緯と有効性と必要性についてご理

解をいただくよう、誠意を持って説明する必要があると考えております。また、地権者の方が不利益をこうむる

ことがないよう、定められた範囲ではございますが、用地買収、補償等についても誠実に対応していきたいと考

えております。 

 次に、今後も取り組んでいく考えがあるのかについてでございますが、先ほども申し上げましたが、今後も議

会の皆様、町民皆様からご理解がいただけるよう、丁寧に説明させていただき、事業精査に努め、引き続き防災

都市公園整備事業を推進していきたいと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 

 次に、事業の撤退の判断はいつするのか、またその判断基準は何か、決め手は何かについてでございますが、

岡山県との協議の結果、現在、繰越承認をいただいている国の社会資本整備交付金を和気町が執行するには、関

連予算を確保することが条件になっております。事業の撤退の判断は、関連予算を確保できるかにより判断する

ことになると考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） ただいま答弁をいただきました。今の答弁の最後で言われましたように、事業撤退か進

めていくかの決断につきましては、関連予算の確保ができるかどうかと、判断基準はそこにあるという答弁でご

ざいます。 

 次の質問に移ります。 

 質問２といたしまして、防災都市公園整備事業に活用される予定の国からの社会資本整備総合交付金の件であ

ります。 

 先ほどの答弁にもありました。平成３０年度分が５，２００万円であります。また、平成３１年度分が１億

２，７００万円であります。２カ年度の合計で１億７，９００万円となります。この交付金の活用期限はいつま

でか、いつまでなら活用できるのか、期限はあるのかという質問であります。平成３０年度分はいつまでが期限

か、また本年度におきましては、３月議会の修正による予算の削除後、今後、再提出も考えられますが、この防

災都市公園整備事業自体の実施のありなしを議会で議決する条例はないので、事業実施ありなしを前提としない

予算案を町が議案として単年度ごと必要経費を上げてくる仕組みなので、用地買収に係る土地購入費などなど、

否決されている現段階で国から内示を受けている令和元年度の交付金の活用も２年目になるわけです。年内の早

い段階で事業実施有無の決着が図られなければならないと考えますが、令和元年度の交付金活用の期限につい

て、どのようにお考えか、答弁をお願いいたしたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 産業建設部長 今田君。 

○産業建設部長（今田好泰君） 防災事業の平成３０年度並びに平成３１年度の国の交付金の活用期限はいつま

でかについてのご質問にお答えをいたします。 

 活用期限とは予算の執行期限だと考えておりますが、国の社会資本整備総合交付金は、平成３０年度分が、先

ほど議員おっしゃったとおり５，２００万円、この額が繰越承認されまして、平成３１年度分は１億２，７００
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万円が４月１日で内示をされております。活用期限は、平成３０年度分は３１年度、令和元年度末までの、来年

の３月３１日までの予算執行となります。平成３１年度分も同じく、平成３１年度末の、来年の３月３１日まで

の予算執行ではありますが、もし繰越承認がされれば、令和２年度末の令和３年３月３１日までが活用期限とな

っております。当然、関連予算の確保が予算執行の条件となってまいります。 

○議長（安東哲矢君） ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） 答弁につきましては理解させていただいておりますけれども、事業の実施、あるいは撤

退の判断は、執行のことも考えますと、少なくとも半年前ぐらいがぎりぎりの線かと考えますけども、いかがで

ありましょうか。 

 質問３といたしまして、平成３０年度、国に認可申請している基本計画、この基本計画に掲げている野球ので

きる総合グラウンド、多目的広場、グラウンドゴルフ場等々の公園の中身の施設、これらの施設が入っておりま

す基本計画、それは変更できるのか。できるとして、どこまで変更が許容範囲か、交付金の活用が許される変更

の範囲はどこまでか、そのお尋ねをしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） 産業建設部長 今田君。 

○産業建設部長（今田好泰君） 次に、平成３０年度で国に認可申請している基本計画の変更はできるのかにつ

いてのご質問にお答えいたします。 

 先週の１３日に中国地方整備局との令和２年度ヒアリングの際、担当職員が計画変更について確認をいたして

おります。結果、防災公園の本来の目的である防災拠点としての機能を持たすことに影響がなければ、変更する

ことは可能との見解を聞いております。計画変更につきましては、国、県との協議が必要となることから、施設

の整備内容や事業費について十分な精査を行い、慎重に進めてまいりたいと考えております。 

○議長（安東哲矢君） ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） 再質問いたします。 

 町長にお願いしたいと思います。ただいま答弁をいただきました基本計画の変更でございますが、交付金の活

用が許される基本計画の変更はどこまで認められるかという問いかけに対しまして、ただいまの答弁でありま

す。つまり、現基本計画の野球場付の総合グラウンドは、見直して公園の中身を変えてほかの施設に変えてもよ

いという国の見解なのです。もう一度原点に戻って、今の野球場を白紙に戻して、フリーハンドで公園の中身を

考えてもよいという、そういう見解を国は示しているわけであります。防災公園の機能が果たせれば、変更は可

能ですよと、こう言っておるわけです。野球場以外の施設でも構いませんよという国の見解を受けて、現実、和

気町、野球場ではだめだという声が多いのに、町長に念のためにお尋ねするにとどめますけども、この国の見解

を受けましての町長の考えを聞かせていただきたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 先ほど答弁を担当部長の方からさせていただいておりますが、そのとおりでございま

す。ただ、私といたしましては、この議会で修正をいただいて、その修正をいただいたことに対しては真摯に受

け止めながら、重く受け止めておることはもうご理解をいただきたいと思っておりますが、ただいつも申し上げ

ておりますように、学校の跡地利用の問題からひっかけて、３０年の９月議会でございましたが、５，２００万

円の社会資本整備事業交付金を議会でご議決をいただいた、その段階では５カ年間の事業で２０億円の事業です

と。しかも、事業の計画につきましては、８１１万円、皆さんにご理解をいただいて、ご議決をいただいて計画

をしたものを国の方へ出させていただいて、社会資本整備事業交付金としてご認定をいただいたと、そのことが

もう私の基本にあるわけでございまして、しかもこれが和気町の有事の際にはそこが防災の拠点になって、その

段階的には、次には、今度は建築廃材、南海地震、東南海地震、このあたりも内閣府が３０年以内には７０％か

ら８０％、必ず発生するだろうと。しかも、このあたりは震度６弱が発生するだろうと、こう言われておりま
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す。震度６弱が発生するとこのあたりの日本建築はもたない。そう思っておりますので、そのときに建築廃材等

があそこへ備蓄できる。しかもその上にはごみ焼却場がある。環境整備ができるじゃないですかと。まだいまだ

に真備のごみは半分しか片がついていない。こういう現状を踏まえながら、将来を考えたときに、そういう段階

的な利用の仕方、それにその後は仮設住宅もその広場へ６町歩あればできるじゃないですかと。こういうことを

考えながらあの計画を出させていただいたわけでございます。また、体育施設につきましては、町民の長寿で健

康を目指すまちづくり、社会体育の充実を図りたい、そのために今回の人事異動でも体制を固めておるところで

ございますし、それとあわせまして、この地の利を生かして、この便利さを生かして、和気町へ町外からもたく

さんの皆さんに来ていただいて、２０４０年問題もそこでクリアをすることによって、じっと指をくわえて、和

気町、消滅するのを待つんじゃないと。そういうことをやらせていただくのが、私は選挙で３，８３７票いただ

いておりますが、その段階から申し上げてきたことでございますので、今までぶれてないわけでございます。ひ

とつぜひこれを皆さんにご理解をいただいて、和気町の将来を展望したいと。ご協力がいただきたい、ご理解が

いただきたいというお願いをさせていただいたわけでございますので、大幅な全面的な見直しというのは、私は

絶対無理だと思っておりますが、微調整ならできると。これなら皆さんにご理解をいただくように、前向きにご

相談をさせていただきたいということを、もうしばしばずっと申し上げていることでございますので、そのあた

りもひとつぜひ、和気町の将来を考えたときに、ご理解がいただきたいと思っておりますので、和気町だけで、

修正をいただきましたので、それを引き下げてということはもうそれは当然だということになるかもわかりませ

んが、国・県を巻き込んで、しかも中国５県を巻き込んでのことでございますので、そのあたりのこともあるの

で、こういう状態になっております。ひとつぜひそのあたりのこともあわせてご理解を賜りたいと思っておりま

す。 

○議長（安東哲矢君） ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） 今の町長のご答弁、聞くにとどめさせていただきますけど、質問の４の最後の質問に移

らせていただきます。 

 通告の質問４番では、防災都市公園整備事業、行き詰まりの感はないですかと。それはどうしてかと言うと、

３月議会の修正がなされたからで、それでもこの事業を成就させるには、どうやってこの先、打開していけばよ

いか考えないわけはないと思います。しかしながら、現実問題、現在の議会では、６人が野球場付の総合グラウ

ンドではだめだと表明しております。その中で、数名の議員は、現計画場所での防災都市公園整備事業の実施

は、浸水地域であるという視点から見て、防災公園という公園にはふさわしくない場所選定であって、事業自体

を疑問視する意見があります。少なくとも野球場付の総合グラウンドに町執行部がこだわる限り、議員１２人中

６人が認めない立場であることには違いないわけでありますから、この事業を前に進めても前行きするはずがあ

りません。少なくとも国の交付金を活用して、防災都市公園という名の公園をつくろうとすれば、野球場以外の

施設を選択するしか事業の実現は無理であること、これは誰の目にも明らかなことだと私は考えます。町執行部

が自らまいた種、一昨年、議会に１０月１３日の全員協議会で１回きり示したこの事業であります。翌日、１０

月１４日の朝刊にはもう決まったかのように出された新聞記事、これは私は忘れもしないわけであります。そし

て、もう国との間で事業実施の約束をしているという一昨年１２月の当時の町長の答弁。何たる先行独断と。怒

る間もなく、平成３０年度と平成３１年度の交付金の内示を受けている。その交付金という種であります。先ほ

ど言った種とはそういう種であります。その種をまこうとしたら、今年３月議会で修正となったのです。昨年の

町議選の補選の後、９月議会でこの事業の予算案、用地買収に充てる一部の土地購入費と測量実施設計書の作成

費用は可決されました。しかし、これで事業をやることが決まったんだというのではありません。そのことを証

明したのが、９月議会以降、約４カ月後、月日の流れを経て、今年２月の町議選の改選であります。そのとき、

防災都市公園に反対する、あるいは見直しを選挙戦で強く訴えて、そのことが支持されて新しい議員も当選され
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て、その後、３月議会がありまして、この事業の予算案は削除されたという流れは、野球場は要らない、ノーだ

という町民の皆さんの民意を反映したものであると私は受け止めております。今では、野球場は要らないという

声よりもこの事業自体要らないという声が大きくなっております。３月の議会で修正に至った原因、その原因と

して私が考えるのは、野球場付の総合グラウンドは要らないというのにその検討をしていないこと。事業費が高

いこと。中途半端な野球場では多くの利用者が見込めないこと。したがって、交流人口増加も経済効果も期待で

きないこと。維持管理費さえ不明瞭で不透明なこと。社会体育施設であっても、最大多数の町民が利用するとい

うよりも、町外野球愛好家をターゲットにしていること。野球場建設が広く交流人口増加につながって、町のに

ぎわい、活性化につながるという発想自体、古びたものになりつつある感を私は禁じ得ない。大変失礼ながら、

そう思っております。今の時代にふさわしいものをもっと模索すべきと思っております。もう一度同じ質問を草

加町長にさせていただきますけども、今置かれている現状を見て、それでもなお野球場付の総合グラウンドでな

いとだめなのか、その１点だけでも結構でございます。ダブるかもしれません、重複するかもしれませんけど

も、一番答えてほしいのはこの質問でございます。野球場にこだわり続ける、それは何でですか。答弁をお願い

いたします。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） いろいろご指摘をいただいておりますが、野球場っていうのは、私は総合グラウンドで

今まで石生の総合グラウンド、あのイメージをしていただければ一番ありがたいんでございまして、野球場の中

にトラックもとれるしサッカー場もとれるしというような、総合的に活用ができるものということを最初から申

し上げておるわけでございまして。ただ、今現在、それを何とかお認めをいただく努力を私もしなければいけな

いと思いながら、日々悩んでおるところでございますが、何にいたしましても、それでは対案でこういうことが

あるぞと、町の発展のためにはこういう事業があるんだという対案をお示しをいただきたいなということもあり

ますが、何にしても、冒頭から申し上げておりますように、国土交通省の方へ総合グラウンドを整備させていた

だく、それが広場の整備につながります。全体の事業で２０億円かかります。これは概算事業費でございますか

ら、これから精査をして設計をしていく段階で金額は変わってくると思います。必ず金額は、私は皆さん方のご

意向をもし聞かせていただけるんでしたら、ご理解がいただけるんでしたら、総事業費の削減っていうのは頭に

入れながら設計に取りかかっていきたいと思っておりますし、それから全体の事業を全部もうごっそりと変える

ということになってくると、私は国の方がお認めいただけないという認識をいたしておりまして、ただ相手がお

ることでございますから、そのことも今、全体的にもう全部計画を変更するんですというお話はまだいたしてお

りませんから、それをいたす勇気もありませんし、そういうお話を国の方へいたしておりません。ただ、軽微な

変更はさせていただこうというふうに思っておるところでございまして、ただ変更していくと、今度は、今５，

２００万円の３０年度、３１年度の１億２，７００万円、合わせてざっと１億８，０００万円でございますが、

この５，２００万円の戻入っていうのが、国の方が非常にもう悩んでおられる。まだ結論が出てない、戻し入れ

が。それから、１億２，７００万円については、中国５県で管内流用というのも、広島地建はお考えになってお

られるようでございますが、私としたら、もう何と考えても今、社会資本整備事業交付金のお願いを近隣の市長

がやっておられますが、なかなかつかないというような状況がありますので、これをどうも国の方へお返しす

る、管内流用するということについては、町の資産価値を高めながら付加価値を高めて、和気町の活性化につな

げていこうという趣旨をご理解いただいて、何とか１億８，０００万円、全体では２０億円になりますが、それ

が交付金は１０億円、半分でございますので、縮減はされてもそれに近い数字になってくると思います。これは

和気町の資産を増やして、付加価値を高めて、和気町の活性化につなげていこうということをひとつぜひご理解

をいただいて、それでこの計画変更やりますと、もう年度が間に合わないということも一つには私はあると思い

ますが、そうは言いながらも、国土交通省の方へどうしても計画を変更してでもやりなさいというご指示がいた
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だけるんなら、相談はさせていただきます。ただ、会計年度が何とかクリアができるんかなと、ちょっと無理で

しょうなという話は内輪ではやっておるところでございますので、ひとつぜひご理解をいただいて、もう修正さ

れておるもんですが、そのことはもう重々私も認識をしながら、議会の皆さん方のご意見というのは重く受け止

めております。これはもう真摯に受け止めてやっていかにゃいけんということは、私の行政経験からしても、そ

んな軽く受け止めておるわけじゃございませんが、諸般の理由によりまして、先ほどから申し上げている理由を

ひとつぜひご理解をいただいて、振り出しに戻させていただいて、この事業を成就させていただきますように、

どうぞよろしくお願いを申し上げまして答弁させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） 今の答弁で思ったことを２つほど言わせていただきます。 

 今、公園の中身ということの中で、今考えられている基本計画、ここに図面がありますけど、これをごっそり

変えると国の方は認めていただけないんじゃないかということでございますけども、国の方としましては、要項

にはこの変更については個別にはっきりとうたわれているわけではないということなんで、面積要件の１０ヘク

タールをクリアしてくれれば相談には乗ると、変更の範囲のことですけど。で、現在は野球場と多目的広場とい

うことで国の方は承知しておるわけですけども、国の人の言葉で言えば、たまたまこうであって、必ずこうでな

くてはいけないというのではないと。申請時には野球場と多目的広場等々で基本計画を出しておるわけですけど

も、これがたまたまこうであって、必ずこうでなくてはいけないというのではないというような表現をされてお

ります。肝心なのは、有事の際に広域的に避難場所として使うことと、防災公園の機能が果たせることと、そう

いうのが大前提、大条件ということであって、ごっそり変えるとかそういう、ごっそりという表現はちょっとよ

くわかりませんけど、多目的広場を残して、今問題となっておると私は思いますけども、野球場ができる総合グ

ラウンドの変更はできるというふうに私は解釈しております。 

 それから、３０年度に国からついている５，２００万円と１億２，７００万円につきましても、先ほどの答弁

がありましたように、５，２００万円については令和２年３月末、３１年度の内示につきましては令和２年３月

末の、基本的には執行を完了するというのが基本的な考えではあるけども、令和元年度の予算については、理由

がつけば繰り越しもできないことはないよというような考えでございます。そういうことでありますので、先ほ

ど町長が言われたのとはちょっと違うんではないかなと、認識が違うんじゃないかなというふうに思います。 

 それから、時間がまだちょっとあるんで、一言。町長がよく言われるんですけど、５年かけてやるという。５

年かけてやるというのは、財政の圧迫が緩和されるというような発言なんかなと私は受け取っているんですけ

ど、本来ならこの事業は単年度、工事をやって、できるだけ早く供用開始をして、皆様に使ってもらって収入も

得ると、これが本来の姿だと私は考えます。例えば新見市の防災公園、サッカー場ございますけど、これも待ち

に待ったサッカー場をつくって、県北を中心に利用が一日も早くできるようにということで単年度で完成してお

ります。５年かけてやるというのは、国の事情でオリンピックの整備にこの交付金が多額を要するから地方へ回

す分が減って、単年でやれるところが５年かかるというだけのことであります。それを逆手にとって、５年かけ

てやるんだから財政負担も緩和されるというようなイメージを受けるわけでございますけども、私、計算したわ

けではありませんけど、多分、５年間分割して金を借り入れても、一括して金を借り入れて償還に回しても、そ

んなに額は変わらないんじゃないかなと。できれば、財政課長、１回試算してみていただきたいなと、ぐらい思

うわけでございます。町長、いかがでしょうか。再答弁あれば。まあ、国の見解はそういうふうな見解なんで、

その辺もしっかりとわかっていただきたいという気持ちでございます。答弁、なかったらよろしいでございます

けど。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 万代議員のおっしゃっておられることは十分わかるんですが、ただ財政の問題につきま
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しては、財政が緩和されるから５カ年だというふうな認識の仕方は、私はそういうことは言ったことはありませ

んで、先ほどおっしゃっておられるように、オリンピックの会場、この経費が社会資本整備事業交付金で充当さ

れるということが基本にありますので、国の方が５カ年でという認可をいただいておるというのが基本でござい

ますので、それはそういうふうにご理解を賜りたいと思います。 

 それから、有事の際には、避難所じゃなしに、私が今までずっと申し上げておりますのは、防災の拠点にさせ

ていただきたい。しかも、平成２５年には県は和気ドームを、地の利のよさから、災害備蓄備品といいますか、

そういうものの指定場所に県はされております、和気町のドームを。それは何かといいますと、あの地の利のよ

さで、あそこを拠点にこの周辺へ災害食料品とか、そういうものは配布ができるということが基本になっておる

んだろうと思っておりますが、そういう災害のときには防災の拠点になって、それが段階的には、次は建築廃材

の集積場所、その次は仮設住宅というような考え方でおるわけでございまして、それぞれ７つの小学校区が、今

３つの小学校になっておりますが、７つの小学校区ごとに避難場所等については、今現在指定もしております。

旧公共施設で体育館等は耐震もやっておりますから、そこを指定場所にいたしております。ただ、一部、奥塩

田、塩田のあたりの避難場所については問題もあるわけでございますが、避難場所にあそこの益原をということ

じゃなしに、地域の方で近くで避難ができる、その避難場所の確保というのは、別の事業で整備を図っていきた

いなと思っておるところでございます。ちょっと余談になりましたが、そういう考え方でございます。 

 それから、全体の事業を見直すということになってきますと、期間的にどうかなということもあります。 

 それから、もう一つは国が認めていただけるというふうに万代議員は情報を、国の方とご連絡をいただいたん

だろうと思うんですが、私はそこまで情報を持っておりませんので、今後、国とも十分協議をしながらいきたい

と思いますが、そうなった場合、それじゃあ、あそこで何をやるんかっていう、その知恵が私には今ございませ

んので、そのあたりもひとつご理解を賜りたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） ８番 万代君。 

○８番（万代哲央君） 時間になりましたので、これで私の一般質問を終わります。 

○議長（安東哲矢君） これで、万代哲央君の一般質問を終わります。 

 それでは、ここで１０時３０分まで暫時休憩といたします。 

               午前１０時０８分 休憩 

               午前１０時３０分 再開 

○議長（安東哲矢君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 次に、９番 山本泰正君に質問を許可します。 

 ９番 山本君。 

○９番（山本泰正君） それでは、議長の許可を得ましたので、私は執行部の議会対応について、まずお尋ねを

したいと思います。 

 今までの執行部の議会答弁についてでございますが、３月定例会の同僚議員の一般質問、これで町長は、山本

議員は総合グラウンド整備の補助金制度は文部科学省の補助制度はあると言っているが、再精査しましたが、実

はないんですとの発言でございました。しかし、同僚議員の質問中で私は反論できませんでした。また、防災都

市公園事業の起債の償還は１年に２，０００万円、これを２０年払うだけで和気町の財政にさほど大きな影響は

ない旨の答弁がございました。そこで、私は議長に対しまして強く抗議いたしました。その結果、最終日に町長

から訂正の報告はありましたが、今日も多くの傍聴者の皆さんが来られておりますが、ネット配信、ホームペー

ジを見た者は町長の発言を信じていると思います。町長の発言には重みがございます。間違いは許されません

が、町長も人間ですから間違いや勘違いもあることはあるでしょう。しかし、議会へは、町長以下２０名もの執

行部が同席しています。誰ひとりとして指摘もしないし訂正もしない。執行部としてこんな議会対応でいいので
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しょうか。フェイクニュースで町民に流れることは多々あろうかと思います。私は、執行部は傍観者であっては

ならないと思っています。 

 そこで、副町長の見解及び職員を代表しての総務部長の見解をまずお尋ねしたいと思います。 

 なお、私の個人的なことも入っておりますが、私の抗議の意味も入っておりますので、ご了承願いたいと思い

ます。 

 次に、広報わけの和気町防災都市公園構想ですが、２月、３月の広報は町民への理解、理解できます。３月定

例議会において修正案が可決されました。実質、防災公園事業は白紙の状態になっております。そんな中、４

月、５月と連載で、防災都市公園構想と銘打って広報へ掲載しています。我々議員は、住民の直接選挙で選任さ

れた住民の代表であり、地方公共団体の具体的政策を最終的に意思決定する機関でございます。その議会で、平

成３１年度一般会計当初予算で、防災都市公園関係予算６億６００万円余りを否決したにもかかわらず、修正で

ございますが否決という言葉を使わせていただきたいと思います。議会へ何の協議も相談もなく広報へ連載する

のはどういうことでしょうか。私たち、修正案に同意した議員６名で、多くの町民が望んでいた防災都市公園計

画の廃止を記載した和気の民意と銘打って、パンフを町内一円に配布をいたしました。５，０００部でございま

す。基本的にはポスティングで配布をいたしました。私の配布中に居合わせた町民に説明したところ、防災都市

公園事業を中止してくれたんだね、創志学園へ無償貸与したグラウンドを２０億円もかけてつくる必要はない。

どうして水につかるところへ防災公園なのか。防災施設は近くでなければだめだとの意見も、中にはありがとう

という声までございました。一方、配布中に出会った人は、誰ひとりとして、なぜ防災都市公園計画に反対する

のかといわれた意見は一件もございませんでした。そんな中、議会が否決したにもかかわらず、なぜ広報へ防災

都市公園構想、このことが書かれているのか、やっぱり町長は防災公園をどうしてもやるのかとの声もございま

した。町民は混迷いたしております。どのような考えかをお尋ねしたいと思います。 

 次に、ドローン関連予算の提出についてでございます。 

 ３月定例議会において、防災都市公園関連予算修正により予算削除したドローンの関連予算９６５万円を再提

出されておりますが、どのような状況変化があったのか、そのあたりをお尋ねしたいと思います。 

 以上、３点、よろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） 副町長 稲山君。 

○副町長（稲山 茂君） 山本議員の執行部の議会対応について、対策についてということでございます。 

 先ほど議員の方から町長が数字的に誤ったことを言うことについて、我々、副町長以下執行部はどういう対

応、一切見て見ぬふりをするというようなご指摘もありました。そういう中で、議会は住民から直接選ばれた一

定数に議員が構成されている合議団体でもあります。その意思を会議における議決の形であらわされているとい

うことで、その点につきまして、議会に対して今後真摯的に向き合いまして、そういう答弁がもしあったとすれ

ば、気がついたらすぐ町長の方へこういうことですよということで、すぐ隣へおりますので、ぜひ今後気をつけ

てまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 あと、詳しいことは総務部長の方からまたご答弁申し上げます。 

○議長（安東哲矢君） 総務部長 立石君。 

○総務部長（立石浩一君） 失礼いたします。 

 それでは、山本議員の一般質問の答弁をさせていただきます。 

 執行部の議会対応について、議会答弁についてということでございますが、先ほど副町長の方からも答弁申し

上げましたけど、議会につきましては、日本国憲法、地方自治法の規定によりまして基づかれたもので、議会に

つきましては、住民から負託を受けられた議員の皆様により構成された合議体でありまして、その意思は会議に

より議決をあらわすものでございます。このことから、議会の会議、または委員会においては、厳正かつ議会の
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品位を重んじなければならないものと考えております。また、答弁につきましては、議員の質問をよく聞きまし

て、趣旨を理解し、誠意を持って答弁をしなければならないと考えておるところでございます。答弁の内容は法

令に抵触していないか、簡潔明確か、質問や答弁による誤謬の有無を考慮しなければならないと考えておるとこ

ろでございます。今後の答弁につきましては、先ほど申し上げました内容を、再度庁舎内に徹底をいたしてまい

りたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） 都市建設課長 久永君。 

○都市建設課長（久永敏博君） 失礼いたします。 

 それでは、山本議員の２点目の広報わけの和気町防災都市公園構想についてであります。 

 平成３１年３月号から、広報わけへ和気町防災都市公園構想の防災編、洪水浸水想定区域編、防災・財政編等

について掲載いたしておりますが、これは町民の方へ十分なお知らせができていない、正しい情報が届いていな

い、今町民の方が望んでいるのは行政からの公式な情報であるといったご意見を議会や住民の方からのご指摘を

いただいたため、町執行部が対応を検討した結果、平成３１年３月号から掲載を始めたものでございます。３１

年３月議会の修正議決後から掲載が始まり、防災都市公園の関連予算が確保されていない状態での掲載が続いて

おりますが、これは執行部として引き続き防災都市公園を推進していきたいとの思いから、町民の皆様へ事業の

内容をお知らせさせていただくとともに、事業の必要性を説明しているものでございます。今後とも、議会の皆

様、町民の皆様にこの事業をご理解いただけるように努めてまいりますので、ご理解のほどよろしくお願いいた

します。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） まち経営課長 鈴木君。 

○まち経営課長（鈴木健治君） 失礼いたします。 

 私からドローン関連予算の再提出についての質問にお答えをいたします。 

 ドローン事業の関連予算につきましては、３月議会の方で減額修正ということになりましたけれども、町長の

提案理由にもありましたとおり、その議決後の３月２９日に内閣府から当事業が地方創生推進交付金事業に採択

されたとの連絡がございました。この補助事業に採択をされますと、国から交付金及び特別交付税という形で事

業費の約４分の３の支援を３年間受けることができます。ドローンを活用した当事業は、少ない人口でも地域の

生活を支えることができる技術インフラを世界に先駆けて構築しようとする、社会的にも意義の高い取り組みと

考えており、このたびの事業採択は、和気町が全国の先鞭をつける貴重な機会をいただいているものと考えてお

ります。事業の内容につきましても、大手通信企業や大手家電メーカー等との連携により、３月の時点よりも高

度な内容の事業実施が可能となるめどもついております。ぜひともこの取り組みを進めさせていただきたいと思

い、再度検証実験の予算を計上させていただいたものでございます。 

 当交付金事業の内容については、農業の分野の実験も予定をしております。政府におきまして、今月７日に農

林水産業・地域の活力創造本部の会合が開かれまして、水田稲作でドローンなどの新技術を導入した場合、１０

アール当たりの労働時間が約５０％短縮するなどの試算を示しておりまして、人手不足の解消に大きく役立つと

指摘をされております。農林水産省におきましても、農業用ドローンの普及拡大に向けた官民協議会を３月に立

ち上げておりまして、ドローンを使っての検討を行っているところでございます。現在、農薬や肥料の空中散布

というのは、無線で遠隔操縦する農業用の無人ヘリコプターで既に行われてはおりますけれども、これは１，０

００万円以上もする大変高価なものでありまして、１人で持ち運びもできず、農家の負担が軽減できているとは

言いがたかったということでありまして、一方、ドローンの価格は１００万円から２００万円ほどであります。

更に、無人ヘリとは異なりまして、遠隔操作ではなくとも機体自らが必要な動作を行う自立飛行が可能な点が大
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きな特徴であります。人手をかけずに農薬の撒布等が行えると、活用していけるということでありまして、今回

のこの検証実験におきまして、実際の実用化に向けた問題点を検証するということを予定しております。 

 以上、答弁を終わります。 

○議長（安東哲矢君） ９番 山本君。 

○９番（山本泰正君） なかなか優等生回答、ありがとうございました。議会対応についてですが、今議会の特

別委員会でも、町長から益原のハザードマップ上の浸水地域へ防災都市公園を設置すること、国土交通省の了解

を得ているという旨の、これ、議事録を見ていませんので表現が若干違うかもわかりませんが、そういう旨の発

言があったと思います。昨年の７月豪雨、真備町の災害状況はハザードマップとほぼ同様の浸水状況だったとの

ことでございます。そんな中、国土交通省からそんな了解が本当にあったのかどうか、事実かどうか確認させて

ください。了解した国土交通省の担当部署を教えていただきたいと思います。 

 また、文部科学省で私の補助金があるといったがないと言われたとこですが、文部科学省で再精査したという

町長の発言でございますが、誰が再精査したのか、お尋ねします。 

 今日も同僚議員の回答の中でも、益原の焼却場、ここへ災害ごみを集めて、隣に焼却施設があるから処理でき

るんだという旨の回答がございました。これ、何回も出る話ですが、この施設では家屋廃材等の災害ごみは処理

できません。そのことは、執行部からも一次回答があったと思います。１日１０トンの小型の焼却炉では、廃材

ごみは、ほとんど、一部はできるかもしれませんが、できないということもございます。それから、今定例会の

全員協議会で協議をいたしました工業団地、設計業者の県との協議不足の件でございます。厚生産業常任委員会

では、設計業者には瑕疵はなく、職員の・・・とのことで可決したというふうに聞いておりますが、今回の全員

協議会は執行部が要請したもので、全員協議会での協議内容を変更するというのはいかがなものかなというふう

に私は思っております。そのあたりの答弁もお願いしたいと思います。 

 それから、防災都市公園構想、広報への継続掲載ですが、これ、町民に十分周知できなかったというのは、今

までにしておかなかったらだめだったことだと思います。この広報紙へ掲載することを、広報責任者の広報委員

長は了解してますか。そのあたりもお尋ねしたいと思います。で、これ、３月議会で否決した後、こういう防災

都市公園構想として、継続して出すのであれば、まず議会と相談すべきではないですか。そこらあたりは・・・

じゃないかと思います。質疑のときに全員協議会、あるいは特別委員会あたりを招集して、そういう協議もして

もよかったんではなかったかなというふうに思います。こういうやり方、反対派だとか町長派だとかというふう

なイメージで持って執行すべきではないというふうに私は思いますし、こういうやり方をすると、反対している

議員の反対の意思が強くなるだけではないかなというふうに思います。一部の町民が賛成に傾いたとしても、依

然多くの町民は反対の意思がかたいと私は感じております。先ほども申しましたが、地方議会の使命、これは地

方公共団体執行部の政策を最終的に決定する議決権を持っております。執行部の運営や事務処理が適正に処理さ

れているかどうか、公共のために民主的に処理されているかどうか、チェックする町民の代表機関でございま

す。また、議員は住民の直接選挙で選任されており、住民全体の代表者であり、真摯に受け止めるという町長の

答えもありましたが、ぜひ真摯に受け止めていただきたいと思います。以上の点を認識されまして、再度回答を

お願いしたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 教育長 徳永君。 

○教育長（徳永昭伸君） 失礼します。先ほどの社会体育施設の補助金のことでお答えをさせていただきます。 

 この件につきましては、十分な調べをせずお答えをさせていただいたこと、この場をおかりしまして深く謝罪

を申し上げます。文部科学省の社会体育施設整備費補助金につきまして、教育総務課、社会教育課を中心に再

度、町長からの指示があり、補助金のあり方について調べをさせていただきました。その際、補助金の対象とし

て、屋外運動場の整備を行うためのそういう補助事業というのがありまして、前回の議会で報告するような形に
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なっております。補助対象額というのが非常に少ないもので、上限で９００万円ということの補助事業になって

おります。教育委員会の方で調べて報告させていただいたということです。大変ご迷惑をおかけしました。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） それでは、焼却場の問題でございますが、日量１０トンというのは十分認識をいたして

おりますし、有事の際には、これは朝８時半から晩５時までの１０トンの焼却炉でございますから、時間を延長

してでも活用していくのは、私は筋だろうと思っておりますので、平生は時間内で１０トンの処理をしていくと

いうことでございます。 

 それから、広報に出したことについては、これは私がもう再三、何回も申し上げておりますように、学校の再

編成、このあたりからお話しすると非常に長くなりますので、もうおわかりいただいておると思いますので省略

をさせていただきますが、できるだけこの事業については、私は町民の生命、身体、財産を守るべき立場にあり

ますので、そのような観点から、この事業についての重要性というのを更に町民の皆さんにも、説明不足だとい

うご意見も議員の皆さん方からいただいておりますから、この説明不足というのを丁寧に説明をさせていただこ

うと、この事業ができるにしろできないにしろ、こういう状況でございますというのを町民に広くお知らせをさ

せていただこうという意味で、広報に出させていただくのが行政の私は使命だと思っております。 

 それから、あそこは浸水地域だというお話でございますが、それは再三、お話を申し上げておりますように、

大きな河川のへりっていうのは防災マップでは赤塗りになっておりまして、これを言うともうああ言やあこう言

うっていうふうに言われるんかもわかりませんが、この和気町役場の場所も赤塗りになっておると思いますし、

それから一番私が気になっておりますのは、岡山の中原橋を渡りまして、下へくだりますと岡山中区の消防署…

…。 

               （９番 山本泰正君「時間制限があるんで、尋ねたことだけにしてもろうてく

ださい」の声あり） 

 尋ねたことをお答えしているのですが。 

○議長（安東哲矢君） 町長、短時間でお願いします。 

○町長（草加信義君） 中区の消防署なんかも、旭川のすぐ根っこにあります。県庁も５センチから１０センチ

の遊水池だというふうなこともありますので、有効にこの和気町の限られた土地を付加価値を高めていくために

あそこを活用させていただく。社会資本整備事業交付金につきましては、１０町歩という、少子・高齢化社会の

中でコンパクトに一ところへ公共施設をまとめなさいという中での計画でございますので、和気町内でこういう

公共施設をコンパクトにまとめていくっていうような場所が他に見当たらないというようなこともありまして、

あの場所を活用させていただきたい。そのために、遊水池である、防災マップでは赤塗りになっておりますが、

そこへ計画をさせていただいておるということを広報に、有事の際には人命を守るために他の地域の方よりもっ

と早く避難をしてくださいというふうな受け止め方をしてくださいという意味でございます。 

 それから、工業団地のことにつきましては、契約書も配れということで、契約書も担当の方から全員の議員に

お配りをさせていただきましたように、たしか２９年９月までの契約になっとったと思います。その時点では、

実は私は就任をいたしておりませんので、そのあたりはひとつご理解を賜りたいなと思っております。 

               （９番 山本泰正君「全員協議会で言うたことと委員会での説明が違うのはな

ぜですかというのを聞きょんですから、それを回答してください」の声あ

り） 

 全員協議会で言うたことと委員会で言うたことと違うっていうのが、ちょっと私、記憶にないんで……。 

               （９番 山本泰正君「担当課長言うてください」の声あり） 

 そのあたりでご理解をいただきたいと思います。 
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 それから、あとはほんなら担当課長の方で答弁させていただきます。 

○議長（安東哲矢君） 総務事業部長 野山君。 

○総務事業部長（野山晶義君） 今、山本議員の質問で、全員協議会のときに今までの契約の内容等と、それか

ら検収年月日、それから業務の支払い日等をお答えさせていただき、その場で契約書と変更契約書を次回出して

くださいということだと思いますので、厚生産業委員会のときに契約書と変更契約書も出して、同じような形で

入札した経緯と、その辺のことは私の方からは説明させていただきました。よろしいでしょうか。 

               （９番 山本泰正君「よろしゅうねえけど、また。よろしい。国土交通省の担

当部署、誰が聞いたんか教えてください」の声あり） 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 広島の中国地方整備局でございまして、社会資本整備事業交付金のヒアリングを受けて

おりますから、そのヒアリングの中には場所を無視してヒアリングはいたしておりませんので、私は、その点で

国土交通省がヒアリングをしているその中で場所は確認をしていただけとるというふうに認識をいたしておりま

して、その確認はいたしておりません。そこへ問い合わせをお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） ９番 山本君。 

○９番（山本泰正君） 町長は最初の経緯から言われますけど、もうこれ、言った言わんの話、堂々めぐりにな

りますが、跡地検討委員会からの答申は、今後、利用者と協議を重ね、佐伯グラウンドの利用促進しながら、代

替施設も検討願いたい、これが原文のとおりでございます。それをもうあたかも防災都市公園をやれというよう

にいつも言われますが、そのあたりは真摯に受け止めるというのであれば、これはちゃんと受け止めといていた

だきたいと思います。利用者との協議もない、検討もない中でどんどん進んできたというのは事実だと思います

ので、今になって広報をどんどんやっても、なかなか間に合わない部分もあるんではなかろうかなというふうに

思いますし。 

 それから、焼却施設ですが、２４時間運転しても、廃材ごみ、これは、前にも協議しましたけど、すくうのが

何ぼあるんですかね、幅が１メートル前後だと思います。それより長いもんは焼却炉へ入りませんのでだめだと

いう協議はしたじゃないですか。それから、ストックとしては置ける場所にはなるかもわかりませんが、焼却場

で焼却するということにはならないという回答を以前にもしとるわけですから、それを曲げてあたかも当然のよ

うに言うのはやめていただきたいし、フェイクニュースにならないように正しい情報を町民に伝えていただきた

いということを強くお願いしておきます。 

 それから、ドローン関係ですが、全員協議会で十分議論もさせてもらいました。農業関係、いろんな形で可能

な部分もあろうかと思いますし、それからドローン航空隊なるものを設立したという報告もございました。ここ

で職員でできることは職員でやって、これは委託しなくてはならないという部分をしたらいいんかなと思いま

す。昨日のテレビでも、物流の関係、これは楽天と西友だったと思います。ちらっとテレビを見たんですが、離

島へ物資を運ぶ実証実験だったんか実際にやっているんか、５００円どうのこうのというようなことが聞こえま

したから、恐らくもう実現しているんだろうというふうに思います。十分協議をしてやってください。どんどん

進むのもいいんですが、議会へも報告をしながら進めていただきたいと思います。 

 引き続きまして、町営バス運行についてお尋ねしたいと思います。 

 今日、参考資料も出していただいておりますが、通告いたしておりますので、簡単にお願いしたいと思うんで

すが、利用状況と利用者の苦情の声等を、苦情だけじゃなくて結構です。使い便利がよくなったという声があれ

ば、それもお聞きしたいと思います。４月からデマンドタクシーが廃止になりまして、町営バス１本になりまし

た。運転手１人で走っているのも多々見受けられます。そこで、あの資料には出ていませんが、まちなか線と新

規路線の片上及び吉永線、これはいい事業だと思うんですけど、この３路線はデマンドタクシーが余り使ってな
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かったとこだと思いますので、３路線を除いた９路線の４月、５月の比較ができましたら、状況をお聞きしたい

と思います。 

 それから、定時定路線バスという名目で売り出した町営バスでございます。にもかかわらず、スクールバスの

利用なんで、実情は十分わかりますし、なかなか難しいことだと思うんですが、学校行事にあわせて変更という

のがもう非常に多い。これは苦情も聞いておりますが、実際に１人、私はいつまでも待ったんだけどバスが来な

かった。実は孫のとこへ行っとって、帰ってきて待ちょったんじゃけどバスが来なかったというのを１件だけ聞

いております。時刻変更、やむを得ないのかもしれませんが、この周知の方法、なかなか町のホームページを見

て利用される方というのは非常に少ないと思います。ですから、告知端末でやるだけでいいのかどうか、そのあ

たりの検討をどのようにしているか、検討の結果等を踏まえてお尋ねしたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 危機管理室長 新田君。 

○危機管理室長（新田憲一君） 失礼いたします。 

 それでは、山本議員の町営バス運行についてというご質問にお答えをいたします。 

 少し簡単に説明をさせていただきますが、今日お配りしております資料によって説明をさせていただきます

と、４月の稼働日数が２０日間です。合計で２，２９９人ということで、１日平均１１５人、これはバス路線全

体の話です。５月は１９日間稼働いたしました。２，６０４人ということで１３７．１人という平均になりま

す。昨年度のデマンド時代と比較いたしますと、４月で言うと１．５７倍、５月は１．６４倍ということで、利

用者増ということで推移をしております。山本議員のおっしゃられました片上便、吉永病院便、それからまちな

か便、まちなか線はデマンド時代もご利用の方もいらっしゃったわけですが、その比較をいたしますと、昨年４

月のデマンド、５０．４人なんですが、今年はまちなか線まで除きましても６７．６ということで、多目で推移

をしております。５月につきましても、昨年デマンドが５６．２、今年度が７７．６ということで、たくさんの

方にご利用していただいているという状況でございます。裏面は、各路線ごとの利用状況をまとめております。

やはり利用者間の声で多いのが、特に学校行事なんかが年度初めでございまして、４月、５月は時間変更になる

というケースが多くございました。そのことに対するご意見を多数いただいております。そのほかにも、定時定

路線になったということで、その日の予定が立てやすくなったとのプラスのご意見や、大勢で出かけることがで

きる機会が増えたんだと、そういったご意見もいただいているところでございます。 

 ただ、この時間変更をなかなかお知らせする機会というのが難しくて、ホームページとか告知放送ではしてま

すが、車内へ何日間も前から掲示をしたり、それから主要な停留所の方へ時間変更のお知らせをしたりしている

ような状況です。一つの目標でありました駅周辺の活性化、これはなかなか複数の用事を一度のお出かけで済ま

せていただくというご利用の方がなかなか見えてこない部分がありまして、必ずしもつながっているということ

には今のところ感じていないというふうに思います。今後は、路線の連絡や待合場所の充実、それから乗務員の

接客、そんなことも注意をして、定期的に議会の方にご報告をさせていただきたいというふうに思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） ９番 山本君。 

○９番（山本泰正君） 厳しいことも申し上げましたが、和気町のため、和気町民のために、真摯な態度で議会

運営にも執行部も協力願いたいというのが一つでございます。 

 ただ私の質問の中で、・・・・・・・・・・・・という発言があったそうでございます。失礼いたしました。

訂正のほど、よろしくお願いします。 

 以上で私の一般質問を終わります。 

○議長（安東哲矢君） これで山本泰正君の一般質問を終わります。 

 次に、４番 若旅啓太君に質問を許可します。 
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 ４番 若旅君。 

○４番（若旅啓太君） 議長の許可をいただきましたので、一般質問させていただきます。これ、実は元号が変

わってから最初の定例会の一般質問なんです。ですので、建設的で前向きで有意義な４０分間にさせていただき

たいと思ってますので、執行部の皆さん、どうかよろしくお願いいたします。 

 １点目に移ります。 

 まず最初に、就任から１年たたれましたが、町長のお言葉の中で、人口減少に歯止めをかけるんだというお言

葉を伺う機会が多くございます。そこで、単刀直入に町長にご質問でございます。人口減少に歯止めがかかった

状態というのは一体どういう状態なのか、言葉の定義です。そこを議論のたたき台として、まず簡潔にご答弁願

えたらと思います。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） それでは、若旅議員の人口減少に歯止めをかけるということはどういうことかというご

質問でございますが、実はいろんな施策を打ち出しておりますが、その施策の中で移住・定住対策、それからそ

の中で若い人に和気町に住んでいただこうという考え方の中で、これから住宅政策等につきましても、今、宮田

団地６町歩、あそこを今解体をいたしておりますが、これを一日も早く区画整理をしまして、制限をしますが、

若い人にあそこへ家を建てていただいてお住まいいただこうと、そういうことも考えております。いろんな施策

の中で人口減に歯止めをかけていこうと思っておりますが、ただ残念なことに、自然動態で昨年６４人しか出生

いたしておりません。亡くなられる方は、実は２５４人なんです、去年。ですから、これだけでもう自然減で１

９０人も減っておるわけでございます。出生率が、率でいいますと和気町は非常に悪いということで、ワースト

２位というふうな位置づけもされておりまして、この出生率を何とか上げるように、この前、婚活で見合いをし

ていただくような、そういう事業もやっております。いろんな施策の中で、一人でもたくさんの皆さんにこの和

気町にお住まいいただこうということで努力をしてまいる所存でございますので、そのあたりでご理解を賜りた

いと思っております。 

○議長（安東哲矢君） ４番 若旅君。 

○４番（若旅啓太君） ありがとうございます。簡潔にまとめると、出生率の回復がまず最初に先立ちますよね

ということです。そのために婚活等をやられておるということなんですが、私、ゴールデンウイークに東京に帰

ったんですけれども、久しぶりに友人たちとも会う機会がたくさんありました。久しぶりに、知らない間に結婚

してたりだったりとか、いろいろライフスタイルも変わって、いろいろ話を聞いていくんですが、わかったこと

っていうのは、私たち世代にとっては、結婚するということはいつかやってみたい、やってもいいかなと思うこ

との一つでしかないんです、もう。恐らく皆さん、町長の世代の方々は、結婚して家庭を持ってお子さんが生ま

れて家を建てられてっていうのが、多分当たり前の時代だったと思うんです。ただそこの認識にギャップがある

んです。そして、結婚する友人の中にも事実婚している、籍を入れないで結婚するでしたりとか、結婚はするけ

れども子供は考えてないなって、いろんな多様化してるんですよ、家族の形っていうの。私としては、そういう

現状を踏まえると、結婚させることが少子・高齢化に結びつくか、まあ必要だと思うんですよ。ただ抜本的なも

のには恐らくならないんじゃないかと私は思ってるんです。人口を保つために必要なものっていうのは、簡単に

言うと少子・高齢化におけるこの人口減少対策、これはお子様、妊娠から出産、子育てまで、それに至るまでの

全ての阻害要因を取り除いて、出生率を向上させるという、そういう政策のことを、私は、子育て支援政策もそ

うですけれども、人口減少対策だと思います。やはり今の和気町では、議会の中でも人口の増減が社会増減だけ

で語られがちなんじゃないかなと危惧してるんです。何人移住してきました、何人出てきました、何人増えたん

だな、よかったね、和気町頑張ってるなって話も聞きますが、自然増は全くしてないんですよ。先ほどおっしゃ

ったとおり。自然増に結びついてないっていう現状があるんです。お子様が生まれてないってことです。そこが
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まず大切な視点だと思うんです。日本人がどんどんどんどん絶滅危惧種になっていくわけですよ。どんどん日本

人自体の人口が減っていく中で、自治体間で減っていく人たちを奪い合っても勝者は誰もいないわけなんです。

消耗戦強いられて、結果、何が残るんだろうか。その現実をまず直視しなきゃいけないんです。まず我々がしな

きゃいけないのは、出生率を向上させるということ。移住者の政策を批判してるわけじゃないですよ。地方に暮

らしたいという方を受け入れる、その間口を広げてあげるっていうのは大切なことですよ。ただそれは人口減少

対策には直接的には結びつかないってことだけは、まず理解しなきゃいけないんです、我々は。３０年後、４０

年後の人口対策に効果は極めて限定的です。ここ、まず我々は共通認識を持つべきだと思うんですよ。そこがま

ず全ての最初にございます。 

 ここで人口置換水準って言葉があるんです。これから和気町の人口を考えていく上で、キーになる、鍵となる

数字が２．０７という数値です。２．０７、これ、人口置換水準というんですけれども、人口置換水準って何か

と言うと、人口を置きかえる水準。理科の実験とかで、昔記憶あります、水上置換法とかなんかいろいろ。そう

いうありましたけど、あの置換って置いてかえるって、人口を置きかえる水準、それが２．０７なんです。何か

というと、親御さんの世代とお子さんの世代が同数になるように、ちょうど人口の入れ替えがなせれるように設

定された出生率の水準のことです。それが２．０７です。１人の女性が一生かけて平均２．０７人以上生まれれ

ば子供の数は増えていくし、それを下回っていれば人口はどんどん減っていくってことです。そして、ちょっと

広く見ますけれども、今の日本の出生率というのは大体１．４ほどです。大きく下回ってますね、１．４ほど。 

 そこで、松田課長にお伺いします。今の和気町の、和気町です。日本じゃなくて和気町の出生率、そしてその

出生率を向上させるためにどういった施策が必要だと考えていらっしゃるのか、松田健康福祉課長にまずお伺い

したいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼します。 

 先ほどの若旅議員からのご質問なんですけども、子育て環境の改善に向けては、ソフト的なこと、それからハ

ード的なこと、それから経済的なことと、いろいろあるかと思います。そうした中で、子育てを控えている方々

からの意見というか希望等を、町としていかに希望を聞き入れるかということが必要かと思っておりますので、

アンケート等、それから各種子育て事業等で子育てしている方々のご意見を聞いていって、それから今後の施策

として反映していきたいというふうに考えております。 

○議長（安東哲矢君） ４番 若旅君。 

○４番（若旅啓太君） 松田課長、ご答弁ありがとうございます。ニーズを的確に捉えることがまず大切だろう

というご答弁だったと認識しているんですが、ニーズを捉える前に、質問の２点目なんですが、松田課長、健康

福祉課、子育てを、部門によってはまち経営課も関わってはくると思うんですけれども、健康福祉課として町の

子育て政策といいますか、人口減少対策と子育て政策というのは実は密接にすごい結びついておりまして、子育

て支援政策を和気町役場としてはどう自己評価されているのか。そして、もし努力すべきところがあるのであれ

ば、一体それは何なのか、賜りたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 健康福祉課長 松田君。 

○健康福祉課長（松田明久君） 失礼します。 

 若旅議員からのご質問についてお答えいたします。２点ございますが、２点あわせて回答させていただくとい

うことで、よろしくお願いします。 

 ご存じのとおり、和気町では、出生後２カ月までの赤ちゃんを対象といたしまして、赤ちゃん訪問から始ま

り、育児相談、各種乳幼児健診、高校卒業までの医療費助成等がございます。また、以前ご提案のありました発

達障害の早期発見が期待できる乳幼児健診への理学療法士の導入でありますが、現在、その実施に向けまして、
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５月、６月に行った乳幼児健診を理学療法士の方に見学してもらい、今後どういったかかわり方ができるか、検

討している最中でございます。また、体制につきましては、令和２年度末までに子ども家庭総合支援拠点の設置

が義務づけられております。これは原則として１８歳までの全ての子供の家庭及び妊産婦を切れ目なく継続的に

支援する組織で、年齢による切れ目と支援期間、組織として継続して支援する体制の整備でございます。これを

受けまして、昨年度から検討部会を毎月開催し、保健所、県、教育委員会、健康福祉課で設置に向け、不足して

いるものを洗い出しを行っているところでございます。 

 また、少子化の進行や世帯規模の縮小が進み、子供、子育てを取り巻く環境が変化する中、子供の健やかな育

ちと保護者の子育てを社会全体で支援するため策定しておりました、和気町子ども・子育て支援事業計画が今年

度、最終年度となっております。昨年度、子ども・子育て会議を実行し、現行計画の進捗状況の確認をいたしま

した。現在、来年度からの第２期子ども・子育て支援事業計画の策定に向けて、ゼロ歳から１２歳までのお子さ

んのいる保護者を対象にアンケートを実施し、ニーズの調査を行っているところでございます。 

 今後、アンケート結果を基に企画策定を進めてまいりますが、子ども・子育て計画の中で委員の意見を聞き、

和気町での子育てが子供を安心して産み育てられ、心豊かに育ち、まちづくりを推進していけるような計画とし

て、関係部署と連携を図りながら進めていきたいというふうに考えております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） 傍聴者の皆さん、ちょっとお静かに願います。 

 ４番 若旅君。 

○４番（若旅啓太君） 松田課長、ご答弁ありがとうございます。これからやっぱり人口減少問題と子育て世代

への支援、ニーズを組み入れていくっていうのは、将来の和気町のやっぱり喫緊の課題であると思いますので、

本当にぜひよろしくお願いいたします。 

 出生率を上げるっていうことに戻ると、子育て支援政策ってとても有効なんです。なぜかというと、我々世代

からすると、子供を産むつもりないよって方はもうしょうがないんですよ。そもそもライフスタイル、人生で

何、大切にする、仕事大切にするんですかとか、私は家族を大切にしたいなとか、もうそれ生き方の話ですか

ら、それを行政がどうにかできるかって、極めて難しいと思うんです。行政が本当に私は力を入れるべきなの

は、子供がもっと欲しいのにいろいろな事情で産めない人たちを助けるってことだと思うんです。そこがまず何

より大切で、一つ例を挙げます。例えば、私の妻の、佐伯に住まれてる、私の妻が仲よくさせていただいている

奥様がお二人お子様がいるんです。その方とちょっと私、お話伺う機会があったんですけども、本当は４人か５

人欲しいそうですって。でも、経済的な不安から２人でちょっと諦める。これ以上はちょっと厳しいなというこ

とで、２人で諦めるということをおっしゃってました。私、それ聞いたときに、とても悲しい気持ちになったん

ですよ。これ、すごい悲しいことじゃないですか。１人の女性としてもこんなに悲しいことはないし、社会とし

てもこんなに悲しいことはないですよね。そういった方々、子供を産みたいんだけれども、子供を様々な事情で

産めないという方々を行政は支援していく必要があるんです。まずこれ、前提としてですけど。それをどこまで

本気にできるかっていうこと。やはり女性が子供を授かって子供を産んで育てるっていうことが女性にとってリ

スクになるような社会っていうのは、私は絶対に間違っていると思います。絶対間違ってる。だから、そこをど

うにかする。それが将来の和気町の発展にも直接的に結びついてくるんですよ。育児支援で手当てを出すとか、

共働きがしやすいように保育施設を充実させるとか、そこがまず大前提にあるんですけれども、待機児童ってい

うのはあってはならないんです。実は昨日、神﨑議員の一般質問の方で待機児童の数、質疑があって、万代教育

次長の方からご答弁がございましたが、あれは保育所の待機児童の定義っていうのは、極めてあやふやなんで

す。すごいあやふやなんですよ。これ、正直言っちゃうと当てにならないです。昨日、ご答弁の中で神﨑議員が

再質問をされたときに、万代次長はこう答えてらっしゃいます。ゼロ歳児につきましては、待機児童は現在ゼロ
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でございます。いや、私の次男、ゼロ歳児クラス出したんですけど、待機児童なんですよ。で、現在ゼロという

ことでございます。その後に保護者の方の入園の希望日が来たら、そのときに初めて待機児童になるんですって

ご答弁がありました。所轄官庁の厚生労働省の待機児童の定義がここにございます。まず、保育所入所待機児童

とは、調査日時点において入所申し込みが提出されており、入所要件に該当しているが入所していないものを把

握することって書いてあるんです。ちょっとわかりにくいんですよ。この注釈が６つも７つも書いてあって、も

うすごいわかりにくいんですけど、簡単に言うと、まず待機児童の定義は育休延長は含まれませんよとか、無認

可保育は含まれませんよとか、休職中等は、奥様がです。休職中も含まれませんよ。そして、万代次長のおっし

ゃったとおり、入園希望日が来ていない方もカウントされませんよって、これ、どういうことかって言うと、今

ある待機児童の定義っていうのは全く当てにならないんですよ。全く当てにならないんです。今、本当は予定の

子、待機児童になることが確定している子で算出したら、大体ゼロ歳児が１人で３人で３人っていう感じでした

ね。佐伯で１人、和気で３人、本荘で３人。で、私、長男を送り迎えするときに次男の入所届、出したんです。

そしたら、現場で私、６番目ですって言われたんです。待機６番目。本荘ですよ。本荘で今３なんですよね。そ

れで聞くと待機児童減ったように思えるんですよ。あ、そうなんだ、あきができて入れた人が３人いるんだねっ

て思いがちなんですけれども、実は実態そうじゃないんです。これ、私、知ってる方の中、本荘、にこにこ園、

ゼロ歳児に限らずなんですけれども、例えばお子さんが待機児童になりましたと。お子さんが待機児童になるこ

とが確定したので、どこにも預けるところがないと。苦肉の策で、ああもうこれは託児所つきの職場がないと、

もう我々生きていけないなということで、近隣市町村に必死で就職して、そこの託児所に預けてらっしゃる方が

いらっしゃる。もう一方、これ、移住された方なんですけれども、この方、どうも役場の移住・定住とか、役場

の政策を通さずに入ってきた方だそうですけれども、役場は感知してないかもしれませんが、その方は岡山市に

お勤めでございまして、待機児童になりましたと。あきもできる見込みがないので、岡山市内の、託児所がつい

てるみたいです、職場に。そこに預けるようになったと。その方は、今現在、こんなんだったら和気町に住む意

味ないんじゃないかって、現在岡山市内に転出を検討されております。こういう現状があるんです、今。現状が

あるんですよ。数字っていうのはうそをつかないですけれども、数字にだまされてはいけないんです。現状、こ

ういうことになってるんです。ゴールデンウイークに東京に帰ったとき、電車の中で和気町の中づり広告、相当

見ました、私。わあ、相当これ、金かけてんなって思いました。中づり広告、もう山の手線とかいろいろ見まし

たけれども、でもその広告の中に子ども・子育ての町ですよと、和気で子育てしませんかっていううたい文句で

広告をばんばん出してらっしゃいました。でも、そういった方々を残念な気持ちにさせていると。そういった

方々を結果的に裏切ってしまっているっていう、そういう現状が存在するんです。これ、声なき声ですよ。多

分、役場の方には届かないです。立場の弱い方々ですしね。役場にどなり込むような方々でもないですから、そ

ういう方々は。なかなか感知できないんですけど、確かにそういう方々がいらっしゃるんですよ。こんなに悲し

いことはないです。待機児童っていうのは絶対あってはならんと思います。それは潜在的なものも含めてです。

潜在的なものも含めて。ぜひなくしていただきたいんです。そして、子供を預けることに対して全く不安がな

い、そういう状況じゃないと、やっぱり子供は増えないと思いますね。教育長のお考えといいますか、お気持

ち、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（安東哲矢君） 教育長 徳永君。 

○教育長（徳永昭伸君） 失礼します。若旅議員から、先ほど子ども・子育て環境について、いろいろご示唆を

いただきました。昨日、教育次長の方からも、神﨑議員からのご質問でご答弁させていただきました。その内容

を含めて少しお話をさせていただけたらと思っております。 

 今、若旅議員から言われましたとおり、ゼロ歳児については、これは生後６カ月が過ぎないと入所ができない

ということで、今のところ待機はいないと。ただ、この６カ月がたった時点で、申し込みがあった時点になる
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と、なかなか今の教員数の関係でお受けすることができない、待機になるという状況があります。このことにつ

いて、我々も承知しておりまして、それを解決すべく鋭意努力をしておるわけなんですけども、１歳について

も、１人は佐伯の方へ余裕があるんで行ったけども、１人は佐伯よりも地元でということで待っておると。た

だ、町内全部を見ると定員には余裕があるんで、待機にはならないというところです。それから、２歳について

は、今、ぎりぎりの状態で、一応全員が入れてると。ただ２歳児が今後希望が出た場合には待機をお願いしない

といけないという状況にあるということは、我々教育委員会としても十分把握をしております。そのために、昨

年末も県内の保育教諭を養成する全ての大学にお願いもしました。就職の係の方ともお話をして、ぜひ和気の方

に学生の方で将来保育教諭を目指す方を紹介してほしいということで行いましたけれども、なかなか保育教諭を

確保するというのが、今非常に難しい状況になっております。ただ、それで甘んじておるわけではありませんの

で、今後ともこの保育教諭の確保ということで、力いっぱい頑張っていきたいと。キャパシティー的には町内の

保育所には、にこにこ園ですけども、余裕がありますので、保育教諭が確保できたら対応できると思っておりま

すので、そのことに全力を尽くしていきたいと。また、昨日も次長が言いましたように、離職者を出さないとい

うのも非常に大きな取り組みになっておりますので、そういう面についても、本年度も幼稚園の先生方に皆集ま

っていただいて、やはりやりがいを持って仕事に従事するということの大切さ、それから子供たちを教育するこ

とのすばらしさ、そういうことについても私の方で１時間余り話をさせていただいて、それぞれ組織として頑張

っていこうという意思確認もしております。今後、待機の児童を出さないという気持ちで頑張っていきたいと思

っております。また、いろいろな関係でＯＢの方、あるいは知り合いの方等にもお声かけをしております。もし

議員の方でいい情報等をつかんでおられる方がおられましたら、ぜひ教育委員会の方にもご紹介をしていただけ

たらと。和気町が子育てしやすい環境になる、そういう町になるように頑張っていきたいと。また、和気町なら

ではの教育推進にも力を入れていっております。和気町が町民にとって活力ある、魅力あるまちづくりになるよ

う、教育行政としても頑張って推進をしていきたいと思っております。 

 以上でご答弁とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） ４番 若旅君。 

○４番（若旅啓太君） 教育長、突然済いません、ありがとうございます。そうなんですね。やっぱり待機児

童、ぜひ本当になくしてあげてください。保育士の待遇っていうのがやっぱりすごい問題になると思うんです。

私、ちょっと調べてみてびっくりしました、保育士。こんな安い賃金で働いているのかと。極端な話、町長と報

酬が一緒だったら、多分、めっちゃ増えると思うんですけれども、正直。いや、そういう話だと思うんですよ。

だから、やっぱり待遇改善、それは極端な話ですけど、待遇改善っていう方にぜひお力、というかぜひお願いし

ます。これ、人口減少対策にも結びつく話ですので、直接的に。よろしくお願いします。 

 そこで、ちょっと保育所のことから離れて、実際に子育て支援政策のことについて、これから自分の思うこと

を聞いてほしいなと思うんですけれども、やっぱり子育て支援政策ってものを考える上で、本当に大切という

か、とても参考になるのはフランスって国です。フランス、すごいんです。やってること、これ、人口すごい増

えてるんです。出生率、すごい高いんですよ。高い国なんです、フランスって。やってることってとってもシン

プルなんです。９０年代にジャック・シラク大統領って大統領がいたんです。その方が、フランス語の母語の、

マザータンの人がこれから人口減少で減っていくっていうのはゆゆしいことだって言って、シラク３原則ってい

うものを、３つの声明を出したんです。そのとおりに政策をやってたら、人口がどんどん増えていったよねって

いう政策なんですけど、ちょっとご紹介します。シラク３原則のまず１つ目、すごいシンプルなんですよ。当た

り前だよねってことなんです。１つ目、どれだけ女性が子供を産んでも絶対に貧乏にさせませんよってこと。こ

れ、女性が子供を授かりたい、子供を産んで育てたいって思うときに、好きなだけ産んでいただく。希望どおり

の数のお子さんを産んでいただくと。産んでいただいたとしても、税金で、社会でお母さんたちを支えて、絶対
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に貧乏に、貧しくはさせないですよっていうことです。２つ目、待機児童はあってはならないということ、マス

トです、これ。これは共働きが当たり前の現代では仕事をしないと生きていけないので、地方自治体の役割とし

て、待機児童ゼロは絶対ですよ。これ、潜在的なものも含めます。３つ目、これ、出産と子育てというものを女

性のキャリアの障害にはさせませんっていうことです。これ、例えば女性が出産や子育てで離職されますね、１

回。職場復帰したとしても、元のポジションや元の序列、元の地位で戻ることができますよってことなんです。

これは法令の話なんで、これ、法律の話なんで、これはちょっとこの議会では取り上げません。３つ目のことに

ついては取り上げません。その３つのことをがんがんやってったら人口が増えたんです。実は、日本って出生率

１．４ぐらい。フランスって先進国なのに２．０５あるんですよ、フランスって。２０１４年に２．０５あった

んです。いや、すごいんですよ、これ。全ての女性が平均すると一生のうちに２．０５人お子様を産みますよっ

ていうことなんです。すごい高い水準なんです、先進国なのに。でも、それ２０１４年の話。で、今は２．０５

から１．８８まで落ちてるんです。それでも高い水準です。日本でいうと、子供を産もうっていう意識が強かっ

た１９７０年代に匹敵する水準なんですよ、今でもフランスは１．８８。ただ、実際には５年間の間に減ってい

ると。これにはシンプルな理由があるんです。理由があるんですけど、この理由は最後にご説明します。ただこ

れはすごい大切で示唆に富むことなので、このことはちょっと覚えていただきたいと思います。フランスとか結

構しっかりしてて、人口増えるってことなんですけど、結構、例えば知ったふうな人っていうのは、それは日本

と違ってフランスっていうのは、婚外子ってものが社会的に認められてるから何とか人が増えてるんだっていう

ことをよくおっしゃる方がいて、結構もっともらしくてだまされちゃうんですよ。見てる方とかも、多分フラン

スの政策とかって何なんだろうなって、もしかしたら聞いていただいて調べていただく方もいるかもしれないで

すけど、結構眉唾で。婚外子が多いのは事実なんです。婚外子っていうのは結婚してない夫婦から生まれる子供

のことですけれども、日本の感覚で言うと、それってネガティブなイメージで語られがちなんですよね。例えば

隠し子だったりとか、一夫多妻制とかっていう。そういう話で語られがちなんですけど、理由は単純で、フラン

スは初婚の年齢よりも初の出産の年齢の方が早いってだけなんです。平均すると。要はできちゃった結婚が多い

ですよって話。婚外子、６割です。１００人いたら６０人のフランス人は婚外子で生まれてるから、結婚のハー

ドルがないから日本と違って増えてってるんだっていう論が結構あるんですけど、これは事実と違くて、婚外子

の割合がフランスの国内で増えたのは１９７０年代の中盤なんです。中盤に婚外子の割合が増えたんです。実際

に人口が増加に転じた、出生率が上がり始めたのは９０年代の中盤なんですよ。２０年のタイムスパンがあるん

です。だから、婚外子の有無っていうことが、人口の増減や出生率の向上には結びつきにくいんです。結びつい

てると考えにくいんです。その点、日本とは状況は一緒なんです。その上で、フランス、ドイツ、イギリス、ス

ウェーデンとか、子育て支援、手厚くしてますけれども、実際にどういうことをやってったのか、どこまでのこ

とをやったのかっていうのを、時間ないんですけど言えるだけ言います。まず、出生手当です。これ、妊娠７カ

月目に支払われます。これ、日本円に換算すると１１万円から１２万円ほどです。もちろん、出産にかかる費用

は全額無料です。日本、私、２回、出産に立ち会いましたけど、全額無料じゃないんです。出産にかかる４３万

円ほどのお金は全額国から出ますけれども、入院費用だったりとかアメニティーとか、そういったものは全額実

費なんです。だから、２人、私、子供がいますけれども、合計２０万円ぐらい、多分余分にかかったんじゃない

かなと思います。そういったものも含めて全て無料で、休職、産休中の人は１日９，０００円、奥様にですよ、

所得保障。育児手当っていうものが、それとは別に月に５万円。ベビーシッターでしたりとか、和気町でいう子

育て支援センターのような、そういう保育外の保育施設です。そういったところにも、現場、税金として手厚い

運営費の支給です。保育費は税控除もされます。税控除もされると。児童手当ですか、今日本でやってますね。

それ、向こうで言うと家族手当って名前に変わるんですけれども、それは２０歳まで１人２万円です。増えるご

とに額は増えるんです、実は。子供が多ければ１人当たり２万５，０００円とかに増えていくんです。そして、
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義務教育中は新学期手当、学期がかわるごとに４万５，０００円支給されます。子供１人当たり４万５，０００

円。それで部活にかかるお金とか、何か習い事とか頑張りなさいねっていうことですよね。教育バウチャー制

度、これは日本では大阪市がやってます。大阪市が率先してやってます。バウチャーってクーポンのことなんで

すけど、例えば塾や習い事とか、そういったものにかかる経費を助成しますよってことです。大阪市やってま

す、これ。子供の数が増えたら、家も手狭になりますから、引っ越し費用だったりとか、住宅の手当を出したり

とか、もっといっぱいあるんですけど、ここまでのことをやって、フランスって日本よりも低かったんですよ、

出生率が。でも２．０５とかになっちゃったわけです、今。それぐらいのことをやると増えるんです。ちなみに

日本とフランスの自治体のベースでは、子供に係る支出のベース、３．５倍違います。３．５倍。更に累進制が

あって、所得税の控除でしたりとか、そういったものとか、子供３人、日本で生まれると、得する額っていうん

ですか、給付手当とか税控除とか含めて、３人が２０歳まで手当てが出るとして、得するお金は１，２００万円

なんです、３人で。フランスの場合、４，３００万円なんです。だから、子供を多く産んだ方が得じゃねえか、

これって思わせるぐらいのインパクトある政策が、まず人口減少対策には本当にこれ必要になってくるんです。

これ、財源必要ですけどね。そういう方向性があるんだってことは、まずお話ししたいですね。 

 最後に、政策の方向性っていうのを提言したいんですが、まず手当てによって直接的に負担を軽減するってい

うこと。あともう一つは、これ、安東議長がずっとおっしゃってることなんですけれども、粉ミルクでしたりと

か、紙おむつでしたりとかの助成ですね。お金かかりますから。これ、安東議長がずっとおっしゃってることで

す。これもすごい必要なんです。あと待機児童はゼロということ。 

 まとめに入ります。やっぱり子供にコストがかかり過ぎるんです。子供が増えるほどに負担が増えたら、出生

率は上がらないですよね。それは当たり前のことなんですけど。だから、多く生んだ方が得だと思わせるぐらい

のインパクトある支援が絶対に必要なんです。これ、政治行政の覚悟の問題だと思うんです。これ、覚悟の問題

なんです。どこまで本気でそこまでできるんですかっていうこと。夫婦で共働きしてもらうために保育環境を整

えるっていうのは当たり前なんですけれども、それでも限界ってありますよね。だって二馬力で働いても、稼ぎ

って限界がありますから。それは前提として手当を出す必要があるなって。こういうことを言うと、ばらまきだ

とか、何に使われるかわかんないだろうっていう、そういうもっともらしい意見も聞こえてくるんですけど、人

口減少から人口増加に転じた諸外国が、みんな漏れなく所得制限なしに子供に対する手厚い手当てっていうのを

出し続けているっていう現状を直視してほしいんです。これはもう単純で、現金による手当てとか、直接的なお

金による手当てっていうのは、子供を経済的な事情で産もうかどうか迷っている、不安に思っている人たちにと

っては極めてわかりやすくて極めて有効だからなんですよ。税控除とかわかりにくいんです。例えば、この４月

に厚生労働省のホームページ、さあって見てたら、法改正ありましたよね。何か新しい政策、４月からたしか始

まったんですよ。２月以降にお子さんが生まれた場合は、お母さんの国民年金を４カ月分免除しますよというの

が４月に始まったんです。たしか厚生労働省のホームページで僕、見たんですけど。もちろんさかのぼって還付

されるということ。でも、それって極めてわかりにくいんですよ、メリットとして。現金で直接的に給付するっ

ていうことがまず必要なんです。私はそう思います。これをどれだけ頑張る、お子様が欲しい奥様たちのため

に、どれだけ役場が身を削って税金を投入できるのか。これが女性の幸福としても、子供を産み育てることだけ

が幸福だとは思いませんよ。いろいろ価値観ありますから。ただ産みたいという人の幸福と、そして和気町の発

展っていうのは強く結びついてきます。先ほど、フランスで２０１４年には出生率２．０５って話をしました

ね。私、させていただきました。今は、２０１９年１．８８ほどに落ちちゃいました。その理由って、すごい簡

単なんですよ。その５年間の間に何があったかっていうと、２０１４年にフランス政府が手当ての額を削減した

んですよ。すごいわかりやすいですよね。手当てを減らしたから子供が減った。すごい単純な話なんです。裏を

返すと、手当てを増やせば子供は増えるんです。直接的にやれば。こういう現状があるんです。 
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 そろそろ結びに入りますけれども、やっぱり本気で和気町の自然減というものに歯止めをかけるのであれば、

出生率の目標値を定め直して、実際にそれに至るまでにどれほど役場が身を削って、我々も削りますわ、それ

は。議員としても身を削りますよ。どれだけ女性に、家族に手厚い支援ができるのかって、覚悟を問われている

と思います、これ。最後、町長、私はこれが町長のおっしゃる人口減少対策に関しての一つの答えというか、一

つのやり方なのではないかと思うんですが、財源の問題等もあるでしょう。そういうことは抜きにして、思われ

ることを何か教えていただけたらと思います。 

○議長（安東哲矢君） 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） もうおっしゃるとおりでございますが、ただ和気町の人口構成そのものが、今１万４，

３００台になりました。しかも６５歳以上が５，５６０人を超しとんです。もう高齢化率３９％を超しとんで

す。こういうような、まだ細かい数字ちょっと違うかもわかりませんが、もう３９％ぐらいになっとんです。そ

ういうような人口構成の中で、子育て世代の方が大変少ないんです、実は。今出生率は、和気町の場合が１．２

６なんです。１．２６、岡山県でワーストツー、２番目なんです。そういうこともありますし、それはさっきか

らおっしゃっておられるように、子供の子育て環境、このあたりをもっと充実させるべきだなというふうにおっ

しゃっておられるわけでございますが、もう当然そのとおりでございますが、十分そのことも踏まえながら、１

８歳までは医療費無料化とか、そういうことは県内でもかなり前にうちは進んでいるのですが、そういうことも

含め、再度、内部で十分検討しながら、子育てしやすいまちづくりになるように努力をしていきたいと思います

ので、どうぞよろしくお願いをいたします。 

○議長（安東哲矢君） ４番 若旅君。 

○４番（若旅啓太君） ４０分間ありがとうございました。未来っていうのはどうなるかって予測できる人って

一人もいないと思うんですけれども、そんな中で確実なのは、人口は減るということです。これだけはほぼ確実

に訪れることです。フランスや諸外国というのは、その予兆、実は日本は人口が減るってことは３０年前にはわ

かってたことなんです。それが手つかずのまま放置されてしまったって現状があるんです。これは事実としてで

す。フランスはその兆候が見えた瞬間に、大なたを振るってがんがんがんがん支援政策やって、実際に人口減少

から人口増加に転じた国であります。これは学べるところがたくさんあります。これは私は政治行政の覚悟次第

だと思います。どれだけ身を削って、将来のため、子供たちのため、未来のために汗かけるんですかと、我々が

歯を食いしばれるんですかと、それが今後の子供たちの未来への責任だと私は思ってます。この令和っていう時

代もいい時代になれるように、私も全力で精進してまいりますので、４０分間ありがとうございました。終わり

ます。 

○議長（安東哲矢君） これで若旅啓太君の一般質問を終わります。 

 以上で一般質問は全て終了しました。 

 ６月１９日は午前９時から本会議を再開いたしますので、ご出席方よろしくお願いいたします。 

 本日は、これで散会します。 

 ご苦労さまでした。 

               午前１１時５２分 散会 
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               午前９時００分 開議 

（開議の宣告） 

○議長（安東哲矢君） 皆さん、ご苦労さまです。 

 ただいまの出席議員数は、１２名です。 

 したがって、定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。 

（議事日程の報告） 

○議長（安東哲矢君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。ご了承を願います。 

 ここで、６月１７日、議会運営委員会を開き、協議した結果について委員長から報告を求めます。 

 議会運営委員長 山本君。 

○議会運営委員長（山本 稔君） 皆さん、改めましておはようございます。 

 去る６月１７日午後２時２９分から町長、副町長、総務部長、委員全員出席のもと、議会運営委員会を開催し

ました。その結果をご報告させていただきます。 

 まず、各常任委員長、それから防災都市公園整備事業特別委員長から付託された案件についての審査結果の報

告がありました。この後委員長から報告があると思います。 

 また、議員から討論の申し出が７件ありました。それから、修正動議１件が提出され、委員会で協議した結

果、本日の本会議で取り扱うことといたしました。 

 また、議員発議１件を本日の日程に加えるということを委員会で了承したことを報告いたします。 

 以上、報告といたします。 

○議長（安東哲矢君） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、委員長の報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、ご苦労さまでした。 

（日程第１） 

○議長（安東哲矢君） 日程第１、議案第５２号から議案第６１号までの１０件及び請願１件並びに陳情１件を

一括議題とし、各常任委員長及び防災都市公園整備事業特別委員長に審査結果の報告を求めます。 

 まず、総務文教常任委員長に報告を求めます。 

 総務文教常任委員長 万代君。 

○総務文教常任委員長（万代哲央君） 皆さん、おはようございます。 

 それでは、総務文教常任委員会の委員長報告をいたします。 

 去る６月１３日木曜日午後１時から和気町役場３階第１会議室において、委員全員出席、執行部から町長、副

町長、教育長並びに関係部・課長出席のもと、当委員会に付託されました議案２件と請願１件につきまして慎重

に審査いたしました。その結果をご報告いたします。 

 議案第５２号岡山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の増減及び岡山県市町村総合事務組合規約

の変更については、審査の結果、特に質疑もなく、全会一致で原案可決となりました。 

 次に、議案第５８号令和元年度和気町一般会計補正予算（第１号）については、賛成多数で原案可決となりま

した。 

 なお、審査の過程で、次のような質疑、答弁がありました。委員より、歳入の合併特例事業債の小学校改修整

備事業充当５７０万円とスクールバス車庫等整備事業充当８，９３０万円について、詳しい説明を求めたのに対

しまして、小学校改修整備費の工事請負費は６００万円で、そのうち事業費の９５％である５７０万円を合併特
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例事業債で充当する。工事内容は、和気小学校駐車場の舗装工事であると答弁がありました。 

 また、スクールバス車庫等整備事業に関する答弁では、現在和気町体育館横に駐車している８台のスクールバ

スを車庫に入れるため、２，８７３平方メートルの土地を借りて駐車場と車庫を整備するものである。庁舎車庫

の裏に駐車場と車庫を増築したいと考えていると答弁がありました。 

 また、同委員より、この事業の設計監理委託料は４５０万円であるが、委託先はどこかという問いに対しまし

て、予算議決後入札をする。現段階では決まっていないと答弁がありました。 

 また、同委員より、この事業で財産管理費の使用料、賃借料に当たっている土地借地料５７万５，０００円に

ついて説明を求めたのに対し、今回計上している５７万５，０００円はスクールバス車庫等整備事業で、個人所

有の土地２，８７３平方メートルに対する借地の借上料である。今回の補正で新たに上げたもので、当初予算の

１，８２３万２，０００円の中には入っていないと答弁がありました。 

 また、同委員より、消防費に関連し、女性消防団員の人数と消防備品の購入について説明を求めたのに対し、

女性消防団は今年４月１日現在２０名が所属している。うち町職員が１３名で、７名が一般である。令和３年度

に、全国女性消防操法大会があり、和気町が出場する。可搬ポンプの径は通常６５ミリであるが、女性消防団員

は径４０ミリの軽可搬ポンプを使用する。その軽可搬ポンプを購入する予算を計上していると答弁がありまし

た。 

 また、別の委員より、地方創生推進費のドローン物流実験委託料に関し質疑がありました。昨日、６月１２日

に行われた議会全員協議会で示された資料はどこが作成したのかという問いに対し、まち経営課で作成したと答

弁がありました。 

 また、同委員より、農林業関係は産業振興課と協議しているかという問いに対し、具体的協議はしていないと

答弁がありました。 

 同委員より、肥料散布は田植え機で土の中に入れている。農薬散布は既に何社もやっている。林業で和気町と

してドローンを活用する必要があるのか。今一番困っているのは、耕作者が高齢になり耕作放棄地が増えている

ことだ。ドローン航空隊や講習を受けた町職員ができる範囲でドローンを活用すればよいのではないか。本当に

肥料散布はできるのかという質疑に対しまして、肥料散布に関しては、空撮によってデータを蓄積して、どこに

肥料散布するのが適正かの支援を行うことにしていると答弁がありました。 

 また、関連して、町長より、少子・高齢化の中で行政はドローンを導入しなさいといった総務省の指導もあ

る。昨年和気町で実証実験を行った経緯もある。実証実験は成功したと思っている。国も、結果は成功であった

と言っている。和気町にはドローンスクールもあり、実証実験の適地であると考えている。今後、開発研究が進

めば、防災面、有害鳥獣等に対応ができると思う。また、林業関係でも、火事が発生した場合の焼失面積の把握

や植林の管理運営ソフトの開発につながる。和気町にとってもマイナスではないと発言がありました。 

 また、ドローンの活用推進事業について、教育長より、来年度から随時学習指導要領が変わっていく。これか

らの社会は科学技術の革新ということで、ＡＩ、ロボット、ドローン、自動運転が急速に発展し、人間社会と密

接に結びついた社会となってくる。そういう社会に生きる子供たちを育てる必要がある。子供たちの周りに科学

技術に触れる機会があるということが、子供たちの育成に役立つ。ドローンについても、昨年ＦＤＤＩ社によっ

て全小・中学校に出前講座をしてもらった。子供たちは目を輝かせて受講していた。特に操縦体験では、夢中に

なって取り組んでいた。また、体育会においても演技を録画するなど、子供たちにとってもドローンを通して科

学技術の変化を身近に感じている、そういう環境に和気町はある。ドローン活用推進事業の導入を要望している

と発言がありました。 

 また、地方創生推進費に関し補足説明として、財政課長より、地方創生推進費の９６５万円は地方創生推進交

付金という名目で、事業費の２分の１が国からついて、残り２分の１の町負担分についても特別交付税で町費負
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担分の２分の１が措置される。純町費負担は事業費の４分の１であるという内容でありました。 

 また、別の委員より、ドローンの特区申請を平成２９年１２月に行っていると聞いているが、特区申請の状況

はどうなっているかという問いに対しまして、特区申請は昨年１２月に行っている。今年４月に状況を確かめた

が、結論が出ていないということで、まだ回答いただいていないと答弁がありました。 

 また、補足としての発言で、まち・ひと・しごと創生総合戦略の中でドローンを活用し、町の活性化を行う方

針を立てている。今後、大きな成長が見込めるドローンを活用した取り組みを進めることで、労働機会の拡大、

人口流入による地域経済の活性化を図っていく戦略を進めていきたいと答弁がありました。 

 以上で議案第５８号令和元年度和気町一般会計補正予算（第１号）の報告といたします。 

 付託案件３件目、請願第３号モーターボート競走の場外舟券発売場の設置に関する請願は、採決の結果、賛成

多数で採択となりました。 

 以上、総務文教常任委員会の委員長報告といたします。 

○議長（安東哲矢君） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、委員長報告に対する質疑を終わります。 

 委員長、ご苦労さまでした。 

 議案第５２号は、討論の申し出がありませんので、討論を省略し、採決します。 

 議案第５２号岡山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の増減及び岡山県市町村総合事務組合規約

の変更について、議案第５２号に対する委員長の報告は、原案可決であります。議案第５２号は、委員長の報告

のとおり決定することにご異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第５２号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 次に、請願第３号モーターボート競走の場外舟券発売場の設置に関する請願についての討論を行います。 

 反対討論の通告がありました太田君に発言を許可します。 

 ２番 太田君。 

○２番（太田啓補君） おはようございます。 

 先ほど議長の方からお許しをいただきましたので、ボートピア請願への反対討論をさせていただきたいと思い

ます。 

 モーターボート競走の場外舟券発売場の設置に関する請願について、私は反対の立場から意見を述べさせてい

ただきたいと思います。 

 私は、前回の３月議会定例会の中でも、この問題について一般質問させていただきましたが、公営ギャンブル

の持つばくち性について、依存症に陥り生活破たんを来す方々のありようを様々な方面から見聞きし認識をして

いるところです。和気町にボートピアができることによってギャンブルに接する機会が増え、今までにない回数

を容易に増やすことが予測されます。そのような中で、和気町で生活する人々の中からギャンブル被害者を出さ

せないことが肝要であると思います。 

 私たちは、先日議会としてボートピア井原に視察に行ってまいりました。平日にもかかわらず、多くの人々が

往来しており、そこでは１日平均１，２２０万円の売り上げがあり、ロイヤルルームを利用する人では１人平均

１５万円の売り上げ、一般的な人でも約１万２，０００円を使っているということのようです。しかし、１９９

１年を境に、ボートレースの人気にも陰りが出始め、全国的な売り上げは激減し、近年では３分の１程度になっ
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ているそうです。景気の停滞が長引き、非正規労働者が増大する中で、若者が経済的余裕がなくなってきたこと

もその一因でしょう。それらを反映してか、ボートピアを利用しているのは中高年層が多く、年金生活者がそれ

ほど多くはない年金の中からギャンブル費を捻出しながら、生活に困窮する悲哀を私は近くで見たくはありませ

ん。 

 さて、ボートピア建設に関して、モーターボート競走法施行規則が定められております。場外発売場、いわゆ

るボートピアの建設場所については、第１１条で場外発売場の周辺１，０００メートル区域内にある文教施設及

び医療施設の名称を明らかにしなければならないことや、第１２条ではボートピアの建設位置について、文教上

また衛生上著しい支障を来すおそれのない場所であることをうたっています。私が距離測定マップ、地図蔵とい

うソフトで調べたところ、ベースボールパークから建設予定地まで直線距離で１，１００メートル、旧石生小学

校、現在のＩＰＵの学生寮ですけれども、そこでは約１，２００メートルとなっています。施行規則に抵触して

いるとは言えないにしても、極めて建設場所としてはふさわしくないと言わざるを得ません。 

 また、政策研究大学院大学の海老澤佳之氏が、ボートピア設置が与える影響ということについて修士論文で政

令指定都市のボートピアが設置されているところと設置されていないところでの周辺土地の公示価格の実証分析

をしていますけれども、住居地域では５７．６％の下落があり、逆に商業施設では４２．６％の上昇があるとい

うふうなことを明らかにされています。その実証分析からしても、本区における土地の公示価格にも少なからず

影響があることも懸念されるところです。 

 最後に、私は教育と文化の町を標榜する和気町にはふさわしくない施設であるということを訴えたいと思いま

す。以前、清水地区にも場外の馬券場建設のそうした計画が明らかになったときには、地域の反対で頓挫したと

いうことをお聞きしています。また、ボートピアの建設計画が備前市で香登や木生などでも反対がされ、断念を

余儀なくされたという経緯もあります。この施設が地域住民に敬遠され、建設が困難であることは、それなりの

理由があるからだと思います。和気町周辺地域で反対されている施設を、この和気町と議会が安易に容認をする

ことになれば、和気町と議会の見識が問われる事態になることは火を見るよりも明らかであります。議員の皆様

におかれましては、ぜひ良識あるご判断をいただき、請願に反対決議をしていただきますようお願いをしまし

て、私の意見とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） これで討論を終わります。 

 これから請願第３号モーターボート競走の場外舟券発売場の設置に関する請願についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 請願第３号に対する委員長の報告は、採択であります。請願第３号は、委員長の報告のとおり決定することに

賛成の方は、起立願います。 

               〔賛成者起立〕 

○議長（安東哲矢君） 起立多数です。 

 したがって請願第３号は、委員長の報告のとおり採択とすることに決定されました。 

 次に、厚生産業常任委員長に報告を求めます。 

 厚生産業常任委員長 居樹君。 

○厚生産業常任委員長（居樹 豊君） それでは、厚生産業常任委員会の委員長報告を行います。 

 去る６月１３日午前９時から和気町役場３階第１会議室において、厚生産業常任委員会委員全員、町執行部か

らは町長、副町長以下、関係部・課長出席のもと、本委員会に付託されました７件の議案と陳情１件について慎

重に審査いたしました。 

 まず、議案第５３号和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合規約の変更についてでありますが、賛成多数で原案

どおり可決されました。 
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 なお、審査の過程で、次のような質疑及び答弁がございました。消費税率改定に伴う単価についての質疑があ

り、消費税率の引き上げに伴い、原価に対して消費税率を加算する方式になるという答弁でありました。 

 次に、議案第５６号和気町国民健康保険診療施設条例の一部を改正する条例についてでありますが、賛成多数

で原案どおり可決されました。 

 なお、審査の過程で、次のような質疑及び答弁がございました。過去の診療所――日笠診療所ですけども――

過去の外来死後処置件数についての質疑があり、合併以降は実質的には実績がないという答弁がありました。 

 次に、議案第５７号和気町営公共土木、農林土木事業等分担金徴収条例の特例に関する条例の一部を改正する

条例についてでありますが、原案どおり全会一致で可決されました。 

 なお、審査の過程で、次のような質疑がございました。特例の内容について質疑があり、過去３年間の被害額

を算定基準としているが、平成２８年の万能池の大きな被害があったということから、特例措置を２８、２９、

３０年の３年間の平均でということで特例措置になったという答弁がございました。 

 次に、議案第５８号令和元年度和気町一般会計補正予算（第１号）についてでありますが、これは原案どおり

全会一致で可決されました。 

 なお、審査の過程で、プレミアム付商品券についての質疑があり、今回の措置は対象者が決まっており、その

うちの希望者のみ購入できることとなっているという答弁がございました。 

 次に、感染症予防事業の対象者についての質疑があり、今回これは昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１

日までの男性が対象になるとの答弁がありました。年齢で言うと３９歳から５６歳までの方が対象で、このうち

今年度クーポン発送をするのは昭和４７年４月２日から５４年４月１日までの方でございます。 

 次に、議案第５９号令和元年度和気町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号）についてであります

が、これも原案どおり全会一致で可決されました。 

 審査の過程で、次のような質疑があり、負担金についての負担金の増額ということについて質疑がありまし

て、今回はこれは国の省令で、特別交付金の省令に基づく増額ということで答弁があって、５万３，０００円か

ら５万７，０００円という交付税の増額ということで答弁がございました。 

 次に、議案第６０号令和元年度和気町介護保険特別会計補正予算（第１号）についてでありますが、特に意見

もなく、原案どおり全会一致で可決されました。 

 なお、審査の過程で、介護保険のシステムの中で、国保の保険証との関係についての質疑に対し、介護保険の

システムの中でマイナンバー制度に対応するようにシステムを改修するとの答弁がございました。 

 次に、議案第６１号令和元年度和気町地域開発事業特別会計補正予算（第１号）についてでありますが、賛成

多数で原案どおり可決されました。 

 なお、審査の過程で、次のような質疑及び答弁がありました。設計委託料の９６８万円の増額についての質疑

に対し副町長から答弁があり、過去の設計委託等のこともありますので、今回は事業内容の精査を更に努めてい

くとの答弁がありました。 

 最後に、陳情第１号ですけども、「自立支援医療（精神通院）に入院を加える改善、及び、岡山県の心身障害

者医療費助成制度の対象者に精神障がい者を加えることを求める」意見書の提出を求める陳情書につきまして

は、採決の結果、採択２名、趣旨採択３名で委員会としては趣旨採択といたしました。 

 以上、簡単ですけども、委員長報告とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、委員長の報告に対する質疑を終わります。 
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 委員長、ご苦労さまでした。 

 ここで録音の機械の不具合がちょっと発生しましたので、３５分まで暫時休憩といたします。 

               午前９時２７分 休憩 

               午前９時３７分 再開 

○議長（安東哲矢君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 次に、議案第５３号和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合規約の変更についての討論を行います。 

 反対討論の通告がありました西中君に発言を許可します。 

 １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 議案第５３号について、つまり和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合規約の変更につ

いて、この議案について反対でありますので、討論をさせていただきたいと思います。 

 和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合は、売り上げが１，０００万円未満の非課税業者であります。消費税の

非課税業者でありますから、税務当局に出す必要がないということで、消費税は税務署に納税しないということ

で、消費税は益税といって、その自治体というか一部事務組合でたまってしまいます。そして、今回消費税増税

による経費、いわゆる負担する経費、それはどれだけ上がるか、これも答弁をいただけなかったということで、

非常に怠慢な状態でありまして、現在のし尿処理施設一部事務組合はそういうことですが、これからは条例改正

しなくても勝手に税率改正ができると、対応するということになり、町民に対しては非常に消費税に鈍感にさせ

ると。本当は悪い狙いがあるというふうに思います。狙いがないとしても、結果としてそういうふうになりま

す。鈍感にさせられます。 

 消費税の狙いというのは、薄く、広く、いわゆる広く国民から税金を収税し、はっきり言いまして大企業に減

税をしてあげると、そういう狙いがあると思います。というのも、いわゆるトヨタとかいろいろ大きい会社、そ

ういうところは実は海外へ輸出する際には戻し消費税と申しまして、消費税が返ってくるわけなんです。そうい

うことで、それから実際に安倍総理がどうのこうの言いますが、なかなか消費税というのがたまっている赤字を

消すという方向じゃなくて、企業に減税をしていくというふうな方向に非常に傾いているということがありま

す。 

 それ以上、もう言ってもしょうがないので、最初はこれ３％でも、５から８になり、今回１０％にということ

で、ヨーロッパでは大体十七、八で２０％弱、それまでどんどん上げていこうとしているわけであります。これ

では、この間の選挙でも言われましたけど、本当に物が買えなくなるというふうに言われました。ですから、こ

れは本当に日本の景気に非常にマイナスになるというふうなことで、それは余談でありますが、一部事務組合が

こういう益税になるということで、それで鈍感にしてしまうと、そういうふうな問題もあるということで、その

たびに改正すればいいということで、以上反対討論とさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） これで討論を終わります。 

 これから議案第５３号和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合規約の変更についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第５３号に対する委員長の報告は、原案可決であります。議案第５３号は、委員長の報告のとおり決定す

ることに賛成の方は、起立願います。 

               〔賛成者起立〕 

○議長（安東哲矢君） 起立多数です。 

 したがって議案第５３号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第５６号和気町国民健康保険診療施設条例の一部を改正する条例についての討論を行います。 

 反対討論の通告がありました西中君に発言を許可します。 
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 １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 議案第５６号和気町国民健康保険診療施設条例の一部を改正する条例に反対でありま

すので、討論をさせていただきたいと思います。 

 まず、この診療所での外来死後処置の廃止のためその部分を削除、これについては理解できますが、消費税に

伴う文面をそのために変えるのは面倒だという理屈で、このように消費税になれさせるような安易な条例改正に

は反対であります。その都度料金表を改定すればよいのではないでしょうか。毎年ではないわけです。消費税の

狙いは、弱い国民から広く薄く収税し、大企業に減税するということであります。非常に問題であります。本

来、税金や社会保障というのは、税負担の公平化というか、そういう狙いがあったのに、それが全然今は果たさ

れていないということでございます。最初は３％でも、最終的には今度は１０％、十七、八に上げていくという

ことで、以上先ほどの議案第５３号と同様の理屈で反対ということであります。よろしくお願いします。 

○議長（安東哲矢君） これで討論を終わります。 

 これから議案第５６号和気町国民健康保険診療施設条例の一部を改正する条例についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第５６号に対する委員長の報告は、原案可決であります。議案第５６号は、委員長の報告のとおり決定す

ることに賛成の方は、起立願います。 

               〔賛成者起立〕 

○議長（安東哲矢君） 起立多数です。 

 したがって議案第５６号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第５７号は、討論の申し出がありませんので、討論を省略し、採決します。 

 議案第５７号和気町営公共土木、農林土木事業等分担金徴収条例の特例に関する条例の一部を改正する条例に

ついて、議案第５７号に対する委員長の報告は、原案可決であります。議案第５７号は、委員長の報告のとおり

決定することに、ご異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第５７号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第５９号は、討論の申し出がありませんので、討論を省略し、採決します。 

 議案第５９号令和元年度和気町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号）について、議案第５９号に対

する委員長の報告は、原案可決であります。議案第５９号は、委員長の報告のとおり決定することに、ご異議あ

りませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第５９号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第６０号は、討論の申し出がありませんので、討論を省略し、採決します。 

 議案第６０号令和元年度和気町介護保険特別会計補正予算（第１号）について、議案第６０号に対する委員長

の報告は、原案可決であります。議案第６０号は、委員長の報告のとおり決定することに、ご異議ありません

か。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第６０号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第６１号令和元年度和気町地域開発事業特別会計補正予算（第１号）についての討論を行います。 
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 反対討論の通告がありました西中君に発言を許可します。 

 １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 議案第６１号です。令和元年度和気町地域開発事業特別会計補正予算（第１号）に対

して、反対でありますので、討論をさせていただきたいと思います。 

 この矢田の工業団地については、新規立ち上げをしようというとき――何年かは覚えてないんですが、３年ほ

ど前じゃなかったかと思うんですけど――についても、これは自転車道のルート変更やその下の岡山県の水道企

業団の水道管も入れ替えるということもあり、工法も大変だと聞いておりまして、そのとき私自身も本当にこれ

は賛成していいのかちょっと迷ったというふうなのも本音で、そういうこともありました。ただ、地元のことだ

ということで賛成したわけでありますが、今の現状が非常にデッドロックというんですか、それに乗り上げてい

るような状態だと思います。今回の６月議会で設計変更、そして水路も変えていかなければならないなど、寝耳

に水のようなことであります。担当者に責任を転嫁し、既に最初の測量と設計委託料で３，６００万円ほど支払

っているのに、また新たに約９６０万円の測量設計委託料を支払うということ、このことは本当に町民の税金を

何だと考えているのかと私は問いたいと思います。民間の会社であれば、本来岡山県に認められないような設計

になった責任、これは本当は会社にあり、測量設計は無料でやっていただいてもいいわけであります。あまつさ

え設計担当の会社の管理能力に問題ありと言っているのに、この契約書であるからいいというふうに、請求もし

ていない契約書を委員会に提出するなど、企業の権利の擁護ばかりというふうに私には映ってしまいます。過去

の民間法人との契約でも何度か見られましたが、大変相手企業に甘い執行部の行政執行体制に私は不信感を持っ

ているものであります。同僚議員に対しては、賢明な判断をお願いしたいと思います。 

 以上、反対討論とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） これで討論を終わります。 

 これから議案第６１号令和元年度和気町地域開発事業特別会計補正予算（第１号）についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第６１号に対する委員長の報告は、原案可決であります。議案第６１号は、委員長の報告のとおり決定す

ることに賛成の方は、起立願います。 

               〔賛成者起立〕 

○議長（安東哲矢君） 起立多数です。 

 したがって議案第６１号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 次に、陳情第１号は、討論の申し出がありませんので、討論を省略し、採決します。 

 陳情第１号「自立支援医療（精神通院）に入院を加える改善、及び、岡山県の心身障害者医療費助成制度の対

象者に精神障がい者を加えることを求める」意見書の提出を求める陳情書について、陳情第１号に対する委員長

の報告は、趣旨採択であります。陳情第１号は、委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 

 したがって陳情第１号は、委員長の報告のとおり趣旨採択と決定されました。 

 次に、防災都市公園整備事業特別委員長に報告を求めます。 

 防災都市公園整備事業特別委員長 万代君。 

○防災都市公園整備事業特別委員長（万代哲央君） それでは、防災都市公園整備事業特別委員会の委員長報告

をいたします。 

 去る６月１２日水曜日午前９時から和気町役場３階第１会議室において、委員１２名出席、うち１名途中退

席、執行部より町長、副町長、教育長並びに関係部・課長出席のもと、当特別委員会に付託されました議案３件
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につきまして慎重に審査いたしました。その結果をご報告いたします。 

 議案第５４号和気町附属機関条例の一部を改正する条例については、賛成者と反対者が同数となりましたの

で、委員長裁決により原案否決いたしました。 

 審査の過程で、次のような質疑、答弁と意見がありました。委員より、３月議会で修正がなされた後での検討

委員会立ち上げは理解できない、違和感がある、手順とタイミングが悪い、検討委員会を立ち上げて検討する中

身も昨日の町長の答弁で微調整はできても幹の部分の修正は不可能という内容だったので、検討委員会の立ち上

げには納得がいかないという反対意見がありました。それに対して町長より、３月定例会の中で、充実した施設

にするために町民の意見を聞くべきという声があった。それに対し前向きに考えたい、諮問委員会を立ち上げた

いと答弁した経緯もある。この事業を実施することが資産価値を高め、活用することで町の発展につながること

を理解していただきたいと発言がありました。 

 同委員より、防災都市公園の基本の議論というのは、町民の方が待望されている施設であるかどうかが基本で

ある。また、学校跡地検討委員会の答申を踏まえたスポーツ団体との意見聴取もしなかったと聞いている。スポ

ーツ団体も、佐伯グラウンドとＩＰＵのベースボールパークを使っている。現実に野球場は不足していない。基

本計画そのものが大きく変わらない検討委員会の立ち上げでは意味がないという反対意見に対しまして、別の委

員より、今回議案として上がっている検討委員会の立ち上げに異議はない。町民の意見を聞いて公園施設の内容

は大きく変わるかもしれないし、そうならないかもしれないが、そのことがすなわち議会での可決にはならな

い。答申内容を判断するのは議会であるという賛成意見がありました。 

 また、そのほかの賛成意見としては、次のような内容でありました。委員より、検討委員会の設置に賛成であ

る。委員会を立ち上げて民意を聞くのは当然である。つくっても基本計画は変わらないとか、ほかの危惧を想定

して反対するのはおかしい。しっかりした情報を委員会で共有して判断することが必要と考える。限られた情

報、少ない情報、間違った情報で判断されることが町民の意見にならないようにすべきだという賛成の立場での

意見でありました。 

 また、この条例案に反対する立場での意見は、次のようなものでした。委員より、３月議会で修正否決後、議

会全員協議会なり特別委員会で議論すればよかったと考える。今の時期に議案として出てくるのは不自然で、筋

違いであるという反対意見がありました。 

 また、別の委員は、３月議会より前に検討委員会を立ち上げていればまだ理解できるが、３月議会の修正後に

検討委員会設置には賛成できないという意見がありました。 

 次に、議案第５５号和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例については、採

決の結果、賛成者と反対者が同数になりましたので、委員長裁決により原案は否決といたしました。 

 次に、議案第５８号令和元年度和気町一般会計補正予算（第１号）については、採決の結果、賛成者と反対者

が同数になりましたので、委員長裁決により原案は否決といたしました。 

 ３のその他といたしまして、草加町長より、この事業は和気町の資源を増やして町内の付加価値を高めて人口

減に歯止めをかける事業である、理解を賜りたいという発言がありました。 

 また、参考資料で提出された和気町防災都市公園整備事業財政計画について財政課長より説明がなされまし

た。 

 以上、防災都市公園整備事業特別委員会の委員長報告といたします。 

○議長（安東哲矢君） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、委員長報告に対する質疑を終わります。 
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 委員長、ご苦労さまでした。 

 次に、議案第５４号和気町附属機関条例の一部を改正する条例についての討論を行います。 

 反対討論の通告がありました西中君に発言を許可します。 

 １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 議案第５４号和気町附属機関条例の一部を改正する条例について、この条例改正に反

対でありますので、反対討論をさせていただきます。 

 まず、本来この防災都市公園の検討委員会、これは平成３０年１月でしたか、に社会資本整備交付金の補助金

申請をする前に、例えば１年前とか２年前とか、それぐらいに設置して、その中で議会等にも諮り、大きな骨組

みをきちんとしてから国に申請すべきであったと思います。しかしながら、その肝心の過程、コンセプトの確認

といったものですが、それをつくるのを怠った前任執行権者の責任を隠して事業推進しようと、責任を抜きにし

て事業推進しようというものであり、とても認められません。３月議会で消滅した防災都市公園を生き返らせよ

うといういわば憲政の常道に反するやり方であると思います。そして、町長には、そういう議会の議決権という

ものを本来重く見るべきものでありますが、そういう議決権を真摯に受け取ろうという態度は見られません。町

長は、国土交通省が何とか交付金を使ってくれ、こんなことは聞いたことがないと言っているということであり

ますが、中国整備局に相談して、中国地方の他の市町村に使っていただければいいではありませんか。こういう

形で執行すれば、その担当官も責任を問われる事態になるのではないかと、そういうふうに私は思います。 

 そしてまた、和気町の財政は非常に悪いものがあります。このような起債、言われているような借金など実施

する財政的な余力は私はないと考えるものであります。 

 以上、反対討論とさせていただきます。賢明な判断をよろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） これで討論を終わります。 

 これから議案第５４号和気町附属機関条例の一部を改正する条例についてを採決します。 

 採決方法について一言申し上げます。 

 本案の委員長報告は、否決でありますが、採決は会議規則第８１条の規定により、本案を原案のとおり可決す

ることに賛成の方の起立を求めますので、表決に当たってはお間違えのないようにお願いいたします。 

 ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 済いません。起立の前に、委員長に質疑と言われたんだけど、質疑はないんですけど、

委員長の決定について異議がある方ということを言われなかったのでじっと黙っとったんですけど、それはなし

で可決、否決になっちゃうんですか。 

○議長（安東哲矢君） そのとおりです。それでは、議案第５４号を採決します。 

 議案第５４号は、原案のとおり可決することに賛成の方は、起立願います。 

               〔賛成者起立〕 

○議長（安東哲矢君） 起立少数です。 

 したがって議案第５４号は、否決されました。 

 次に、議案第５５号和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についての討論

を行います。 

 反対討論の通告がありました西中君に発言を許可します。 

 １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 議案第５５号和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例、この条例改正に反対でありますので、反対討論をさせていただきます。 

 まず、先ほども申し述べましたが、本来検討委員会というのは、平成３０年１月に社会資本整備交付金の補助
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金申請をする前に設置して、その中で議会等にも諮り、大きな骨組みをきちんとしてから国に申請すべきもので

ありましたが、その肝心なコンセプトの確認を怠った前任の執行権者の責任を無にして隠して事業推進しようと

いうものであり、とても認められません。３月議会で消滅した防災都市公園を生き返らせようという憲政の常道

に反するやり方、民主主義に反するやり方だと思います。町長には、今、議会の議決権を真摯に受け取ろうとい

う態度は見られません。町長は、国土交通省が何とか交付金を使ってくれと、こんなことは聞いたことがないと

言っているということでありますが、もうこれは国土交通省中国整備局に相談して、他の市町村に使っていただ

けばいいではありませんか。私は、この和気町の財政には、このような借金までしてこの事業を実施する、その

ような財政的な力はないというふうにも考えるものであります。そして、検討委員会は必要ないと考えるのであ

りますから、費用弁償に関する条例改正の必要はないと考えるものです。 

 以上、反対討論とさせていただきます。賢明なご判断をよろしくお願いいたします。 

○議長（安東哲矢君） ５番 神﨑君。 

○５番（神﨑良一君） 賛成討論はやれるんでしょうか。 

○議長（安東哲矢君） できません。 

 これで討論を終わります。 

 これから議案第５５号和気町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてを採

決します。 

 採決方法について一言申し上げます。 

 本案の委員長報告は、否決でありますが、採決は会議規則第８１条の規定により本案を原案のとおり可決する

ことに賛成の方の起立を求めますので、表決に当たってはお間違えのないようにお願いいたします。 

 それでは、議案第５５号を採決します。 

 議案第５５号は、原案のとおり可決することに賛成の方は、起立願います。 

               〔賛成者起立〕 

○議長（安東哲矢君） 起立少数です。 

 したがって議案第５５号は、否決されました。 

 次に、議案第５８号に対しては、太田啓補君外１名から、配付しました修正の動議が提出されております。 

 したがってこれを本案とあわせて議題とし、提出者の説明を求めます。 

 ２番 太田君。 

○２番（太田啓補君） それでは、議案第５８号の修正動議についてご説明をさせていただきたいと思います。 

 議案第５８号令和元年度和気町一般会計補正予算（第１号）について。 

 議案第５８号令和元年度和気町一般会計補正予算（第１号）に対する修正案を別紙のとおり提出をいたしま

す。 

 １ページ目をごらんください。 

 別紙、議案第５８号令和元年度和気町一般会計補正予算（第１号）に対する修正案を説明させていただきま

す。 

 議案第５８号令和元年度和気町一般会計補正予算（第１号）の一部を次のように修正します。 

 第１表の歳入歳出予算の一部を次のように改めるということです。 

 第１表、歳入歳出予算補正、歳出、７土木費、４都市計画費の補正額ですが、まず３９万４，０００円のとこ

ろが０円というふうになって、合計が７億７，１７６万６，０００円ということになります。１２の予備費、補

正額が２，４４８万７，０００円減額ということになって、計が６，７８６万６，０００円ということになりま

す。 
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 ２ページ目をお開きください。 

 ２ページ目の歳入歳出補正予算事項別明細書、総括については、省略をさせていただきます。 

 ３ページ目をお願いいたします。 

 歳出、６の防災都市公園費についてでありますが、補正額が０円ということで、区分の報酬も０円ということ

になります。予備費が２，４４８万７，０００円減額、これで調整するものでございます。 

 また、原案の４８ページの給与費の明細書についても、削除させていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（安東哲矢君） これから修正案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 なお、討論の順序は、まず原案に賛成の方、次に原案及び修正案に反対の方、次に原案に賛成の方、最後に修

正案に賛成の方の順に行います。 

 まず、原案に賛成の討論はありませんか。 

 ５番 神崎君。 

○５番（神﨑良一君） 賛成の討論ということなんでさせていただきますが、今先輩議員からもありましたよう

に、前の２項目、防災公園の委員会を立ち上げると。それに関して委員の報酬ということなので、これを幾ら否

決してもおかしいんですけど、事実報酬を払うといっても立ち上げる委員会がないので、議論、討論は無駄と言

われるのはありますが、それをあえて私は再度言わせていただきたい。 

 どうしてもそうなってきますと、もう否決されているので、否決をひっくり返すのはできないんですけど、た

ださっき申し上げたように、委員会の立ち上げに反対ということで否決されました。だから、委員会を立ち上げ

ないことになったので、その反対意見に対して、私は報酬を上げてほしいので、そこを申し上げます。 

 なぜ委員会が必要なのかというのを、もう一度私はこの場で言いたいと思います。 

 ３月議会で方針が決まったとか、町民の意見は大多数が防災公園に反対だ、このように言われておりますが、

前々からも申し上げてますが、この事案はねじれております。去年は賛成、今年は反対と、大きくそういうふう

に考えてもいいでしょう。それから、議員数で言えば、確かに議長がいない賛成の方は５で、反対が６というこ

とで、確かに反対派の方が多いということになってますが、町民の意見うんぬんは、私の思うところは半々でど

ちらかということだと思うんで、私は委員会を立ち上げて、皆さんの意見を本当に聞く。また逆に、執行部はど

しどし意見を言う、こういう機会を町民にすら与えないのは、それこそ民主主義かと。もう決まったんだからと

かという話、それが９対１だとか、１１対１だとか、１０対１だとかというようなことであれば、私もそれには

納得しますが、６対５という本当に僅差の中で、こういう町民からの自由な意見を吸い上げるのをやめてしまっ

ていいのか。また、意見としては、この委員会ではいろんなことが出ても、基本方針は変わらんのだとか、微調

整だとかとおっしゃられるけども、少なくとも民意はいろいろ酌めると思うんです。それを決めるのは、我々、

町民に選ばれた議員で、委員会から出ました意見をしっかりと聞いて対応すればいいと私は思うので、その機会

すら最初から与えないというのが本当にいいのだろうかと、私は疑問に思っております。 

 なので、私は、この報酬だけでもというのはおかしいですけど、それからまた考えていただいて、報酬を通し

て、それに見合うような小さな委員会でも何かというようなことも思ったりもします。 

 それから、検討委員会の立ち上げの時期が悪いと、こんな大きな和気町を二分するような議論を、立ち上げの

時期が悪いからといってやらないというのもどうかなと思います。本当はもっと前にやるべきだったというよう
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な過去の回想のような話をされる。今現在、町民にとって議論が必要なんでしょう。それを今の町民の心も考え

ずに、大半がもう反対だから委員会なんか立ち上げないと。これも私は不思議な議論だなと思って聞いておりま

す。 

 それから、ハザードマップの浸水地、これも前々から、ハザードマップだから、国土交通省が決めたからだめ

だとおっしゃられるけども、ハザードマップで決められているのは１００年から１５０年、そら幅はありますけ

ど、なかなか浸水地にはならない。一方では、きょう新潟でも地震がありましたけど、地震の方は３０年か２０

年かわかりませんが、どちらを考えても、優先順位はどちらかなと思ったときに防災公園が先だろうと考えるの

は、それの委員会を立ち上げないのはどうかなと、私はまた思いました、ここで。 

 そしてもっと言えば、益原地区が浸水地で困る、防災公園は建てんでいい。もうこれは民間の家じゃありませ

ん。個人の家じゃありません。益原にはたくさんの方が住んでおられます。反対するならば、その人たちが浸か

るんだという人がおるのに、それをほったらかしにしといて防災公園は反対だというのも何か軽重の判断がどう

かなと。反対をするんやったら、防災公園をするよりも、益原地区の人のかさ上げを５メートル、１０メートル

しなさいというようなことを言うんだったらまだ私は納得できますよ。そういうような議論もなくて、ただ反対

だ、時期が悪い、持っていき方が悪い、町政が先行独断したと言ったら、それをただすのが我々だから、やって

しまった、取り返しのつかないことをぐだぐだ言われるんじゃなくて、民意に聞きましょうじゃないかというの

が私の意見ですよ。そのための、これは１つですよ、あくまでも検討委員会が全てやないと思います。それで不

十分やったらまた違う委員会を立ち上げるとか、そうして民意をしっかり酌んで、この中で議論をするのがこれ

だけの大きな事業だと私は思います。 

 だから、本件については、ぜひとも、委員報酬だけですけども、これを私は力強く賛成したいと、このように

思います。 

○議長（安東哲矢君） 次に、原案及び修正案反対の討論はありませんか。 

               〔「なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 次に、原案に反対の通告がありました西中君に発言を許可します。 

 １０番 西中君。 

○１０番（西中純一君） 議案第５８号令和元年度和気町一般会計補正予算（第１号）に対する、いわゆる原案

に対する反対討論ということで討論させていただきます。 

 この一般会計の補正予算案には賛成するところもいろいろあるわけでございますが、この地方創生推進費のと

ころのドローン物流検証実験委託料７６５万円とシステム構築委託料２００万円、そして防災都市公園の委員報

酬３９万４，０００円が認められません。 

 まず、ドローン物流検証実験のところ、Ｆ社分、６６５万円、顔認証、Ｐ社分１００万円、そしてＮ社のシス

テム構築委託料２００万円ですが、これはＦ社については地方自治法違反の疑いがあるところでありますし、過

去のことであるといっても、それはやっぱり問題があると思う。また、ほかの大手企業、その２社も、Ｆ社も得

られたノウハウ、これというものは会社に属していくわけでありまして、どういうものがあるかよくわかりませ

んが、意匠登録権、特許権等を会社が持って帰るというふうになるはずであります。ですから、地方自治体の和

気町のお金を使ってイノベーションができ、利益を確実に得ていくというふうに思うものであります。和気町が

宣伝してもらえるとか、すばらしい技術を体感できるとか、いろいろ言われますが、企業として技術を得て帰る

わけであります。費用対効果といいますか、町と国の税金を使って企業利益を追求するわけになっているという

ことであります。誰のための税金なのかというふうな問いかけをしたいと思います。半分は国がお金を出します

が、半分は和気町が負担するわけです。本当にどれだけ和気町へのプラス効果があるのか、本当に費用対効果が

判然としません。はっきりとわかりません。これがいわゆるアベノミクスの正体でしょうか。ほとんど国民に還
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元されるものはなかったように思います。一握りの大企業がもうかった、あるいは株を持っている方がもうかっ

たということで、普通の一般国民には恩恵はなかったように思います。 

 また、検討委員会の委員報酬が出ているわけでありますが、検討委員会は例えば２９年３月、それ以前ぐらい

に立ち上げてやっていくものであると思います。今さら立ち上げても、それは順序が逆になっております。学校

統合の場合とまさに同じであります。 

 また、余談でありますが、プレミアム付商品券の予算が７，６００万円でしたか、ついておりますが、これに

ついてあえて反対はしませんが、消費を冷え込ませないために消費税１０％アップをやめれば、その方が大いに

喜ばれるというふうに私は本当のところは思っております。それが一番日本の景気を守っていく近道ではないか

というふうに思っております。 

 以上、反対討論とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） 次に、原案賛成の討論はありませんか。 

               〔「なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 次に、修正案に賛成者の討論はありませんか。 

 ７番 居樹君。 

○７番（居樹 豊君） それでは、修正動議に賛成討論ということでさせていただきます。 

 過去のこれはもう３月段階でも私は修正動議で出しましたけども、もうスタートは平成２９年５月のスタート

ということで、あと中身はくどくど言いません。もうここでは、きょう神﨑議員も言われたように、議案第５４

号ということの会議そのものをもう検討委員会にということですからくどくど言いませんけども、神﨑議員の方

のお話を今聞かせていただきました。確かに広く会議を起こすということは、そのことは否定しません。ただ、

これタイミングと言ったらおかしいけども、やはり民意を聞くというのは、検討委員会も民意かもわからん、

我々議会も民意、それから過去を思い出してもらえればええですけど、今回のこれに当たっては行政懇談会、こ

ういうのを皆さんご存じですから、その辺の経緯を十分トータルして考えないと、ただ総論的に何となく聞くけ

ど、何で検討委員会という会議を持つのを否定するんだということ、総論的にはそうなるけども、現実的にそこ

を詰めていくと、それと今回の議論にもありましたけども、何を議論するかということで何はあるけども、中身

が。今回の検討委員会では、もうフレームは変わらないということは皆さん方もお聞きされたとおりでございま

す。いろんな事情の中で、国とか県とかいろんな中で、これは大幅な基本的な計画の改正は無理だと、変更は無

理だということは、もう町長の口からも言われましたんで、そういうことを踏まえての反対をすることが適正か

というふうに思っております。 

 それで、もう一つ、私も原文を読ませてもらいますけども、本修正案は、ご承知のように、議案第５４号の防

災都市公園整備事業検討委員会を設置する条例改正です。これはあくまでもこの議案第５４号との連動でござい

まして、今繰り返しますけども、３月議会で修正動議を出し、いわゆる修正動議で可決と関わります。でも、先

ほど言いましたように、反対討論もありましたけども、執行部におかれましては３月議会の議決を重く受け止め

られるということを言われました。この「重く」という意味合いが、本当に本気で重く受け止めたんであれば、

先ほど反対討論がありましたけども、やはりこれは議会として、町の民意として最高の権威であるこの議会の意

見尊重というのが本来のあり方かなということで、私も憲政の常道とかというのはあえて言いませんけども、そ

ういうことに真摯に耳を傾けるということも必要ではなかったかなという感じを持っております。 

 これ繰り返しになりますけども、私としては、３月議会での議決というのは確かに、１０対１とかではござい

ません。確かに拮抗しとるという事実は、私ども否定するものじゃありません。もうご承知のように、去年の９

月議会とこの３月ですから、そういうことは皆さんもう頭に入ってる話ですから、そういう中で、しかしそれだ

け３月の中でもあったということは、これはなかなか揺るぎないところがございますんで、その辺も含めて、検
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討委員会を立ち上げたら費用弁償を数回やってということで３９万４，０００円という中身でございます。これ

については、そういう意味で、これは委員会の立ち上げとの絡みでこのとおりに修正をということには――修正

動議がございましたけども――そのとおりにやっていくのは筋だと思っておりますので、私の賛成討論といたし

ます。 

○議長（安東哲矢君） ほかに討論はありませんか。 

               〔「なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） これで討論を終わります。 

 これより修正案に対する採決を行います。 

 なお、採決につきましては、まず修正案について採決を行い、その修正案が可決された場合は、続いて修正部

分を除く残りの原案について採決を行います。修正案が否決された場合は、原案について採決を行います。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第５８号は、修正案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

               〔賛成者起立〕 

○議長（安東哲矢君） 起立多数です。 

 したがって議案第５８号の修正案は、可決されました。 

 続いて、ただいま修正可決した部分を除く残りの原案について採決いたします。 

 修正部分を除くその他の部分については、原案のとおり決することに賛成の方は、起立願います。 

               〔賛成者起立〕 

○議長（安東哲矢君） 起立多数です。 

 したがって修正部分を除くその他の部分については、原案のとおり可決されました。 

（日程第２） 

○議長（安東哲矢君） 日程第２、発議第３号新たな過疎対策法の制定に関する意見書についてを議題としま

す。 

 ここで事務局長に意見書を朗読させます。 

 事務局長 田村君。 

○事務局長（田村正晃君） 発議第３号朗読した。 

○議長（安東哲矢君） 次に、提出者であります山本 稔君に趣旨説明を求めます。 

 ６番 山本君。 

○６番（山本 稔君） それでは、発議第３号の趣旨説明を行いたいと思います。 

 意見書については、先ほど事務局長が朗読したとおりであります。 

 本意見書の提出に当たっては、平成３１年４月２３日付で全国過疎地域自立促進連盟から意見書提出の依頼が

関係市町村及び議会議長宛てにございました。当町においても、佐伯地域が過疎地域であり、引き続き積極的な

過疎対策を望むものであります。 

 以上のような理由から、関係機関に意見書を提出させていただくよう送付するものであります。 

 以上、説明とさせていただきます。 

○議長（安東哲矢君） これから発議第３号の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

               〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 山本君、ご苦労さまでした。 
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 お諮りします。 

 発議第３号を会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 

 したがって発議第３号は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 次に、お諮りします。 

 発議第３号を討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認め、これから採決します。 

 発議第３号新たな過疎対策法の制定に関する意見書について、原案のとおり決定することにご異議ありません

か。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認め、発議第３号は、原案のとおり可決されました。 

（日程第３） 

○議長（安東哲矢君） 日程第３、議会閉会中の調査研究の申出書についてを議題とします。 

 皆様のお手元に配付のとおり、議会運営委員会及び常任委員会並びに特別委員会より、議会閉会中の調査研究

の申出書が提出されております。 

 お諮りします。 

 議会運営委員会及び常任委員会並びに特別委員会が、議会閉会中においても調査研究できるよう承認すること

に、ご異議ありませんか。 

               〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（安東哲矢君） 異議なしと認めます。 

 したがって議会運営委員会及び常任委員会並びに特別委員会が、議会閉会中においても調査研究できることに

決定しました。 

 以上で、今期定例会に付議されました事件は、全て終了しました。 

 閉会に当たり、町長から挨拶がございます。 

 町長 草加君。 

○町長（草加信義君） 令和元年第５回和気町議会定例会の閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 今回提案をいたしました報告４件、規約変更２件、条例改正４件、補正予算４件につきましては、慎重にご審

議をいただき、大変ありがとうございました。 

 議員の皆様方におかれましては、健康に留意されまして、町政発展のために今後ともご協力を賜りますように

お願いを申し上げまして、閉会のご挨拶といたします。 

○議長（安東哲矢君） 今期定例会の閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 まずは、今定例会が議員各位の終始極めて真剣なご審議により議了できました。皆様方のご精励に対し、深く

敬意を表しますとともに、衷心より厚く御礼を申し上げます。 

 本定例会も、町長を初め執行部の皆様方には、審議に対しまして真摯な態度をもってご協力いただいたことに

敬意を表しますとともに、会議で議員各位が申し上げました意見なり要望事項につきましては、特に考慮を払わ

れ、行政運営に反映されますよう要望を申し上げます。 

 また、議員に対する答弁につきましては、数字等をしっかりと把握されご答弁いただきますようお願いいたし
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ます。 

 議員におかれましては、議会という神聖な場でございますので、不適切な発言は慎んでいただきますようお願

い申し上げます。 

 最後になりましたが、議員及び執行部の皆様方には、これから本格的な夏を迎えます。健康には十分ご留意く

ださるようお願い申し上げまして、まことに簡単でございますが、閉会の挨拶にかえさせていただきます。 

 これをもちまして令和元年第５回和気町議会定例会を閉会します。 

 ご苦労さまでした。 

               午前１０時３６分 閉会 
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